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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　伯はく爵しやく家けの食堂にて、アップルはこほんと咳せき払ばらいをした。

　本日の朝食は、ゴマのたっぷり入ったパンのクルーリ。真ん中に大きな穴が開いた丸い形のパンである。かりっとした食感とゴマの豊かな香かおりがふわりと鼻び腔こうをくすぐる。

　焼きたてのパンはもちもちとしていてあたたかく、指でつまむと生き地じがびよんと伸のびる。赤ちゃんのほっぺたのようなやわらかみ。ちぎった断面はふわふわとしていて、雲のよう。

　そのままでもおいしいが、干し果物やチーズを好きなように載のせて食べる。パンの熱さで徐じよ々じよにとろける濃のう厚こうなチーズは、干し果物のすっとするような甘あま酸ずっぱさを包つつみこんでくれる。なにより、パンそのものの甘あまみが引き立って、ひと手間加えるだけでおいしさが際きわだつのだからたまらない。リスのようにほっぺたを膨ふくらませて味わってしまう。

　また、オーガストのために特別に用意したのはブガッツアと呼ばれるカスタードパイ。

　薄うす焼やきのフィロ生地で作ったパイで、ブルーベリーを加えたり、シナモンで香りづけをしたりと、各家庭でアレンジのつけ方もさまざまである。

　粉砂糖とシナモンをたっぷりふりかけて仕上げれば、夫好みの甘い味つけになる。なにしろオーガストは、男性にしては珍めずらしく、甘いものが大好物なのだ。カスタードの優やさしい甘さに夫の顔はとろけるように優しくなる。

　パンやパイはコーヒーとの相あい性しようが抜ばつ群ぐんなので、入れたてのあたたかいコーヒーも湯気をたてている。交易都市であるハールーンにはさまざまな豆が入ってくるので、楽しみがいがある。アップルは酸味が強いコーヒーが好きだが、オーガストはまろやかな味のものが好みで、しかも砂糖とミルクをたっぷりと入れる。

　デザートには、もったりとした濃厚なヨーグルトに蜂はち蜜みつとクルミをまぜこんだもの。蜂蜜の甘さとクルミの食感に、スプーンを動かす手がついつい止まらなくなってしまう。

　ハールーンでは、昼食や夕食に比べれば、朝食は簡素で比ひ較かく的てき時間をかけずに食べられるものが多い。朝食を食べない派も少なくない。

　オーガストも結けつ婚こんするまでは朝食抜ぬきどころか一日一食生活をしていて、アップルはそれをただすべく、もっかのところ奮ふん闘とう中ちゆうなのである。

　朝食に慣れていないならパンとコーヒーだけでもいいから、きちんと食べさせないと。そのため彼かの女じよは伯爵夫人になってからも、すすんで厨ちゆう房ぼうに立つことにしている。

「あのね、オーガスト。お願いがあるんだけど」

「ふぁに？」

　彼かれはもぐもぐと口を動かしたままたずねる。

　陽光が彼のさらさらとした金きん髪ぱつにあたり、白い肌はだが透すけるように輝かがやく。優しげなたれ目がちの青い瞳ひとみをアップルの方に向けて、彼はにこりと完かん璧ぺきな笑えみを浮うかべてみせた。

　ここ最近、毎日のように夫と向かい合って食事をしているというのに、ちっとも慣れることはなく──相変わらず彼は美しい。

　黙だまっていれば美び貌ぼうの青年伯爵だが、食べているときの彼は少年の面おも影かげが見みえ隠かくれして、アップルの好きな顔になるのだ。
















「おいしいな、このブガッツア。焼きたてであたたかくて、ふんわりしてる」

「口に合ったならよかったけど……」

「やわらかくて甘いって、まるで君みたいだね」

　アップルは口をつけていたコーヒーを噴ふきかけた。

「ぶっ……よけいなことしゃべらないでちゃんと食べてよね」

「はいはーい」

　彼は美しいだけでなく、口から飛び出す言葉も甘ったるいので、胸焼けしそうになる。時折ものすごく意地悪だけど。まさか今のやわらかいって、太ったって意味じゃないよね？

「あのね……」

「どうしたの、可か愛わいい顔をしちゃって」

　男性にお願いごとをするときはなるべくしおらしく見えるように、上うわ目め遣づかいで──というのは、いつもアップルのそばにいるこびとの神様、ディオニューソスの助言である。

　料理よし。彼の大好物の甘いものもよし。彼の嫌きらいな酒は……さすがに朝食なので、テーブルには置いていない。

　機き嫌げんをとるには完璧な朝食だ。アップルは心の中で満足げにうなずくと、改まったように言った。

「私専用の寝しん室しつがほしいの」

「だめ」

　にべもない答えに、アップルは心の中で舌打ちをする。

「だって、その……最近寝ね不ぶ足そくなのよ。わかるでしょ？」

「アップル、朝からそういう話題はやめておこうよ。使用人の前だ」

「なに勘かん違ちがいしてるのよ。言っておくけど私たち、なにもありませんから!!」

　アップルが後ろをふり向いて使用人たちに弁解すると、「なにもない方が問題なんだけどなあ、ははは」とオーガストは笑った。

「とにかく私、ぐっすり眠ねむりたいの。隣となりを気にせずにね」

　居酒屋の看かん板ばん娘むすめだったアップルが、ナルラ伯爵家の若き当主オーガストの妻となったことには、深いわけがある。

　オーガストとアップルは、「魔ま法ほう使つかいの杖つえ」を分け合った仲なのだ。

　トリア国にはさまざまな神様がいて、人間の統とう率そつ者しやに杖を授さずける──。杖を授かった者は「魔法使い」と呼ばれ、人々を束ね導いてきた。やがてその魔法使いは王となり、貴族となった、というおとぎ話が残るこの国では、今でも貴族は魔法使いと呼ばれ、親しまれているのである。

　ところが神様や杖の伝説はおとぎ話でもなんでもなく、アップルの夫オーガストも、星の英えい雄ゆう神しんハーキュリーズと契けい約やくし杖を授かった本物の魔法使いであったのだ。

　ただし、授かった杖は半分のみ。残りの半分は、アップルが所有している。今も彼女の魂たましいに宿った杖は、オーガストがおなかから取り出すことができる。

　身分を越こえた幼なじみだったふたりは、結婚の約束をとりかわした。ふたりでその誓ちかいを守るために、オーガストの魔法使いの力である「杖」をふたつに分け、互たがいの身に宿したまま成長した。

　もっともアップルは、その記き憶おくをなくしていて、突とつ然ぜんのオーガストの求きゆう婚こんに驚おどろいたのだが──。

　魔法使いの杖は、神が加護の力を与あたえる媒ばい体たいだ。人間の住む土地を加護する神々は、杖を通してその力を分け与える。半分しか杖を持たないオーガストが当主になったことにより、加護を保てなくなったハールーンは、異常気象に悩なやまされていた。

　異常気象を元に戻もどすには、杖を持つ者同士がそばにいて力を安定させるしかない。

　しかも、アップルの杖は彼女の出産時に子どもに受うけ継つがれることになっていた。杖をナルラ家以外の者に渡わたさないようにするため、アップルは彼と契約結婚するように迫せまられたのである。

　アップルは、オーガストと秘密結婚をした。最初はかりそめの結婚のつもりだったけれど、正式に彼の妻になると決めてはや数日。アップルを悩ませるのは不ふ眠みんだったのである。

　彼は伯爵家の守護神ハーキュリーズと、魔法使いの力を保つために純潔の契約をかわしている。もし純潔を失うような行いをすれば、たちまち力をとり上げられ、領地ハールーンに異変が巻き起こってしまうのだ。

　なので、ふたりはまだ心身共に夫ふう婦ふになることはできないわけで──。

　でも、それまでのギリギリの行いなら契約にふれないというルールのせいで、アップルはたいそう悩まされていたのである。

「そうは言っても、僕ぼくはなにも許されてないじゃないか。くちびるのキスもだめだし抱だき寄せて寝るのもだめだし、寝顔を見るのもだめって、もうだめだめづくし。僕のこと気にする必要なんてないでしょ、指一本ふれちゃいけないんだったらさ」

　オーガストがすねた口調になる。

「だって、一回許したらあれよあれよというまに──」

「え？　なに？」

　続きを言わせる気だな。意地でも言わないぞ。ええ、意地でも。

　アップルはパイにむしゃりとかぶりついて、自らの口を封ふうじた。自分の分は粉砂糖を控ひかえめにして、甘さを抑おさえている。

（そ、そりゃいつかはオーガストに子どもを持たせてあげたいって思ってるけど。杖のこともあるし……。でもハーキュリーズが元気になって力を取り戻すまで、純潔の契約はといてもらえないから……）

　アップルとて、結婚したのだし、いつかは心身共に彼の妻になりたいとは思っている。なので今はハールーンの守護神ハーキュリーズに供く物もつとして料理やお酒を献けん上じようして、回復してもらうために日夜奮闘中なのだ。

　神に捧ささげる供物は薬酒ネクタールと魂の食物アンブローシアと呼ばれる。必ずしも飲食物である必要はなく、ようは人の気持ちがこもったものが神の栄養となるらしい。人の気持ちは人の「営み」となり、世の中を動かす。その力が神にとってのなによりの栄養となるのである。昔は人の営みが衣食住に──とりわけ生に結びつく食事に直結していたため、供物として捧げるのは圧あつ倒とう的てきに食事やお酒が多かったという話だ。

　普ふ段だん神たちは統率者に与えた杖を通して人の営みの力を吸収しているのだが、ハーキュリーズの杖はふたつに割れてしまっているので、うまく力を蓄たくわえることができないのだ。

　そこでアップルは、ハーキュリーズのために毎日料理とお酒を献上し、ハールーンの地がすこやかになるように努めているのである。夫に朝の食事を強ごう引いんにでもさせているのは、彼に健康でいてもらいたいというのもあるが、ハーキュリーズへの供物の試食もかねているのだ。

（今日のパンはおいしく焼けたな。まだ生地があるから、あとでもう一度焼きたてを用意して……。干し果物は、もう一種類あってもいいかも）

　これも街を、夫を助けるため。アップルができる数少ないことのひとつだ。

　ただ、アップルは恋こいとは縁えん遠どおい暮らしをしていたので、オーガストの溺でき愛あいぶりに戸と惑まどっているのも事実である。

　正直、ハーキュリーズが元気になるまで……落ち着かないので、寝室は別でもいいとは思っている。

「いったいどうしたっていうの？　僕はベッドでも慎つつましく接しているつもりだけどな」

「境界線を越えてきたりするじゃない」

「しょうがないよ、僕もたまにはヤンチャするさ」

　ここから先は私の領域ね、とアップルはクッションで広いベッドの真ん中を区切って説明したというのに、彼の手や足が領域を越えていることがままあるのである。

　隣のオーガストが眠るまで、アップルの目はぎんぎんに血走っているし、彼が悩ましげなため息をついて寝返りを打ってきたときは、心臓がばくばくして鳴り止やまないのだ。それに一度自分が寝言を言っていたことがあるようで、そのときはたいそうオーガストにからかわれた。ちなみに寝言は「ウォッカがドレスにこぼれた！」だったらしい。

　夫に失態を見せないようにしなくては……と緊きん張ちようすると、よけいに眠れなくなる。

　ようやく眠りにつけるのが明け方近くで、ここ最近は顔がむくみっぱなしだ。

「もう知らない。とにかく身の危険を感じるの。あと個人的にいろいろ気になるの！」

「個人的にって？」

　アップルが黙りこんだので、オーガストが心配そうにたずねてくる。

「もしかして僕、キスとかハグとかのぞき以外になにかしてた？」

「……私のヨダレとか寝言とか夜中におなか鳴ってないかとかそういうことよ。のぞきなんてしてたわけ？」

「寝顔しかのぞいてないよ」

「絶対寝室変えるから」

「アップル、新婚ほやほやの夫にひとり寝させるなんてひどいなあ。それに君のおなかの元気な音を聞けなくなるのは寂さびしいし」

「やっぱりおなか鳴らしてるんじゃない私──！　もういやっ、引っ越しします引っ越し！」

「引っ越し先教えてよ、僕も住むから」

「来ないで！　来るな！」

　アップルが怒おこってテーブルをどんと叩たたいても、オーガストは余よ裕ゆうたっぷりに笑っているだけで動じない。彼女はため息をついて、食事を再開した。そう、断られるのはわかっていたが、だめもとのお願いだったのだ。

「別に君が僕のお気に入りのクッションをヨダレでべたべたにしても構わないけどなぁ。夫婦なんだし遠えん慮りよすることないと思うよ」

（あ……こっそりクッションのカバーを洗せん濯たくに出していたこと、ばれてるな……）

　寝ているときに口を開けてしまうせいか、ついついクッションにヨダレが……。いつもごまかしているけれど、オーガストが先に起きていたら当然気づかれるわけで……。

　アップルはばつの悪さをコーヒーで流しこむ。

「じゃ……じゃあ、寝室のことがだめなら、結婚式は、私のお願いを聞いてくれる？」

「言ってごらん」

　オーガストは慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべている。

　アップルは確信した。こういう笑え顔がおのときは、「ま、参考程度に聞いておいてあげよう」のときなのだ。「いいよ」ではなく「言ってごらん」という返事なのがその証しよう拠こである。アップルのお願いなどさらさら聞く気がないに違いない。

「……私、もっと地味婚がいいんですが……」

「ブーケの花をもっとスリムにしたいということかい？」

「じゃなくて、伯爵家の結婚式、どうして一いつ般ぱん公開して、恋人たちのお祭りを開かい催さいするのかってこと！　こ、これじゃ見せ物じゃない……！」

「見せつけるんだから当たり前じゃないか。まごうことなき見せ物だよ！　ハールーン一の幸せな花はな嫁よめアップルのお披ひ露ろ目めだよ」

　アップルが不安に思っているのは、オーガストが計画した結婚式のことだった。

　彼は当主の座を継いでからというもの、領地ハールーンの観光誘ゆう致ちに力を入れるようになり、さまざまな催もよおし物ものを熱心に開催している。古い遺い跡せきを歴史文化財として公開したり、宿しゆく泊はく施し設せつを建設したり、新しい特産品を作るのにも積極的だ。

　彼は伯爵家の庶しよ子しであり、元庶民である。幸運で成り上がったお飾かざりの領主ではなく、領民に認めてもらえるような領主になるため、考えたのがハールーンの観光都市化だった。王都の下町で育った彼の経験を生かしたアイディアであるともいえる。労働者階級層が楽しめるものを、彼はよくわかっている。

　街のことだけでなく、半分しかない杖を使って、効果的な魔法を生み出す練習もしていた。以前はその力で命の危機を救われた。

　持たざる者だった彼が生き抜くためにさまざまな努力をしていることを、アップルは彼と暮らし始めてから知った。

　オーガストはご機嫌な様子で、砂糖たっぷりのコーヒーをスプーンでかきまぜている。

「せっかく若い世代の伯爵夫妻が誕生するんだから、領民のみなさんにご挨あい拶さつしなきゃ。僕らのすてきな結婚式に感化されて、そろそろ結婚したいなぁって思う人たちも多いんじゃないかなぁ。なら相手探しの場をこちらで設けて、経済効果を……じゃなかった、幸せのおすそわけをしたいなっていう計画なんだよ。僕らだけ幸せじゃ悪いでしょ」

　いや、悪くはないとは思うけど……というか今、経済効果って言ったよな……。

　オーガストはアップルとの結婚式と同時に、若者たちに向けたお相手探しのための祭りを開催しようとしているのだ。

　よその領地からも年とし頃ごろの若者を招待して、港町という立地をぞんぶんに生かし、貿易協定を結んでいる隣りん国ごくにまで祭りの知らせを出そうとしている。

『ナルラ伯爵結婚おめでとう記念・お見合い祭り開催！　みんなもお幸せに！』という、そのまんまの宣伝文句を「どう？」と得意げにたずねられたアップルは、頰ほおがひきつったのだった。

　若い世代が恋に胸を躍おどらせるのはいい。そういう機会があれば、昔のアップルだって自分の嫁いき遅おくれ具合を気にして、ちょっと街に出てみようか検討するくらいはしたかもしれない。──結局いつもどおり実家の居酒屋で料理を作っていそうな気もするけど。

　ただ、どう考えてもこの祭り……主役は新しく誕生したナルラ伯爵夫人──つまり、アップルなのである。

　女の子のあこがれを一心に集めるナルラ伯爵を射止めた庶民。注目を集めるのはもはや避さけられない。

　ただでさえ、女の子らしい格好や行事から距きよ離りを置いてきたアップルにとっては、冗じよう談だんではない話である。

　行ぎよう儀ぎ作法にも自信はない上に、人形みたいにしとやかにオーガストのそばに連つれ添そっていなくてはならない。それが似合うような娘ならばいいが、美貌のオーガストの隣に立って、みなさんもどうぞお幸せに、なんて言葉を発する自分を想像すると、これはもうやりきれなくて、秘蔵の酒がいくらあっても足りそうにないくらいは飲める気がする。

（あー……もう無理……お酒飲みたい……）

　アップルは厨房の棚たなに入れておいたグレープブランデーを思い出す。

　ブランデーは芳ほう醇じゆんな香りを楽しむためにストレートで飲むのが一番だ。口に含ふくんだとたんに広がるまろやかな香りとこくのある味に誘さそわれ、ちびちびといつまでも飲んでしまう。

　今日の朝食のテーブルにはパンのトッピングとして用意した干し果物やチーズがあるので、なおさらほしくなってくる。

　甘いお菓か子しにコーヒーではなく、甘いお菓子とブランデーを望んでしまうあたり、酒飲みの性さがである。

（あー、蜂蜜もある。そしたらブランデーを入れたレモネードもできるなぁ）

　強いお酒が苦手なお客様には、お湯で割ったブランデーに蜂蜜とレモンを加えてあげる。

　ホットカクテルとして楽しむブランデーは、たちのぼる湯気からその長所である香りがより楽しめるので、飲む前にカップを近づけて、鼻から味わう。

　お酒の風味を損そこなわない程度のわずかな蜂蜜としぼりたてのレモンを加えるのがこつだ。スライスしたレモンを浮かべれば彩いろどりも申し分ない。

　アップルはカクテルに想おもいを馳はせてから、はっとした。いけない。大好きなお酒で結婚式のあれこれを忘れようとしていた。

「そもそも、結婚式はふたりっきりであげたじゃない。私、あれで十分に満足だし……」

　アップルとオーガストは、秘密結婚をするさいにふたりきりで式をあげたのだ。証人はハーキュリーズしかいなかったが、指輪も交こう換かんしたし、十分な結婚式であろう。

　そう、せめて結婚式とお見合い祭りを別に行うなら、もう少し気が楽になるかもしれない。そうしたら自分は裏方にまわって、お見合い祭りの運営のために身を粉にして働く所存だ。とにかく、この大がかりなイベントの主役からはおりられる。

「この間君、ハールーン中が注目するようなど派手な結婚式をあげようって言ったとき、了りよう承しようしたよね？」

　アップルはうっと言葉に詰つまる。

　そういえば、言った──。彼に改めてプロポーズされたときに。あのときは彼と別れたくなくて、必死で……。

　そう、なんだかんだと文句をつけても、アップルは彼に惚ほれているのである。

「ま、まあもう一回、結婚を発表するための場があってもいいとは思うけど」

「僕、いいよって言ってもらえたから、一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだけどなー。はあ……」

「そ、それは悪いと思ってるけど……」

　アップルはもじもじと体を揺ゆらす。

「あ、そうだ！　今日父さんに挨拶に行くでしょう。私の家族がオーガストの計画に賛成してくれたら、私も腹をくくることにする。どう？」

「そうだね。結婚式はふたりだけのものじゃないから、ご家族の意見も聞かないとね」

　オーガストの言葉に、アップルはほっとする。

（よし、お兄ちゃんを味方につけて、クロウ家側は大がかりな結婚式は荷が重いって言ってもらうぞ！）

　アップルが心の中でそう決心していると、オーガストはにこりと笑った。

「君のご家族も、娘がハールーンで一番贅ぜい沢たくな花嫁になるんだって知ったら、きっと大喜びすると思うしね」

「う……うん……」

　オーガストは目的をけしてあきらめない。アップルは彼の笑顔の裏に恐おそろしげなものを感じつつ、内心ため息をついた。
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　屋や敷しきの離れに建つ古びた教会の祭さい壇だんに、アップルは朝食を置く。

　白ゴマの香るクルーリ、カスタードパイのブガッツア。

　お酒は──アップルが先ほど思いを馳せたブランデー入りレモネードを添えた。もちろん、味見にかこつけて朝っぱらから何杯ばいか飲んでいる。

　そもそも実家にいたときは、仕入れのせりにも景気づけにウォッカをひっかけていくような娘だったので、昼間の飲酒に対する罪悪感はないに等しいのだが──。これも伯爵夫人になるなら、改めなくてはならない……。

　オーガストは正装である漆しつ黒こくのマントに身を包み、半分に割れた杖を体から取り出し、目をつむった。

「ハーキュリーズ神。ディオニューソス神。本日も私の営みを捧げます」

　アップルは神に祈いのった。

　ふと目を開けると、アップルの足あし下もとにはやわらかな草が生おい茂しげり、黄こ金がね色いろに輝く林りん檎ごの実をつけた大樹がその身を重たそうに揺らし、美しい白はく亜あの建物が目の前にそびえている。

　神様に与えられた媒体──杖を持つ者だけが入ることを許される、天空の神しん殿でんである。

　少年の姿をした美しい神が、けだるそうに石のテーブルに置かれた料理を見やる。

　アップルは己おのれの営みである『愛情』のこもった料理と酒をハーキュリーズに捧げた。

「アップル。今日の供物は……甘かん味みとブランデーか」

　気のなさそうな声をしているが、実は興きよう味み津しん々しんなのか、形のいい鼻がぴくりと動いている。

　アップルのエプロンのポケットに入っていたディオニューソスが転がり出ると、ぼすんと大きくなる。

　ディオニューソスは酒と酩めい酊ていの神で、普段はこびとの姿でアップルのそばにいるのだが、実際はアップルの身みの丈たけの二倍もある、髭ひげをたくわえた大男だ。

「ちっさいパンだなあ！　でもうまいぞ！」

　クルーリをかじって豪ごう快かいに笑うと、ぐびぐびと喉のどを鳴らしてカクテルを飲み始めた。

「ならば大きくならなければいいだろう。うっとうしい」

　力が足りずに元の青年の姿に戻れないハーキュリーズはいまいましそうな声をあげる。ブランデーカクテルに薄い唇くちびるを近づけて、上品に嚥えん下かしている。

「……む」

　ハーキュリーズは眉まゆ根ねを寄せる。

「どうかされました？」

「……結婚生活で迷っているようだな」

　アップルはぎくりと肩かたをこわばらせる。

　神様は供物を通して、それにこめられた気持ちを食べる。

　つまり、アップルが料理やお酒を作るさいに考えていたことが、神様には筒つつ抜ぬけなのである。

「アップル、そうなの？　僕との結婚生活に悩んでいるの？」

　オーガストが心配そうにたずねてくる。

　先ほど漏もらしていたアップルの不満は、彼の中で都合よく「なかったこと」になっているらしい。

「それはそうだろうな。お前みたいな性しよう悪わる男と結婚したら、苦労は耐たえないだろうよ」

「心外だなあ。僕は世界で一番の愛妻家ですよ」

　オーガストはにこりと笑う。ハーキュリーズはクルーリにかぶりついて、供物に興味をうつした。

「いや、悩んでいるとかじゃなくて……ただちょっと、いろいろと慣れていないだけだから」

　寝室や結婚式のことは、自分がこの新婚生活に慣れてさえしまえば許容できるのかもしれない──とは思っている。別々の家で育ったふたりが一いつ緒しよになるのだから、なにもかも息がぴったりというわけにはいかないだろう。

　ディオニューソスはもそもそとパンを食べながら言う。

「嬢じようとは寝室くらい別にしてやったらどうだ？」

　あの寝室になってから俺おれはよく投げ捨てられるから迷めい惑わくなんだよな、とぶつぶつ言っている。

　もちろん投げ捨てているのはアップルでなくオーガストだ。いつもべったりアップルにくっついているディオニューソスを見つけるたびに、彼のベストをひっつかんで窓から放り投げている。

「アップルには隣の部屋をくれてやればいいじゃないか。寝る前の語らいだけ一緒にすればいいだろう」

　思わぬ援えん護ごに、アップルはうんうんとうなずいてみせる。

　オーガストの顔がくしゃりとゆがんだ。

「アップル、僕と一緒に寝るの、そんなにいや？」

「い、いやってわけじゃ……ただ、本当に慣れてないの！」

　彼と一緒に寝るのは、たとえなにもないとはわかっていても、どきどきして落ち着かないのだ。

　そんなふうに改めてたずねられたら、そうではないと答えるしかないわけで……。

「よかった。僕のことが嫌いってわけじゃないんだね」

「あ……当たり前でしょ」

　アップルはぼそぼそと言う。

「ならますます寝室は別にするべきじゃないよね。いつまでたっても苦手を克こく服ふくできないもんね？」

「え」

「これから長いこと夫婦生活をしてゆくなら、まずはふたりで協力していかないと。僕でよかったらいつでも腕うで枕まくらしてあげる」

　オーガストが人の悪い笑みを浮かべて、アップルはがくりと肩を落とした。

　さっきまでの、いかにも泣きそうな顔はどこへ消えたというのだ。

　しかし、慣れていないと答えた手前、慣れる努力もしませんとはさすがに言えない。

　ディオニューソスはやれやれといった具合でアップルを気の毒そうに見ている。

「そもそも、僕の純潔の契約はいつといていただけるんでしょうか。ふたつの杖がそばにいることですし、力は安定しているはずでしょう？」

　ハーキュリーズの健康状態をあらわす大樹はぴんと枝を張り、葉を茂らせている。弱っていたときならともかく、今のハーキュリーズはすこぶる健康……なはずだ。

「私の力はそう簡単には元に戻らない。ハールーンがこの間のようにならないよう、力を保持しておかなくてはならないしな。もうしばらくはアップルの供物が必要だ」

　アップルはほっとしたようながっかりしたような、でもやはり安心……な気持ちであった。

（私も、少しずつハーキュリーズが回復してくれれば、覚かく悟ごが決まりそうだしな。まだ伯爵夫人としてきちんとしたお仕事もしてないのに、こ、子どもとか……気持ちが据すわらないし）

　結婚してからというもの、少しずつ、着実にできることを増やして、ナルラ家の役に立ちたい、とアップルは考えるようになった。

　薬酒ネクタールと魂の食物アンブローシアを献上し続けて、自分の営みの力でハーキュリーズが元気になってくれたなら、杖を持つ者としての役割も果たせる気がする。

　オーガストは魔法の練習をしなくてもいいと言うけれど、アップルは自分も半分「杖という名の領主の証あかし」を持っていることが気がかりだったのだ。

　オーガストが魔法を使い、そのためにハーキュリーズの力を必要とするなら、アップルはハーキュリーズが力を蓄えられるように料理とお酒を作り続ける。これで杖を通じた三人の関係は、うまくまわっていると言えるだろう。

　そうしていつかは、ハーキュリーズが元気になって……オーガストとも、初夜を迎むかえられるなら、完璧ではないだろうか。まあオーガストはすぐにでもアップルと夫婦になりたいようだけれど……。

「ま、しばらくはおあずけだな。純潔の契約を取り戻すのが先か、アップルがお前に愛あい想そをつかすのが先か……これは見物だな！」

　ハーキュリーズがふんぞり返って高笑いをする。

「ふふ、ご老人には僕たちの新婚生活は刺し激げきが強すぎますもんね。目の毒だからって、純潔の契約をときたくない気持ちはわかりますよ。発ほつ作さが起きたら大変だもんなぁ～」

　ふたりの間に見えない火花が散っているようで、アップルはめまいがした。

「ふん、これだけは教えてやろう、アップル。お前のまわりに変革の星が現れている。せいぜい気をつけることだ」

　カクテルを飲み干し、カップを石造りのテーブルの上に置くと、意味ありげにハーキュリーズは言う。

「変革の、星……？」

　ハーキュリーズは星を司つかさどる英雄神である。予言めいた言葉の意味をたずねようとすると、彼はぱちりと指を鳴らして、アップルとオーガストを神殿からしめ出してしまった。
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　その日の午後、アップルは久方ぶりに実家の居酒屋『バッカス』に顔を出した。

　一緒に来るはずだったオーガストは急きゆう遽きよ、朽くちた橋の修理の件で打ち合わせが入ってしまい、遅れて到とう着ちやくする予定である。

「アップル、伯爵家に料理人奉ほう公こうに行っていたんだってな」

　開口一番父がそう言ったので、アップルは目をまるくした。

　ひと月もの間遭そう難なんしていた父は、元気そうに見えても体のあちこちに疲労がたまっていたようで、しばらくは家で養生することになった。まだベッドに横たわっているが、顔色はよく元気そうだ。

「俺が遭難していた間に、苦労させたみたいだな。医者からもお墨すみ付つきをもらって、俺は完全な健康体だ。来週には漁に出るから、もう実家に戻ってきてもいいんだぞ」

　父がたくわえた髭をいじりながらにっこり笑って言うので、アップルは「ちょ、ちょっと部屋に荷物おいてくる……」とごまかして、急いで階下の兄の元へ向かった。

　兄は夕方の開店に向け準備をしていて、慣れた手つきでイカのワタをとりのぞいている。

「お、お兄ちゃん！　私今、どうなってるの!?」

　わけのわからない質問だったが、兄は心当たりがあるのか、ああ、とうなずいた。

「キッチンメイドとして、伯爵家へ働きに行っていることになってるよ」

「で、でも実際は私、伯爵の奥おくさんとして……」

「わかってるよ。俺からも説明したんだけど、そんなはずはないって笑い飛ばして聞いてくれないんだよ。よっぽど俺が疲つかれていて、自分に都合のいい想像をしようとしているんだろうって、医者に俺のことまで診しん察さつするように頼たのんでいたくらいなんだ」

　なんだって──と思ったが、無理もない。ずっと結婚相手が見つからなくて適てき齢れい期きを過ぎても実家にいた娘が、突然伯爵夫人になるなんて、ありえない話だ。家族は杖のことを知らないからよけいである。

　アップルの持つバスケットの中で、ディオニューソスが「で、どうすんだ？」とでも言うように、小首をかしげている。

「ナルラ伯爵はどうしてるんだ？」

「あの……橋の修理の打ち合わせが終わったら、直接ここに来るって」

　以前までアップルとオーガストは、ハーキュリーズの力の安定のために一緒に行動しなくてはならなかった。だがハーキュリーズの力は安定してきている。最近では割れた杖同士が少しの間離はなれていても、加護が薄れる心配はなくなったのだ。

　オーガストが遠出することは滅めつ多たにないが、最近は領主の仕事でちょくちょく出かけるようになった。

「わざわざ修理の話だけで伯爵自ら？」

「ううん……彼はきっと、なにか始めると思う。私はできる限りお手伝いするつもり」

　橋を修しゆう繕ぜんするだけでなく、ついでに道も整えて荷物を運うん搬ぱんしやすくするのだと彼は言っていた。新たに大きな道を作ることで、ハールーンの物資の流れをスムーズにしたいらしい。大がかりな計画で職人にお任せというわけにもいかなくなってくるので、領主の彼が自ら打ち合わせに出たのだ。

　ここの道が通れるようになったらアップルとピクニックに行くんだ、と彼は言っていたけれど、もちろんピクニックのためにそんな計画をたてているわけではない。実はその道が開通して一番便利になるのは郊こう外がいに住んでいる領民たちであることを、アップルは地図を見てたしかめていた。のちのちそこに観光名所を作って、新たな雇こ用ようを生み出すかもしれない。

　オーガストは無計画にはけして動かない男なのだ。

「それはそうと……結構、面めん倒どうくさいことになってるぞ」

　兄はタマネギを炒いためながらぽつりとつぶやく。材料からして、今日のメインの一品はイカの赤ワイン煮にだろう。

　ワインやシナモンと共に汁しる気けがなくなるまでじっくりイカを煮こみ、バター煮にした旬しゆんの野菜とまぜ合わせて食べる。たっぷりとバターがしみこんだなめらかな野菜の甘みと、ワインが豊かに香るイカを一緒にいただくのだ。

　イカをかみちぎるとぶりんとした弾だん力りよくが歯と舌に伝わって、いきのよさを味わえる。トーストにしたバゲットにバターの残り汁をつけると、バターがじゅうっとパンにしみて、口に含めばカクテルがどんどん進んでしまう。

　せっかく実家に帰ったのだから、久々に兄の料理が食べたいなぁ……と思っていると、兄がテーブルの上にイカのバター焼きを置いてくれた。アップルのために、簡単にできるつまみを作っておいてくれたらしい。

「わーい！　いただきます！」

　はふはふと息をふきかけて、イカのバター焼きにかぶりつく。バターと絡からみ合あったイカの、シンプルでおいしいこと。きゅうと歯に訴うつたえてくる身の嚙みごたえを楽しむと、ぷりぷりアツアツのイカのうまみが、口の中にほとばしる。

　歯の隙すき間まからじゅーっとバターがしみ出て、口の中を甘くとろかせた。

　渋しぶみをしっかり味わえる濃厚な赤ワインを注いで、そろりとひとくち。おいしいおつまみの名残なごりが消えないうちに味わうワインは格別だ。至福のひとときである。

　もうひとくち、イカを口にほうりこんで、アップルは幸せそうに目を細めた。きゅうっ、とろりとした味わいがくせになる。

　やっぱり兄の料理は、最高である。

「おい、聞いてるのか」

「う、うん、はふっ……聞いてるよ！」

「お前の結婚、俺にはどうしようもできないところまで進んでるんだ」

「……？　うん、結婚しちゃったから、そうだと思うけど……」

「いや、伯爵との結婚でなくて……」

　ばたん！　と豪快に扉とびらを開く音がして、アップルは驚いた。まだ開店前だというのに、いったいなんの騒さわぎなのだ。

「義あ兄に上うえ、野菜と果物を買ってきたぞ！」

　──誰だれ？

　腕いっぱいに荷物を抱かかえた男が、ずかずかと店に入ってくる。

　褐かつ色しよくの肌の、精せい悍かんな顔つきの青年であった。大きな背丈を包む白いマントを身につけている。さっぱりとした出で立ちで、装飾品といえばひとつだけ。大きなルビーのはまった古めかしい腕輪である。このあたりではあまり見かけないデザインだ。ハールーンでは珍しい灰色がかった黒髪、鍛え上げられた体たい軀くもあいまって、アップルは異国の船乗りかと結論づけた。

　重たそうな荷物を軽々と持ち上げて貯蔵庫に運び、大きな手のひらをぱんぱんとはたいている。

「次になにかあれば手伝うが」

「いや、本当に大だい丈じよう夫ぶです。これも俺が取りに行くはずだったんで」

「気にするな。力仕事は得意だ」

　兄が遠慮がちに男を遠ざけようとしているので、アップルはたずねた。

「お兄ちゃん、その方は……？」

「お兄、ちゃん……？」

　男が低い声でつぶやく。アップルはどきりとした。なにか失礼なことを言ったのだろうか。

　青年はゆっくりとした動作でアップルの方を向いた。アップルはイカをもぐもぐと咀そ嚼しやくしていたが、お客様ならお行儀よくしないと、と急いで姿勢をただした。

「あ、あの私」

「ということは、彼女がアップルで間違いない？」

「……はい」

　兄がまずいという顔をしている。アップルは男をじっくりと観察したが、全く見覚えがなかった。もしかしたら過去に賭かけ飲みでつぶした男かと思ったのだが……。

　男はずかずかとアップルの方にやってくると、がしりと彼女の手をとった。

「ひっ」

「待たせてしまってすまない。数カ月ほどなぜかこの港に入れずにいて、迎えに来るのが遅れた」

　例の異常気象のことだ。アップルとオーガストの杖の力が合わさって、今ようやくハールーンは生命の息い吹ぶきを取り戻している。しけはおさまり、安全に航海ができるようになった。
















「俺が来たからにはもう安心してほしい。あなたが無理して稼かせぎに行く必要はなくなった。義ち父ち上うえから話を聞いているだろう？」

「……え？」

　アップルはどういうことだと兄に視線を送る。

「あの、すみません。自己紹しよう介かいからしてあげてください」

　兄の言葉に、男はそうだった、とようやくアップルから手を離すと、はきはきと言った。

「俺はアスラン。インカラ国の商人だ。あなたの父上から、ぜひ娘を嫁にやりたいと言われて、迎えにやってきた」

　アップルはぴしりと固まった。

　は……？

　私もう、結婚してるんですけど……？

　迎えに来るのが遅れたと言っていた。つまり父はアップルが未婚であったときに、彼との結婚を取り決めていたということか……？

「驚くのも無理はない。その様子だと、結婚話をまだ聞いていなかったようだな。ずいぶんな酒飲みだと聞いているが、心配するな。俺も毎日、浴びるように酒を飲んでいる。一緒に杯さかずきをくみかわせる妻がほしいと思っていたところだ。俺の飲みっぷりは義父上からもたいそう認められているところだ」

「えっとですね」

「十九でまだ家にいると聞いていたが、想像よりもずっと可愛らしいじゃないか。ハールーンの男は見る目がないな。俺の故郷であなたくらいの人がいたら、十四になる頃にはもう男同士で取り合いになる。あなたがハールーンの女で俺は幸運だったのだな」

　想像よりずっと可愛らしいって、どんな女を想像していたのだ──と思ったが、アップルは過去にいろいろあって、女性としての自分に自信がある方ではなかったので、黙っておいた。

　一方的に話していることに気がついたのだろう。アスランは急に顔を赤らめて、照れくさそうに鼻の下をこする。

「すまない。ここに来てから三日間、花嫁のことを考えて過ごしていたからつい興奮して。いつもはこんなこと、人前では言わないのだが──」

　目のふちを赤くしながら、アスランはもごもごと口を動かしている。

「……美しい赤毛だと思って、つい……本当にすまない」

　アスランが熱っぽい瞳でアップルを見つめてくる。どうやら本気で嫁取りに来ているようだ。アップルは申し訳なく口を開いた。

「あ、あの。私もう──」

　既き婚こん者しやなんです──と言う前に、再び店の扉が開いて、オーガストが顔を出す。

　すらりとした背丈を、正装のローブに包んだ彼は、狭せまい居酒屋で見ると明らかに異質である。漆黒のローブが重苦しく見えないのは、金色の髪とやわらかな物もの腰ごしのおかげだ。見た目だけは物語に登場する王子様そのものである。

「こんにちは。お義に兄いさん、遅れてすみませんでした。お世話になってます。お義と父うさんの様子は？」

「えっ……えっと」

　兄はたじたじになっている。

　なんだかわからないが、とにかくまずい──ということは、わかった。

　兄はがしりとアスランの腕をつかむと、「あ、そういえば急にほしくなった食材があるんですけど!!」と彼と一緒に表へ出て行ってしまった。

「あの人誰？」

「……わ、わかんない……お手伝いさんかな～ははは……」

　アップルはとっさにごまかした。よくわからないけど私の婚約者らしいです、なんて言ったらオーガストがどうなるか──。絶対零れい度どの笑みを浮かべて、あの青年に危害を加えかねない。いや、それは考えすぎか……？

　オーガストは「まあ君が抜けちゃったからバッカスにも人手が必要だよねえ」と、なんとかアップルの噓うそに納なつ得とくしたようである。

（ど、どうしよう……父さん、なんてことしてくれてるんだ──！）

　アップルは頭を抱えたくなったが、せっかく兄が作ってくれた時間を無む駄だにはできない。とにかく、父にオーガストとの結婚を報告して、噓ではないとわかってもらわなくては。




　アップルの父が葉巻を取り落としそうになったので、オーガストはすかさず灰皿を差し出して、こぼれ落ちた灰を受け止めた。

「アップル……お前、結婚してたのか……？」

「う、うん……」

「その、ナルラ伯爵と……」

「そうです。ご挨拶が遅れましてすみません、お義父さん」

　父は衝しよう撃げきを隠しきれなかったようで、ベッドからよろよろと立ち上がり、気つけ用のブランデーをグラスに注いでいる。

「あのね、彼は父さんが行方ゆくえ不明になったときも力になってくれて、捜そう索さく船せんを出してくれたり、船の借金も肩代わりしてくれたの。とてもお世話になったんだよ」

「それで……もしかしてお前は身売りしたのか……？」

「ち、違う！　ちゃんと好きで一緒になることにしたの……」

「だが正式に結婚したわけではないんだろう？　俺は伯爵が結婚したという話は、ハールーンに帰ってから一度も聞いていないぞ」

　アップルは黙りこんだ。ふたりの結婚は秘密結婚だった。世間に夫婦となったことを公表したわけではない。

　ふたりしか知らない結婚なら、秘ひ密みつ裏りに破は棄きしたってなにも問題はないわけで──。

　父が言いたいのは、アップルのことはもともと妾めかけにするつもりで、後にナルラ家は正妻を迎えるのでは、ということであろう。

　オーガストはにこにこしながらなりゆきを見守っていたが、口を開いた。

「お義父さんはご存じないかもしれませんが、アップルは僕にとって初恋の人なんです。十四のときからずっと想い続けていました。彼女と結婚できて世界で一番の幸せを感じているのは僕です。彼女とは事情があり一度は秘密結婚をしましたが、互いの親に挨拶をした後に正式な結婚式をあげると約束しています」

　なめらかにそう話すオーガストに、父は「むむ」と口を曲げている。

「最近の若い者は、親に断りもなく結婚するものなのか……？」

「父さん」

　無理もない。娘が知らぬまに結婚していたのである。

　アップルの父はひとつため息をつく。それからオーガストに向き直ると、まず頭を下げた。

「家長の私が不在の間、大変お世話になりました。そのことにはまずお礼を申し上げます」

　ハールーンの船乗りは、目上の者にはこれ以上ない礼儀を尽つくす。アップルの父も例に漏れず、領主であり恩人であるオーガストに深く頭を下げた。

「いえいえ、顔を上げてください。僕はたいしたことはしていません、いいんですよ」

「金銭的に支し援えんしていただいた部分は、こちらでお返しします」

「そんな。妻の実家からお金なんていただけませんよ」

　まぁ、そもそも借金取りがこの家に取り立てにきたのには、オーガストが一枚嚙かんでいるのだが……。そのこともあって、彼はいっさいアップルの実家から金銭を受け取るつもりはないようだ。

「ただ、娘の結婚については……正直なところ、こちらで娘むすめ婿むこに迎えたいと思った人物がおりまして」

「ほう」

　オーガストの表情がみるみる冷え切ってゆく。

　アップルは頭を抱えたくなった。先ほどごまかしたアスランのことである。しかし正直にそういった男がいることを言ってしまうのも、父らしいといえば父らしい。

「先ほど階下で若い男性を見かけたのですが、もしかしてその方ですか？　あの髪の色と白いマントは、もしかしてインカラ国の、それなりの家のご子息でしょうか」

　アップルは驚きに目を見開いた。ちらりと見ただけでそこまでの情報を読み取っていたのか。

「はい。インカラ国の豪ごう商しようの三番目の息子むすこで、世間を見るために船乗りになったと聞いています。一いち途ずでさっぱりとしていて娘に似合いの男だと思い、ぜひアップルを嫁にどうかと……まぁ酒の勢いもありまして……」

　酒の勢いでいろいろと決断してしまうところは、アップルの父譲ゆずりなところといえよう。

「ともかく、伯爵様にお世話になった礼は家族一丸となって、誠心誠意お返ししようと思います。ただそれと娘の結婚については話が別で。あちらとの約束が先なのです」

　父は遭難する少し前、アスランに娘の話をした。嫁のもらい手が見つからない娘がいる。大酒飲みなところがたまにきずだが、料理もできて、妻に似て可愛らしい。ぜひ娘を嫁にもらってはくれないかと。アスランはふたつ返事で了承した。

　ふたりは別々の船に乗って漁に向かい、父はその後ハールーンに戻ることなく遭難したのだ。アップルとオーガストが十年ぶりの再会を果たす前に、約束は取りかわされていたのである。

「と、父さん。でも私……」

「アップル。もし俺が遭難なぞしていなかったら、お前は結婚していなかったのではないか？」

　アップルは言葉に詰まる。

　そう、ハーキュリーズ神の力が弱まり、海が荒あれて──。父を乗せた船が行方不明になってしまわなければ、アップルはこれまでどおりの生活をしていたはずだ。居酒屋の厨房に立ち、お客様のために料理と酒を提供して。たまには賭け飲みでハメを外して。恋人のひとりもいないけれど、それなりに充じゆう実じつしていた毎日。

　もしそんなときにアスランがこの家に来ていたなら──。

（まぁ……彼と結婚していたんだろうな、私）

　彼はアップルがどれだけ酒を飲んでも文句を言いそうにないし、なにより父がその人ひと柄がらを見こんで連れてきた男である。

　オーガストは冷たく言い放った。

「僕はもしかしたら、こうでなければ、という仮定の話をしにきたのではありません」

「オーガスト」

「実際お嬢さんと僕は結婚の誓いをかわしました。事後報告になって申し訳ありませんでしたが、もう住まいも一緒にしておりますし、今いま更さら結婚をなかったことにはできません」

　父は深くため息をついて、言った。

「……それならば先方には断りを入れなければなりません」

「父さん、私からも一緒に謝あやまるよ」

　せっかくアップルを娶めとるためにはるばる海を越えてやってきてくれたのだ。父がよかれと思ってアスランに声をかけてくれたのはわかる。せめて誠意が伝わるよう、自分の口から断った方がいいだろう。

　彼はいいところのご子息だというし、人のよさそうな青年だった。アップルにこだわらなくとも結婚相手などすぐ見つかりそうなものだが、父の願いを断りきれなかったに違いない。

（せめてお詫わびになにかごちそうして、そうだお酒が好きって言ってたから秘蔵のお酒でも出して──）

　オーガストがにっこりしながら言う。

「その男性がハールーンを出航するための費用はただちにこちらでご用意いたします」

　……よっぽどアスランに出て行ってもらいたいようである。

「しばらくアップルとふたりにしてもらってもいいでしょうか？」

　父の言葉にオーガストはうなずき、部屋を出ていった。

　父は改まったように口を開く。

「アップル、どうしてこうなったかはわからないが……本当に伯爵との結婚に納得しているんだな？　俺は寝耳に水の話だったぞ。居酒屋の娘が伯爵夫人になって、うまくやっていけると思うのか？」

　アップルの胸がずきりとうずく。

「伯爵の母親は健在だったな。納得してもらっているのか？」

　あちらのお義か母あ様さまにはまだだ。オーガストが「継は母はは後回しでいい」というので、会えずじまいでいる。ただでさえオーガストとの関係性があまりよくないらしく、その上彼の選んだ妻が庶民であることを知ったら、どういった反応をされるか……。そのこともアップルの心配ごとのひとつになっていた。

「それは……まだ、ご挨拶にうかがってなくて」

「早く行った方がいいだろう。結婚は家と家との結びつきで、本人同士が好きだからといって、すべてどうにかなるものではないぞ。母さんやクリスがお前に教えてきたことは、よき妻にはなれても、よき伯爵夫人になれることではなかったはずだ」

「わかってる……」

　とは言っても、アップルはまだ彼と結婚して日が浅い。伯爵夫人としての役目がどんなものなのかがわかっていない。

　ふとオーガストの計画した結婚式のことを思い出す。あれを受け入れて、祭りの花となるのが役目なのだとしたら──正直荷が重いと思っていたのはたしかである。

　だが、オーガストと離れるという選せん択たく肢しはない。彼のことを好きだし、なにより杖を持つふたりが離ればなれになるわけにはいかないのである。

「俺は娘と好いた男を引き離したいわけではない。ただ、親として心配なんだよ。わかっておくれ」

「わかってる、父さん」

「アスランはいい男だ。先ほども言ったが想い人に一途で女性を大切にする。インカラの男はそういう気質のやつが多いんだ。男前だし力はあるし言うことはないとは思うが……」

「父さん……」

「ま、これは俺のエゴだな。あいつが息子だったらどんなにいいかと思っていただけだ。お前の人生だ、夫を決めたなら幸せになるといい。厳しいことを言ったが、まずはお前の努力次し第だいだ。実家はいつでもお前の味方だ」

　大きな手のひらでアップルの頭を撫でる。アップルは涙なみだぐんで言った。

「勝手に結婚してごめんなさい。本当はちゃんと彼のこと紹介したかったんだけど……」

「なあに、のんきに遭難していた俺が悪いのよ。伯爵はああ言ったが、相手に金銭的に負担をかけすぎるとお前の立場がなくなるからな。金は父さんが漁でばっちり稼いで、耳を揃そろえて返しておくから安心しなさい」

　父は力こぶを作って豪快に笑ってみせた。

　──父さんに心配かけないように、立派な伯爵夫人になろう。

　オーガストはまだいいと言っていたけれど、彼のお義母様にも挨拶して……。そのために礼儀作法も習わないとなぁ。

　扉の外で待っていたオーガストに声をかけると、彼は穏やかに言った。

「その様子だと、お義父さんには納得してもらえたみたいだね？」

「うん、あのね。今日は父さんが連れてきたお客様に事情を説明しようと思うの。だから結婚式の相談は……」

「わかってる。また今度にしよう」

　オーガストがアップルの頰にふれるだけのキスをしてくる。

　こういったことにはまだ慣れていないので、アップルは赤くなってうつむく。

「僕もいた方がいいかな？」

「お酒もたくさん出すし、いなくてもいいよ。あなたが倒たおれたら大変だし。夜には馬車で帰るから」

　なにせ、酒のにおいを嗅かいだだけでぶっ倒れたことがある彼である。それに、彼がいるともしかしたら話がややこしくなるかもしれない──。

「そうだね。僕がいない方が、お義父さんも話しやすいかもね」

　話すと気安いところがあるオーガストだが、黙っているとやはり貴族然とした青年である。バッカスにいては浮くだろうし、アスランもアップルが結婚した相手などは見ないでさくっと帰った方が気分がいいだろう。

「ちゃんとディオニューソス神を肌身離さずそばに置いてね。屋敷で待ってるから」

　いつもは投げ捨てているディオニューソスがアップルのポケットに入っていることをたしかめると、オーガストは階段をおりて、店を出ていった。
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　アップルは久々にバッカスの厨房に立った。

　朝、港であがったばかりの西洋鯛チープラを焼き、オリーブ油とレモン汁をかける。小ぶりの白身魚であるチープラはさっぱりとして食べやすく、人気のつまみだ。

　口に含むと、レモンがすっとしみこんだふっくらとした身や、じんとするようなうまみがある皮までおいしくいただける。皮の苦みと身のやわらかさを同時に楽しむと、旬の魚のおいしさを直じかに感じることができる。

　やわらかくゆでた野菜をたっぷりと皿に盛り、ニンニクのソースでつけ合わせに。食欲をそそるニンニクの香りがジャガイモや赤かぶから魅み惑わく的てきにただよう。

　魚料理はあまり手を加えすぎないのがおいしい、とアップルは思っている。鮮せん度どがなによりのうまみなのだ。

　二品目は、スパイスと塩をもみこんでかりかりに焼いた鶏とり肉にくに、たっぷりとヨーグルトソースを添える。このソースは兄がよく作り置きしていて、どんな肉料理にも合う。かりっ、じゅわっとした肉を堪たん能のうしたら、今度はさっぱりとしたソースで包みこむようにして食べると、味の変化も楽しめて絶品だ。

　兄の作っていたイカのワイン煮をよそい、ブドウの葉を添えて彩りを加えた。

　アップルはちらりと、カウンターの向こうに目をやる。

（や、やりづらい）

　アップルの作業の一部始終を、アスランがじっと観察している。

　一緒に厨房に立つ兄もちらちらと気にしている。こういう日にかぎって、お客さんが来てくれないのはなぜなのだ。

「あのー……これ、先にどうぞ」

　アップルはイカのワイン煮をささっとカウンターの前から提供する。お願いだから、あっちで食べていてください……と無言の訴えである。

「ワイン、なにか出しましょうか。カクテルもありますよ」

　盛りつけ終えたチープラも出すと、アスランは酒を待たずして口に含んだ。

「うまい！」

（声、大きいな）

　びりびりと空気をふるわす彼の声に、アップルは面食らってしまった。

　少し強こわ面もてだなあと思っていた顔はほころんで、ばくばくとイカやチープラの皿にかじりついている。あっけにとられていると、彼がしゅんとした顔になったので、アップルはあわてた。

「お口に合いませんでしたか？」

「いや、せっかく作ってもらったのにもう食べてしまったから」

　気持ちのよい食べっぷりである。オーガストもアップルの料理ならよく食べるが、男性にしては小食だし、基本的にはテーブルマナーを守って丁てい寧ねいに食事をする方なので、こんなふうにがっつくことはあまりない。

　居酒屋の客はアスランのように夢中で食べる人が大半なので、なんだか懐なつかしい気分だ。

「チープラはまだありますから、おかわりできますよ。焼くだけですし」

「これがまたすぐにできるのか？　あなたは魔法のように料理を作ってしまうのだな。しばらく見とれてしまった」

　カウンター越しに見つめてくるアスランに、兄のクリスがごほんと咳払いをする。

「あ、ありがとうございます。でもお店やってたら、早さが勝負なところはありますから」

　なにも皿になければ寂しかろうと、余っていたつけ合わせの煮こみ野菜を鍋なべから皿の上にごろごろと落として、ソースをふりかける。

　彼のためにグラスに白ワインを注ぐ。白ブドウの香りがさわやかな、甘みのあるワインだ。アップルが選んだとっておきのワインは、水のように飲める軽さだが、こくがあって味わい深い。その秘密は林檎やバニラを思わせる風味豊かな香りとしめつけるような酸味にあり、女性にも人気があるワインである。

　次に出す肉料理まで、これで口内をさわやかにしておいた方がいいだろう。

「アスランさん。あのですね……」

　アップルが改まったように言うと、アスランは「話があるなら、隣に座すわってくれないか？」といすを指した。

　アップルが席に座ると、アスランは足下の荷物をごそごそとあさり、どんと大きな甕かめをテーブルに置く。

「わっ」

「実はあなたが酒が大好物と聞いて、インカラからアラックを持ってきたのだ」

　それはインカラに古くから伝わる酒で、なんでも彼の家の倉庫に七十年もの間眠っていた特別なものらしい。いちじくや糖とう蜜みつを蒸留して作ったものであり、さっぱりとした味わいとは裏腹に、すこぶる強い酒だ。

　甕の蓋ふたをあけると、強きよう烈れつなアルコール臭しゆうとともに、ふわりと香る甘い蜜のような匂におい。

（うっ……飲んでみたい）

　見たことのないお酒を前に好こう奇き心しんがうずいてしまうのは、酒飲みの性である。

　アラックは地域によって原材料が違っており、インカラでは甘い果物を使うが、米や花を原材料とする地域もあり、なかなかすべての味を知ることはできないと言われている。

　アスランはとくとくとアラックを注いで、アップルに差し出す。水を注ぐと透とう明めい色しよくだったアラックは不思議なことに白はく濁だくし、その変化もアップルの興味を大いにそそった。

「いいから飲んでみてくれ。ひとりで飲むのはつまらない。付き合いだと思って」

　しばし悩んだが、彼は父の客だし、付き合いの一杯ぱいを断るのも悪い。

「じゃ……じゃあ、いただきます」

　こくんと嚥下すると、胃がかっとなる熱さだった。たまらない。命の源みなもとを直接流しこまれているようである。異国風の甘い香りとまろやかな口当たりで、体の中からとろけてしまいそうだ。糖度のある果物が原材料となっているせいで、ついつい何杯でもいけそうな気になってしまうが、かなり強い酒なので気をつけなくてはいけない。

「どうだ、うまいか」

　とろんとしたアップルに、アスランがたずねてくる。

「おいしいです、とても」

「うちのはかなり強くて、飲んだら倒れてしまう女性もいるのだがな。やはり聞いていたとおりの酒しゆ豪ごうだな」

　アスランはうれしそうに二杯目を注いでいる。そういう彼もアップルの出したワインなどすでに瓶ごと空からにしているし、水を混ぜずに透明のままのアラックをぐびぐび飲んでいる。

　アップルははっとした。おいしい酒を前にして、つい本題を忘れそうになっている。

　そそくさと席を立とうとすると、アスランは少しばかり強引に彼女の腕を引いて、「どこへ行くのだ」とたずねた。

「いえ、次のお料理を作らないと」

「そんなにせかせか働かずともいいだろう。インカラでは男も家事を任される。どれ、今度は俺が鍋を見てこよう。ここで酒を飲んで待っていてくれ」

「いえいえ、そういうわけには」

「さっき、すごくおかわりを飲みたそうにしていただろう」

　アップルは感情がすべて顔に出てしまう正直な自分を呪のろった。

「本当に、もういただけません。いえ、いただくわけにはいかないんです」

「どういうことだ？」

　アスランが不思議そうにたずねてくる。

　言うなら今だ。アップルは申し訳なさそうに口を開いた。

「あの、私結婚しているのです。だからその……お客様のご厚こう意いをこれ以上受けるわけには……」

　アスランは目をぱちくりさせた。

「あなたは……独身だと聞いていたが」

「そうだったんです。つい最近までは」

「では最近結婚したということか？」

「はい……」

　アスランは信じられないというような顔をして、アップルを見ている。

「この家をあけていたのは、奉公に行っていたからではなく、嫁とついだからです。はるばる来てくださったのに大変申し訳ありません」

　店の扉があいて、父が樽たるごと酒を店に運びこんだ。詫びの品を買いに行っていたのだ。

「申し訳ない。俺が不在の間に、娘は他の男と結婚の約束をかわしてしまったのだ」

　手をついて謝ろうとする父を、アスランはあわてて立ち上がり押おしとどめた。

「そんなふうに謝らないでください。あなたには海で世話になったのです」

「そういうわけには」

「ごめんなさい、私も父が結婚相手を見つけていたとは知らなくて。けして父が噓をついていたわけではないのです、お許しください」

　アップルが一緒になって頭を下げると、アスランが弱り切ったような声をあげた。

「まいったな……次に故郷の陸におりるときには、花嫁を連れてくると言ってきたのだが」

　──ああ、大変申し訳ない。

　十九年の人生で、男性にモテたためしのないアップルは、異性関係で頭を悩ますなど露つゆほども思わず生きてきたが、まさかこんなことになろうとは……。

　そうだ、とアップルは思いついたことを口にする。

「あの……もうすぐハールーンで、恋人探しのお祭りをする予定なんです。もしよければそれまでここに滞たい在ざいして、お嫁さんを探してはどうでしょう」

　気が進まなかった祭りだが、今ほど発案者のオーガストに感謝したことはなかった。ハールーンをあげての祭りなのだから、自分のことなど鼻で笑えるくらいの美女が集まるに違いない。

　アップルの言葉に、アスランは目をまるくする。

「たしか他の領地や異国の方もお呼びすると聞きました。もしかしたらすてきな出会いがあるかもしれません」

「──それはできない」

　アスランがやけにきっぱりと断るので、アップルは首をかしげた。

「もしかして、すぐにお国に帰られる予定なのでしょうか」

「インカラの男は一途だ。花嫁にと思った女性にふられたからといって、すぐさま次の女になどと興味が向かないのだ」

　なんだって。だって私たち、今日会ったばかりじゃないか。

「俺はクロウ家のアップルを嫁にすると決めて船に乗り、必要とあらば故郷を離れハールーンに骨をうずめるつもりでいたのだ」

「で、ですが」

「俺は初めてあなたを見たとき驚いた。インカラで赤毛は女め神がみの特長と言われている。なんと縁えん起ぎのよい女性だろうと。絶対に結婚したいと思ったのだ」

　あれ、こんなこと前にもあったな、たしかここで──。と思えば、ふっと浮かんできたのはオーガストの顔だった。そう、彼もアップルと出会った初日に、バッカスで彼女にプロポーズをしてきたのである。

　どうして私はいろいろと過程をすっとばされる運命にあるのだろう──。

「おまけにこの料理！」

　アスランは空になった皿を指さして叫さけぶ。アップルもつい「は、はい！」とつられて叫んでしまった。

「うまい。こんなにうまい料理を初めて食べた。妻が美しく料理上手だなんて、これ以上の幸運はない。どんな女性でも愛し抜く覚悟で海を越えてきたが、あなたは想像以上の女性だった。そう簡単にあきらめがつかない」

「いや、これ普ふ通つうに家庭料理で……」

　アップルはたじたじになる。その美しいというのも、ただ髪の色が赤いだけですよね？

　誰か助けてくれ、と厨房の兄を見ればすでに胃のあたりを押さえているし、父は詫びの品として持ってきた樽をどうしていいのかわからずに立ち尽くしている。

「そもそも結婚の約束をとりつけたのは俺の方が先だ。納得がいかない。嵐あらしさえなければ、あなたは俺の花嫁になるはずだったのだ」

「そ、それはそうかもしれませんが──」

　彼はアップルの左手の薬指をいまいましそうににらみつける。

「あなたの夫に決けつ闘とうを申しこみたい」

「えっ」

　アップルはアスランの鍛え上げられた腕に思わず目をやった。まずい。あんな丸太みたいな腕で殴なぐられたら、オーガストなんてふっとんでしまいそうだ。あ、魔法を使えばぎりぎり勝てるのか……？

「俺はあなたを幸せにする自信がある。金の面で苦労はさせないし、どこへでも好きなところに連れて行ってやる。酒も珍しいものもたくさん──」

　うう。お酒は魅み力りよく的てきだけど、そういうわけにはいかない。

「申し訳ありませんが、私はすでにお……夫を愛すると決めています」

「本当にそうか？」

　アスランはなぜだかアップルの言葉を疑ってくる。

「ほ……本当です」

　アスランから疑ぎ惑わくの視線が消えずに、アップルは戸惑った。夫のオーガストがこの場にいないので、アップルの言葉を信じられないのだろうか。

「あなたは、俺では不足だと思ったのだろうか」

「アスランさんは魅力的な方です、私にはもったいないくらいです。どうか私ではなく、別の女性と幸せになってください」

　アップルの言葉に、アスランは肩を落としている。

　父が酒さか蔵ぐらからどんどん酒を取り出して、アスランの横に座る。彼はやけになっているのか、浴びるようにして酒を飲み始めた。

（本当に申し訳ないけれど、きっと巡めぐり合あわせが悪かったのだ。彼にはいい人が見つかるはず──）

　オーガストがいる身ではなんとも思わなかったが、よい相手にまだ出会っていない女の子なら、アスランのまっすぐな情熱にきっと魅ひかれるだろう。自分くらい料理ができる女性だって……探せばいくらでもいるはずである。

　その後はなだれこむようにして団体客がバッカスに入り、接客や料理に集中することで、胸のわだかまりを散らした。時折アスランと目が合うことがあり、アップルはすまなそうに笑った。

　迎えにきたナルラ家の馬車に乗りこむ頃には、すっかり夜もふけていて、酒さけ臭くさい自分の身を気にしながら、アップルは馬車の揺れに身を任せたのである。
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　ガウンに身を包んだオーガストがカンテラを持って玄げん関かん口ぐちに立っており、アップルを出迎えてくれた。

　オーガストはアップルの姿を見るなりにっこりと笑う。彼は色素が薄いので、暗くら闇やみに浮かび上がる妖よう精せいのようにも見える。

「うわっ、夜は冷えるのになんでそんな薄着で待ってるの」

　アップルは馬車から降りてすぐに、背伸びして彼に襟えり巻まきをかけた。

「馬車がやってくるのが窓から見えたから、今出たところだったんだよ」

「先に寝ていてよかったのに……」

　オーガストが襟巻きに顔をうずめてしばらく黙っていたので、アップルは目をつり上げた。

「嗅ぐな！」

「ぐえっ」

　襟巻きをひっぱると、彼は苦しそうにあえぐ。

　きれいな顔にだまされはいけない。彼が口をつぐんでいるときはたいてい、アップルにとってろくでもないことをしているときなのである。

　オーガストは襟巻きをさすった。

「ごめん、ついつい、君の枕の匂いに似てると思って……」

「えっ、やだ、臭いんじゃないのそれ」

「お酒飲みすぎた日ほどじゃないよ、イテテテテ」

　アップルがぎゅうぎゅう襟巻きをひっぱって、オーガストはようやく観念した。

「まったく、油断も隙もない」

「やっぱり僕も残ればよかったって後こう悔かいしてて。ちゃんとあの男にお断りできたの？」

「う、うん」

　たぶん、あきらめてくれたとは思う。決闘とかなんとか言っていたけど、アップルの夫についてあれこれ聞いてこなかったのだから、する気はないのだろう。

　オーガストの手がアップルにふれ、ぎゅっと握にぎりしめてくる。氷のような冷たさだ。

「あーっ、こんなに冷えてるじゃない。なにかあたたかいもの作ろうか？　そういえばちゃんとごはん食べたの？」

「食べてない」

「もう……お店で作った魚のパイ、持って帰ってきたから。一緒に食べよう」

　一緒に食べるごはんは万ばん能のう薬やく──。少年少女だった頃のふたりは、よく食事を共にしていた。オーガストも、アップルを屋敷に迎え入れてからは同じテーブルに着きたがる。食に関心のない彼も、誰かと一緒ならなにかをおなかに入れようという気になるらしい。そうでないときはほとんど食べないのがもっかの悩みどころなのだが……。

　パイに合うカクテルはなんだろう。もう寝る前だし、足の先まであたたまるものがいいだろうか……。オーガストには蜂蜜を垂らしたホットミルクを用意して……。

「アップル、酒臭い。お酒飲んできたんだ」

　非難めいた口調に、アップルはうっとなる。

「ご、ごめんなさい。珍しいお酒があってつい……」

「それってあのインカラの男からもらったお酒？」

「う、うん……」

「ひどいなあ。僕はひとりで屋敷で待ってたのに、他の男とお酒飲んでたなんて」

　オーガストはすねたように、アップルとつないでいた手をほどく。

　ちくちくと刺ささるオーガストの言葉にアップルは身をすくめた。

「し……しょうがないよ。お付き合いで一杯か二杯は。遅おそくなったのは団体客が来たから、途と中ちゆうで抜けたらお兄ちゃん大変だし」

「ふーん」

「オ、オーガスト……」

「冷えたから、今日は離れて眠ったら寒いかもなー」

　……。もしかして、朝の寝室を別にしようと言った件……まだ根に持っているな……。

「アップルはお酒であったかくなれるけど、僕は冷たくなるばかりだなー」

「……わかったよ。今日は境界線、越えてもいいから……」

「ほんと!?　やったー！」

　子どものように屈くつ託たくなく笑う彼に、アップルは内心ため息をつく。

（くっ……。またオーガストの思うとおりにことが進んでしまった……）

　なんだかんだといつも言いくるめられてしまう……。

　アップルの荷物をいそいそと持ってくれる彼の背中を見つめながら、たずねてみる。

「ねえ、オーガスト……もしもの話だけど」

「ん？」

「あのインカラの人が、あなたに決闘を挑いどんできたら、勝てる？」

「汚きたない手を使っていいなら勝てるよ！」

　あっけらかんと言われて、「そ、そうだよね、体格的にこっちが不利だよね、ははは……」とアップルはだんだん声が小さくなってゆく。

「ははは。そうだよー。僕があんな筋肉のかたまりみたいな人に勝てるわけないだろ。まあ神様相手よりはぜんぜんましだけどさ」

　きっと父がうまく誘ゆう導どうして、自分のことはあきらめてくれたとは思うけど。絶対、決闘だけは避けなくちゃな……。

　アップルは心の中でかたく誓ったのであった。




　アップルが寝返りをうつと、目の前にオーガストの胸むな元もとがあり、あわてて横を向いた。

　今日は、オーガストと約束をしたので境界線はない。

「アップル」

　オーガストは彼女の長い髪を、ていねいに指先ですいている。

「僕、今日お義父さんに嫌われちゃったと思う？」

　思ってもみない質問に、アップルは彼の方をもう一度ふり向いた。

　月明かりがカーテンの隙間からこぼれて、オーガストの肌を幻げん想そう的てきに照らしている。うっすらと開いた青い瞳は暗がりでは群ぐん青じようのような暗い色を帯びて、アップルの方をじっと見つめている。

「そんなことないと思うよ」

「だって、今思うとかっとなって、結構感じ悪いこと言っちゃったかなって」

　ああ、もしもとかそうでなければとかはどうでもいい──というやつか。もしも父が遭難していなければ、アップルはアスランと夫婦になっていたかもしれないという──。

「父さんは、そんなことをいちいちおぼえてて目くじらたてる人じゃないよ。単純単純、酒飲んで寝たら忘れるから」

「君みたいな人で本当によかった」

「ちょっと」

　アップルはため息をひとつ挟はさんで言った。

「私もお義母様に挨拶したいな」

　昼間父の言ったことが気になっていた。アップルはオーガストのことが好きだし、たぶん彼も好きでいてくれていると思う。でも、彼の家族が好意的かどうかはわからない。

「義母は……体が弱くて、ずっと別べつ荘そうにこもりきりだし」

　オーガストは気のない返事だ。

「手紙は出したの？　爵しやく位いを継いでいるあなたが結婚したことを知らないなんて、あんまりなんじゃない？」

「いずれ挨拶に行くつもりだったんだ、本当だよ」

「私みたいな嫁で、紹介しにくいのはわかるけど、遅くなったらきっとお義母様いい気はしないと思うな」

「誤解しないで。手紙ではすでに伝えてある。秘密結婚したすぐ後に」

　アップルは目をしばたたかせた。

「いつのまに。秘密結婚したすぐ後って、とりあえずハーキュリーズが元気になるまで結婚するって言っていたときのことじゃない。あの後私がやっぱり別れたいって言ったらどうするつもりだったのよ」

「実際そんなこと言われなかったから問題ないでしょ？　僕の奥さんは優しいなー」

　いけしゃあしゃあと言ってのけるオーガストに、アップルは頭を抱える。

　しかし、もう過ぎたことをあれこれ言っても仕方がない。今一番気になるのは彼の義母の反応だ。

「で、お義母様はその……なんて？」

「好きにしなさいって。だから好きにすることにした」

　なんだって。それって見放されているのに等しいのでは。

　オーガストはあきらめたように言った。

「相手が君だからってことじゃないよ。なにをするにしてもそうなんだ。僕が爵位を継ぐときも、新しい事業を始めるときも、全部同じ返事で──」

「オーガスト！」

　アップルは彼の寝ね間ま着きの襟をつかむ。

「な、なに」

「明日お義母様に挨拶に行くよ。おいしいものたくさん持って」

「いや、本当に義母は別荘の中でずっと──」

「ならなおさら滋じ養ようのあるものを食べなくちゃ。三人で食事しましょう。こういうときでもなくちゃ、あなたお義母様に会いになんて行こうとしないでしょう」

　アップルの勢いにのまれたのか、オーガストはうぅんと声をあげてから、毛布に顔をうずめる。

「わかった……」

　アップルは鼻からふーっと息を吐はいて、同じように毛布にくるまった。自分のつまさきと、オーガストのつまさきがふれる。

　オーガストがにやりと笑って、アップルの足あしの甲こうを軽く蹴けとばしてくる。

「やったな」

　アップルが蹴り返すと、オーガストの足もばたばたと動く。

　ふたりで軽く足先を蹴り合って、それからふふ、と笑った。

「どうしたの？」

「いや、友達の家に泊とまりに行ったらこんな感じなのかなーって。ベッドの上で内ない緒しよ話ばなしみたいなのしてさ。ちょっとあこがれだったんだよね……」

　神様の姿が見えていたアップルはハールーンでは不気味な子で通っていた。家に呼んでくれるような友達なんてできなかったのである。

「友達じゃなくて、旦だん那な様でしょ」

　オーガストはすねたような顔をしてから、目を閉じて顔をかたむける。

　いつものように頰のキスだろうか。おやすみ前は、いつも彼がしてくれる。アップルからはすることはないけれど。

　彼の唇が、頰ではなくアップルのそれに近づいているとわかったとき、彼女はすっとんきょうな声をあげてしまった。

「ぎゃあ！」

　あわててクッションを彼の顔に押しつける。

「な、な、なにするの」

「キスだよ。口と口の」

「するって言ってないじゃない」

「言ったら無ぶ粋すいだろ」

　実は夫婦になってからまだ……唇のキスは、したことがない。オーガストはしたがるけれど、アップルは巧たくみに避けたり、雰ふん囲い気きを感じ取ると頰を差し出したりしていた。

　しかもよりにもよってオーガストは、アップルがニンニクや匂いのきつい酒を使って料理しているときにかぎって、口にキスをしようとしてくるのである……。初めてのキスなのに、その状じよう況きようはあんまりだ。ついつい冷たくしてキスを避けてしまい、内心いつも嘆なげいている。

（それに口と口って、やっぱり本気のキスって感じするし……ちゃんとしたときにしたいっていうか）

　生来、恋れん愛あいからはほど遠い生活を送っていたアップルは、恋人すらいたことがない。異性と手をつないだのも、オーガストが初めてだ。そんな彼女がいろいろ過程を省いて夫ができてしまったのだから、困りものである。こういったふれ合いにまだ戸惑っている段階なのだ。

「ちょ、ちょっと」

「今日は境界線解禁だし、いいよね」

（よくない！）

　彼がおおいかぶさってこようとしたので、とっさにクッションを投げつける。オーガストがひょいと避けて、頭にきて次から次へと投げる。オーガストが「ちょ、ちょっと待って」と手を前に出しても聞く耳をもたず、最後の一個が彼の顎あごにばしんとあたると、アップルは肩で息をしていた。

「ハ……ハーキュリーズに言いつけるよ！」

「……それ、ただののろけになるから……」

　オーガストが顎をさすって言う。

「も～、顎が割れたらどうするんだよ」

「ふん、ちょっとは強そうに見えるんじゃないの」

「えっ、割れてる方が好みなの」

「ぜんぜん好みじゃない！　おやすみ！」

　アップルが毛布をかぶってまるくなると、オーガストは「アップルは難しいなぁ……」とぼやいて、いつもよりずっと近い距離に横たわった。

　オーガストが明るい声でねだってくる。

「手つないで寝たいな～」

　アップルは毛布の中からもぞもぞと手を出した。今日は彼をひとりで長い間留守番させてしまったから、このくらいは仕方ない。なんだかペットを置き去りにして外出した飼い主のような理由だが、彼には悪いと思っているからそれだけだ、と自分に言い聞かせる。

　いつもひんやりとしているオーガストの手は、アップルの作ったホットミルクのおかげか、ベッドでクッションを避ける運動会をしてしまったためか、とてもあたたかかった。
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「結構近くに住んでいらっしゃったのね……」

　アップルは小さな屋や敷しきを見上げてつぶやいた。

　ハールーンのはずれに建つその屋敷は、港の喧けん噪そうからは離はなれた場所にあり、森のさわやかな空気に満ちていた。

　なにかあったときにすぐにオーガストがかけつけられるように、領地内のできるだけ静かな場所に別べつ邸ていを建てたのだという。

　煉れん瓦がづくりの小さな屋敷は、手入れの行き届いた庭と人の手で作られた小さな池があり、ほっと息をつけるようなつくりである。

　オーガストの義母は季節の変わり目には特に体調を崩くずしやすく、頭痛やだるさを訴うつたえてベッドで過ごしていることが多いらしい。天気のいい日は短い時間なら散歩に出られるが、読書や編み物をしながら一日の大半を過ごすようだ。

　ともかく、作った料理が傷いたんでしまうほど遠くに住んでいらっしゃらなくてよかった。

　バスケットは三人分の昼食でずしりと重たい。

（あちらに突とつ然ぜん押しかけて台所を占せん領りようするわけにはいかないものね。あたため直すために火はお借りしたいところだけど）

　陶とう器きの器うつわの中には白ワインとタイムを使った鶏とり肉にくのハーブ蒸むし、ブドウの葉で野菜、米や挽ひき肉にくを包つつんで煮たドルマが入っている。女性ならデザートを好むだろうと思い、甘あまいものもいくつか……。

　オーガストの義母が鶏肉をよく好んで食べていたというのでメイン料理は問題ないはずだが、ドルマはハールーンの家庭料理なので、彼かの女じよの口に合うかはわからない。

　ひたひたに煮にこんだドルマは味がしみこんでいておいしい。食べたらきっと、気に入ってくれるとは思うけれど……。

　アップルはこの日のために、オーガストがうるさく言ってもけして袖そでを通さなかった訪問着のドレスに身を包んでいる。

　彼女の赤毛が映はえるクリーム色のサテン地のドレスである。腰こし回まわりには綾あや織おりの絹で花はな柄がらを縫ぬい取とり、スカートの後ろ側にはギャザーがたっぷり入って、ふっくらとした可か愛わいらしいシルエットに仕上がっている。

「似合ってるよ」

　アップルが落ち着かない様子でドレスのスカートにふれたので、オーガストは優やさしい声こわ音ねでささやいてくる。

　オーガストが慈いつくしむような目で見つめてくるので、アップルはどぎまぎした。世の妻たちは、夫にこうして見つめられたら、どういう反応するのだろうか。アップルはついつい耐たえかねて、目をそらしてしまう。

「そ……そう？　変じゃない？」

　アップルが顔を背そむけても、オーガストは慣れた様子で顎あごをくすぐってくる。

「変なわけないよ、僕ぼくが選んだんだから」

　オーガストは王都からわざわざ仕立屋を呼び寄せ、訪問着や普ふ段だん着ぎ用のドレスのデザインをいくつもあげさせ、近々あげる結けつ婚こん式しきのウェディングドレスまで注文したのである。クローゼットに入りきらないほどのドレスや靴くつや帽ぼう子し、手て袋ぶくろが、完成するたびに届けられる。それぞれにふさわしい組み合わせがあるようだ。なんだか気き後おくれしてしまう。

　お出かけ用の服なんて、一着もあれば十分なのに。高いドレスに串くし焼やきの汁つゆが垂れたらどうするのだろう。

　オーガストに抗こう議ぎすると、彼かれは言った。

『そんなこと気にしないで、めいっぱいおしゃれして、めいっぱいおいしいものを食べていいんだよ。串焼きなんて百本くらい食べたっていいしね、でもお酒はほどほどに』

　まあ、そのうちオーガストと社交界に顔を出すこともあるだろうし、お義か母あ様さまに会うときくらいは、きちんとしていないと……。

「……ドレスたくさん、ありがとね。これでちょっとは印象よく見えるといいんだけど」

「十分すぎるほど可愛いよ。そのドレス、襟えりぐりがひらいているから心配してたんだよねぇ。ほら、君サイズがちょっとアレじゃない。やっぱり胸にたくさん詰つめ物ものして正解だったね」

「帰ったらぶっ飛ばす」

　アップルはごほんと咳せき払ばらいをする。

　メイドに髪かみも結ゆってもらったし、身につけるものだけは貴族らしい、といえよう。ふるまいはこれからがんばらねばならないが。

　緊きん張ちようしながらもノッカーで扉とびらを叩たたくと、年老いた使用人が顔を出した。

「久しぶりだね」

　オーガストが声をかけると、使用人は深く礼をした。

「ご結婚おめでとうございます、旦だん那な様」

「あ、一応義母は僕が結婚したってみんなには話してるんだ？」

「旦那様からの手紙は私が読み上げるようにと仰せつかっておりますので」

「なるほど。アップル、紹しよう介かいするよ。この屋敷の執しつ事じのアグニ。僕が子どものときも世話になったんだ」

　アグニはアップルの前で礼をする。

「よろしくお願いいたします」

「はい、あの私……」

　アップルがちらりとオーガストを見るが、彼は口を開こうとしない。

（なぜいきなり黙だまる……）

　アグニのことは紹介したのに。

　彼がいっこうに紹介してくれないので、アップルは仕方なく話し始める。

「えっと、は、初めまして。オーガストの……」

　横で満面の笑えみを浮うかべるオーガスト。アップルは心の中で舌打ちをした。

「妻の、アップルです。よろしくお願いします」

「そう、僕の奥おくさんなの。よろしくね。料理上手で可愛らしい僕の自じ慢まんの妻だよ」

　どうやら彼は、アップルの口から「オーガストの妻」と言わせたかったらしい。やけににやけている。

　くだらないことをするな、と横目でにらむが、オーガストは眉み間けんのしわを人さし指でぐりぐりしてくるので、アップルはそっぽを向いた。

「仲がよろしくて結構でございますな、お荷物をお持ちします」

　アグニがアップルのバスケットを受け取ると、ディオニューソスがあわててこぼれ落ちる。アップルのドレスにつかまるが、サテンの生き地じがつるつるとしていてすべっているようである。

　アップルが手を差し出してやると、アグニの視線を感じて、どきりとした。まずい、ここでも変な娘むすめだと思われたら……。

　だが、彼はアップルの行動に口をさしはさむことなく、バスケットの中身をたずねた。

「これは？　ずいぶん重たいですな」

「妻が作った料理なんだけど、あたためてくれる？　義母さんとぜひ一いつ緒しよに食事をとりたいと」

　アグニは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情を浮かべたが、すぐに元の、なにも感じ取らせないような顔に戻もどった。

「かしこまりました」

　屋敷の中に足を踏ふみ入いれると、アップルたちは客間に通された。

　伯はく爵しやく家けの客間に比べれば小さな作りであったが、それでも十名程度なら十分にお客様をおもてなしできそうな部屋である。

　手入れの行き届いた調度品を珍めずらしげにながめながら、アップルはそわそわとしていた。

　メイドがあたたかな薬草茶を運んでくる。オーガストは匂においをかいだだけで顔をしかめた。アップルも鼻を近づけてみたが、たしかに青みの強い香かおりがする。滋じ養ようのためにはよさそうな茶である。

　トリア国では修道士がこのような薬草を使った薬を調合し、茶や粉末にして販はん売ばいしている。これもそのひとつだろう。

（レモンバームは入っていそうだけど、いろいろな植物がまざっているのか他はわからないな……）

　どの薬草も単体では鼻に気持ちよく通るような匂いがするものだが、混ぜ合わせてしまうとよくわからない。

　アップルも料理に薬草をよく使うが、さすがに修道士ほどの知識は持ち合わせていない。

「……それは私が毎日飲んでいるものです」

　ひとりの淑しゆく女じよが、メイドと共に部屋に入ってきた。

「久しぶりです、オーガスト。そちらはあなたが手紙で伝えてくださった方ですね」

「は、初めまして。アップルです」

　アップルは姿勢をただした。

　この方が、オーガストのお義母様……。

　彼とは血のつながりがないので、当然ながら雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。線の細い女性で、そのせいか表情は少しかたくなに見える。落ち着いた薄うす茶ちや色いろの髪をまとめて、襟の詰まった、艶つやのある紺こん色いろのドレスに身を包んでいる。アクセサリーは結婚指輪ひとつだ。貴族にしては質素ないでたちであったが、華か美びな服装に身を包まずとも、その気品が出生を物語っているようである。

「カシア・ナルラです。よろしく」

　彼女が貴族式の礼をしてくれたので、アップルも習いたての挨あい拶さつを返した。うまくできているといいのだが。
















　アップルは自分が着き飾かざりすぎているようで、いささか心配になった。義母への挨拶の場だからと、服装はすべてオーガストに任せてしまった。伯爵家の財産を好き放題使って贅ぜい沢たくしていると思われたらどうしよう。

　カシアはアップルの服装についてなにも口にしない。それどころか、質問のひとつもしてこない。義理とはいえ爵しやく位いを継ついだ息子むすこの結婚相手なら、もっと興味があってもいいはずなのに。

（つっけんどんな態度をとられる覚かく悟ごはしていたのだけれど）

　アップルはカシアの横顔をちらりとのぞき見る。表情というものがなかった。なにも感じ取ることはできない。もしかして、怒おこっているのだろうか。だが、ただ淡たん々たんとしているようにも見える……。

　オーガストが彼女の健康についてたずねると、今日は比ひ較かく的てき調子がいいとか、雨の日はやはりだめだとか、簡単には答えているようだが。

　アップルは思い切って、カシアに話しかけた。

「お義母さま。鶏肉がお好きと聞いて、ハーブ蒸しをご用意してきました。あと滋養のためにドルマも。今日、体調がよろしいなら一緒に召し上がれたらいいなと思って──」

　カシアは不思議そうにたずねた。

「……あなたがお作りになったの？」

　あ、しまった。

　アップルの頰ほおがひきつる。貴族の令れい嬢じようなら、自らキッチンになど立たない。それは使用人の仕事だ。

　オーガストがみかねて助け船を出す。

「義母さん、手紙に書いたでしょ。アップルはあのときの子だよ。お母様ゆずりで料理上手なんだ」

　アップルははっとした。そういえば、ナルラ家はアップルのことを監かん視ししていたのである。オーガストと杖つえの力を分け合った平民の娘として──。

　伯爵家の力を半ば強ごう引いんに受け継いでしまったアップルは、先代のナルラ伯爵によってオーガストと引き離されていた。

「ああ……あのキッチンメイドの子ね」

　まるでひとつの事実を確かめるようにそうつぶやくと、カシアの目線はアップルからはずれて、花か瓶びんに生けられた花に向けられた。彼女の瞳ひとみはぼんやりと、ただ景色をうつしとっているだけ。

　もしかしたらアップルのことも、あの花瓶と変わらない景色のひとつとして認識していたのではないだろうかと──。

　三人の間には沈ちん黙もくがおりた。

　メイドが食堂へ案内してくれる。アップルの料理をあたためてくれたようである。

　アップルは困こん惑わくしていた。

（なんだか……手応えがない）

　強く反対されたり、屋敷に入るなと言われるよりは、よほどいいはずなのだが──。

　カシアはアップルに無関心だった。まるで水鏡に話しかけているようだった。水面が揺ゆれて、自分の声が伝わっているのはわかるのに、なにも返ってこない。

　オーガストをちらりと見ると、困ったような顔で肩かたをすくめている。

　彼がカシアと疎そ遠えんになってしまった理由が、なんとなくわかった気がした。
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　食堂に移動し顔をつき合わせた三人は、メイドが次々と運んできてくれる料理を前にして、おとなしく座すわっていた。誰だれが沈黙を破るのかとアップルはそわそわしていた。

　美しく皿に盛りつけ直された鶏肉のハーブ蒸し、鮮あざやかな緑の葉にくるまれたドルマ、さっくりとした歯ごたえのチーズパイ、クルミの糖とう蜜みつがけなどが並ぶ。すべてアップルが作ったものだ。

　酒を好まれるかはわからなかったので、後で使用人が料理酒にも使えるようなワインをいくつか持ってきた。

　オーガストは、それではとグラスを持ち上げて──彼のグラスの中身はジュースだが──乾かん杯ぱいをした。

　カシアが酸味のあるさわやかな白ワインを口に含ふくむ。アルコールはあまり強くないタイプのもので、アップルが悩なやみに悩んでそれを選び取った。

　アップルは喉のどから胃にかけて、かっと熱くなるものが好みだが、たいていの女性はもっと口当たりさわやかで飲みやすいものを好む。

　アップルがどきどきしながらワインの反応を待つが、眉まゆひとつ動かない。その後彼女の視線はドルマに向く。

　使用人が心得たように皿にドルマをうつし、カシアの前に置く。アップルは心の中であっ、とつぶやいた。本来ならこうして食べるべきなのだ。いつも食堂ではオーガストとふたりきりで、好きなように食べてしまっている。

　彼があまり食事中に使用人に世話をされるのを好まないためだ。それに小さなディオニューソスが一緒に食事をしているときもあるので、神様はアップルたち以外に見えないとはいえ、あまり人に見られたくない、というのもある。

　アップルも、そもそもは自分が給きゆう仕じする側の人間だったので、つきっきりでメイドに世話をされると落ち着かない。たまに飲み物を注ぎに来てくれるだけでありがたいと思っているくらいなのだ。

（う～……こういうところでお上品に食べる練習しなくちゃなあ）

　一応テーブルマナーは習ってきたので、ナイフとフォークは問題なく扱あつかえると思うが、習慣というものはなかなか抜ぬけないものだ。今だって、オーガストの皿にメイン料理を載のせてあげようとしてしまった。屋敷の中でも節度を持って食事をするように提案してみよう……。

　アップルも皿にドルマをうつしてもらい、口に含む。

　レモン汁じるとオリーブ油でひたひたに煮こんだドルマは、レモンの酸味が肉にしみこんでいてじゅわっと広がる。ブドウの葉をぷちぷちとやぶって飛び出してくるタマネギと肉の豊かな汁が、口いっぱいに味わえる。

　牛挽き肉と刻んだ旬しゆんの野菜がまざり合い、舌を楽しませてくれる。ブドウの葉にくるまれた肉を歯でやぶって味わうとき、禁断のベールをはがしているかのような気持ちになる。

　ベールの中身はたっぷりの肉と野菜の甘み。生命力と季節の栄養を体にとりこめるような、盛りだくさんの力強い味わいだ。

　ドルマはバッカスでは人気のひと品だ。肉料理ではあるが野菜がたくさん入っているので、さっぱりとしていて食べやすい。深ふか鍋なべでじっくり煮こんだドルマをお皿いっぱい、山盛りにして出すと、男たちが群がってがつがつと食べてくれる。

　ドルマが食べたいときは漁に行く前にあらかじめ声をかけるようにと、兄はいつもお客さんに言っている。みなあっというまに食べきってしまうので、用意に時間がかかるドルマはそうさくさくと提供できないのである。

　ブドウやキャベツの葉で旬の野菜や肉、米などをくるむ作業は、他の料理と並へい行こうしながら大量に作るのが難しい。作るときはいつもアップルとふたりがかりだ。

　肉たっぷりのできたてドルマをはふはふと味わうのもいいが、野菜と米のみで作り置きしていた冷菜のドルマを、ヨーグルトソースにつけて食べることもある。

　時間を置いてうまみ成分が増したドルマを、もったりとしたヨーグルトにくぐらせて。ホットワインカクテルがあれば最高だ。一連の流れを想像するだけで、胃をぐずぐずと刺し激げきしてくる。

　次は滋養のあるメイン料理、鶏肉とハーブの蒸し焼き。肉の皮をかりかりに焼いておくのがこつである。じゅっとした脂あぶらののった皮は、うまみを増すのに大きな役割を果たしている。

　焦こげ目めがつくまでこんがりと焼いた皮にはレモン汁を絡からめて食欲をそそる香りに。

　焼いた鶏肉はそれだけでもむしゃぶりつきたくなるほどだが、ここは我慢してひと手間。炒めたかぼちゃやナス、赤カブやひよこ豆を加えて、香辛料のタイムと共に、白ワインで蒸し焼きにした。見た目も彩いろどり鮮やかだ。さらにタイムの風味も加わり、伯爵家のランチにふさわしい一品となる。

　タイムは枝を焚たくと空気が浄じよう化かし感かん染せん症しよう予防に効果があると言われており、料理だけでなく植物療りよう法ほうとしても重ちよう宝ほうされるハーブである。

　アップルも風か邪ぜをひきかけている漁師が店にやってきたときは、タイムを入れた茶を提供したこともあった。料理の防ぼう腐ふ剤ざいとしても使い勝手がいいので、バッカスではよくこのハーブを使っていたのである。

「あら……これはハーブですね」

　初めてカシアが反応を示したので、アップルはすかさず食いついた。

「ハーブがお好きなのですか？」

　薬草茶のことを思い出す。あれも、修道士のレシピどおりに使用人が煎せんじたものだろう。

「いいえ……好きというほどでは。ただ、私の気分転てん換かんになるようにと、庭師がハーブを育てていて、よく部屋に持ってくるのです。このようにして食べるのは初めてです」

「どんなハーブを育てているのですか？」

「さあ。庭のことは庭師に任せておりますので……」

　なかなか会話が広がらない。カシアがナイフを鶏肉に入れると、断面からじゅわっと肉にく汁じゆうがこぼれた。

（ハーブを料理や薬だけでなくサシェなんかにして楽しむ貴婦人もいるのになぁ。そういった話題を広げられたらよかったんだけど……好きってほどじゃないって言われちゃうとなぁ）

　銀食器の無機質な音が響ひびいて、いささか気まずい。静かである。おしゃべりをしながらお酒と食事を楽しむ家庭で育ったアップルは、こんな空気を経験したことがない。

「義母さんは、僕たちの結婚式に出席してくださいますか？」

　オーガストがずばりと本題に切りこんだ。カシアは目をとろんとさせてからたずねる。

「なぜ？　あなた方はすでにハーキュリーズに誓ちかいをかわしたと聞きました」

「改めて、領民のみなさんや我わが家やと付き合いのある家の方に結婚の報告をするためですよ」

「オーガストさん。あなたの好きにするといいわ。私は外出もおっくうで、残念だけど出席できそうにありません」

　あなたの好きにするといいわ──それは、カシアの口くち癖ぐせなのだろう。オーガストがまたか、といったふうにため息をつく。

「義母さんが出席してくださらないと、わけありの結婚のように思われてしまって、やりづらいのですよ。周囲にアップルを妻と認めてもらわなくてはなりません」

「神様が認めたのだから、あなた方は夫ふう婦ふでしょう。それでいいのではありませんか」

　おっとりとしているが、なかなか我がが強い。アップルははらはらしながらオーガストとカシアを見比べる。

　オーガストは冷たい笑みを浮かべてたずねた。

「義母さんは僕たちの結婚、どう思っているんですか」

「正直なところ、あまり関心がありません。おめでとう、お幸せに」

　それ以上切りこみようもない。三人は無言でナイフとフォークを動かした。

　喜んでくれなくてもいい。せめて、カシアが不快な顔のひとつでもしてくれたらよかったのに。そうしたらアップルも、なんとか自分も、ナルラ家にふさわしくなれるように努力してゆくつもりだと伝えることができる。

　無関心が一番こたえるということを、初めて知った。

　重たい気分で食事を終え、帰りの馬車に乗りこむ前に、アップルはカシアに包みをひとつ手て渡わたした。

「これ……お菓か子しです。お菓子職人の作ったものに比べたら下手ですけど、もしよかったら」

「ありがとう」

　アップルが手渡したのはブランデーケーキだった。

　果物も加えていないし、糖蜜もかかっていない。シンプルなケーキだが、アップルが小さい頃は母が父のためによくこれを作っており、アップルも内ない緒しよでおすそわけをもらっていた。

　しっとりとした卵色の生地を口に含むと、しみこんだブランデーのこくのある味と濃のう厚こうな香りを楽しめる。ケーキなのに汁しる気けがあってアップルははじめ不思議に思ったものだが、たっぷりとブランデーを含ませて焼いたケーキは子どもの冒ぼう険けん心しんを刺激する、あこがれのケーキだったのだ。

　ブランデーの甘く熱い味が舌に広がり、幸せな気持ちになる。

　彼女にとって母親の味というものはたくさんあるが、これもそのひとつだった。オーガストの義母に食べてもらいたい、と今朝焼いてきたのだが……。

「我が家に伝わるケーキです。母から教わりました」

　カシアは包みからふわりと香るブランデーの香りに、目をしばたたかせた。

「これ……主人が好きでしたの。……そう、あなたのお母様が作ってらしたのね」

「あの、私……。カシア様にとって、いい嫁よめではありませんよね。わかっています。平民で、財産持ちでもなくて、特技もこれくらいしか。でも、心配しないでください。私、これからがんばって──」

「なにか勘かん違ちがいされているようだけれど」

　カシアはやんわりと言った。

「私はあなたのことをいい嫁ではないとは思っていません。なにより私がいい義母ではないし、いい妻ではありません」

「え……」

「ナルラ伯爵家で過ごした日々はもう忘れることにしたのです。忘ぼう却きやくの彼方かなたに身を投じて、余生を過ごすと決めております。申し訳ありませんが久々に人と話して疲つかれてしまったので、しばらく休みます。ごきげんよう、ケーキをありがとう」
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「参ったろう」

　帰りの馬車の中で、オーガストは乱暴に手袋をはぎとると、ポケットにつっこんだ。最近わかったことだが、彼は手袋が嫌きらいなのだ。外出時は必ひつ需じゆ品ひんなのでつけているが、すきあらば脱ぬいでぞんざいに扱っている。

「あんなに手応えがないとは思わなかったわ」

「幽ゆう霊れいなんだよ、義母さんは。もう俗ぞく世せのことに興味はないんだ」

　オーガストが前髪をかき上げて額を押さえる。いつも余よ裕ゆうしゃくしゃくの彼をこんなふうにさせてしまうとは。よほどカシアとオーガストは相あい性しようが悪いらしい。

「お義母さまって、昔からああいった感じだったの？」

「うーん……僕がこの家に来たばかりの頃は、もう少し自分の意思があったような気がするけど。でも結局は父の言いなりになっていたし、僕がこの家にあがりこんでも不満のひとつもこぼさなかったね」

　夫が不ふ貞ていで作った子が爵位を継ぐ──普ふ通つうならば、不快な気持ちを示して当然だ。だがカシアは困ったような顔をしたり、オーガストの様子をうかがうような態度を見せただけで、とりたてて不満をこぼすこともなく、あっさりとオーガストを受け入れた。

　オーガストはオーガストで、引き取られたばかりの頃は存命していた生母の行いにはらはらしながら過ごしていたので、カシアとの距きよ離りを縮めようとすることはできなかったのだという。

「僕は父さんと義母さんに囲まれて食事をとるのがすごくおっくうでさ。義母さんと同じ屋敷に住んでた頃は食事の時間になると適当な理由をつけて逃にげ回まわっていたし、ああして家族で食事したのも、すっごく久しぶりだったんだよ」

　ああ、それで執事のアグニは驚いた顔をしていたのか、とアップルは納なつ得とくした。

　本ほん邸ていにいた頃はオーガストが食堂で、しかもカシアと食事をするなど、考えられなかったに違いない。

「ま、これでもう君のことは紹介できたし、ひとつ片づいたね」

（片づいた……のかな）

　アップルはもやもやとした気持ちだった。カシアが息子夫婦についてなんの興味も抱いだかなかった。だから反対も祝福も──一応言葉では祝福をしてもらったが──されなかった。これでおしまいでいいのだろうか。

「気持ちはわかるけど、他人の気持ちなんてこっちが操あやつれるものじゃないし、切きり替かえないとだめだよ。僕だっていろいろ試ためしてもだめだったんだから。義母さんのためにたくさん料理を作ってくれてありがとう」

「ううん、それはいいんだけど……」

　オーガストもずっと前から、義母のためにいろいろと手を尽つくしていたようだ。だが結局氷のようなカシアの心が溶とけることはなく、前ナルラ伯爵が亡なくなってからは、別居という形になってしまった。

　彼の言うとおり、他人の心は自分の意思ではどうにもならない。カシアは伯爵家のことを忘れて生きると言っていた。そんな彼女を無理やり結婚式に出席させるのは酷こくだ。

（反対されたわけじゃないからいいとしなくちゃいけないんだ……でも）

　新しく母になってくれる方と、うまくやっていけたら……。少しでも体の具合がよくなるようにと願いをこめながら料理を作り、母との思い出の品であるブランデーケーキを焼いたのに。

（だめだな。自分の期待を押おしつけちゃ。思ったような反応が返ってこなくてがっかりしたりしちゃ）

　うまくやっていけるのかな……アップルは不安になる。貴族社会のことを、ほんの少しでもいいからカシアから教わりたかった。オーガストは男性だし、女性には女性にしかわからないさまざまなことがあるはずである。

　馬車が屋敷に着き、アップルはオーガストの手を借りて、地面に足をつける。ヒールのある靴を履はいていたから、たいして歩いてもいないのに窮きゆう屈くつな感じがする。

　視線を感じて、アップルはふと足を止めた。アップルとオーガストの世話をしてくれる執事のレノスが困ったような顔をして、オーガストのそばに足早にやってくる。

「奥様にお客様がお見えです。ご不在であることを伝えると、お帰りになるまで待ちたいと。ひとまず客間に通しております。いかがいたしましょう」

「誰？」

「アスランと名乗る、インカラ人の男性です。しっかりとした身分証をお持ちで、外交問題に発展しては大変ですので、お帰りいただくわけにもゆきませんでした」

　アップルは目を丸くした。

「あの、その方は私の父の客人です」

「何しに来たのかなぁ。僕は招待したおぼえはないんだけど」

　オーガストが剣けん吞のんな笑みを浮かべている。

「今日は僕も一緒に、そいつに会おうかな。レノス、お茶を出しておいてくれる？」

「かしこまりました」

　一難去ってまた一難である。

　今度こそ穏おだやかに終わる話ではなさそうだと直感し、アップルは身をふるわせた。
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　オーガストと共に客間を訪おとずれると、アスランはどっかりと腰を下ろしていたソファから立ち上がった。

「アップル、待っていたぞ」

「アスランさん、どうかされたんですか。わざわざ屋敷まで来て──」

　アスランはアップルをじっと見つめて、まばたきをした。それから自身のマントをアップルの肩にばさりとかける。

「え、あの」

「そ、その服……胸むな元もとがあきすぎだ」

　訪問着のドレスを見下ろす。たしかにいつも着ている仕事用のドレスに比べれば襟ぐりは大きくあいているが、トリア国のお嬢様たちは、これくらいのドレスは普通に身につけているものだ。

　オーガストが親指と人さし指でアップルの肩にかかったマントをつまむと、「お返しします」とアスランに差し出した。

「ご親切にありがとうございます。なにぶんあなたの来訪が急だったもので、着替える時間がなくて。妻はあなたに見せるためにこのドレスを着ていたのではありません。お許しください、ははは」

　自分の黒いローブをアップルにかぶせると、オーガストは冷え冷えとした笑みを浮かべた。

「それで、どのようなご用件でしょう。帰りの船のチケットはもう取られましたか？」

（オ、オーガスト──！　露ろ骨こつすぎる！　もっとやんわりと言って！）

　アップルはひやひやしながらたずねた。

「なにかお急ぎの用事があったのでしょうか。それとも……」

「急いでいる。俺おれと結婚してほしい」

　アップルはきょとんとした顔になった。

「あ、あの。もう私、彼と結婚しているんです。昨日そうお話ししましたよね……？」

「俺との結婚の約束が先だった。つまりは彼との結婚が無効だ」

「いえ、でもアスランさんとは、神様の前で結婚を誓い合ったわけではないですし……父さんが約束をとりつけてきただけで……」

「インカラでは両親が了りよう解かいすれば結婚が成立したことになるのだ。俺の父もあなたを嫁に迎むかえるのに賛成している。あなたがたが結婚を誓い合ったのはふたりきりで、秘密裏りに行ったと聞いている。そんなものはなんの証明にもならない」

　証人はいた。ハーキュリーズだ。しかし彼は人ではない。アップルとオーガストの前にしか、姿を現せない。

「証書がありますよ。すぐにお出しできますけど？」

　オーガストの言葉に、アップルははっとなる。そういえば証書を書かされた。用意周しゆう到とうなオーガストが、互たがいの意思確かく認にんだけの結婚ですませるはずがない。

「前にも話したとおり、俺はあなたを妻にすると決めて国を出たのだ。ひとりで国には帰れない」

「それなら別の女の子を紹介しますよ。若くて胸が大きくて素す直なおでおしとやかな子とか。ハールーンは美女揃ぞろいですから、よりどりみどりです。なんなら僕から結婚祝いも奮発します」

（私と全く正反対のタイプを押してくるあたり、オーガストらしいけど、なんか腹立つ）

　アップルがこぶしをふるわせていると、アスランはアップルをじっと見つめた。

「俺はアップルに惚ほれてしまった。彼女以外考えられない」

「ならいい方法があります。あなたが一生、独身でいることです」

「ばかにしているのか。そういうわけにはいかない」

「その台詞せりふ、あなたがおっしゃるんですか？　参っちゃうなぁ。人の妻に横よこ恋れん慕ぼしているのはあなたの方なんですけど」

　オーガストはあくまで落ち着いた口調だったが、それがよけいにすごみを増している。

「ふ、ふたりとも、とにかく座って……」

　アップルはとりあえずふたりに席について、茶を飲むようにすすめた。紅茶は口論の間にすっかり冷めてしまっている。

　アスランは紅茶をいっきに飲みきってしまうと、短く言った。

「決けつ闘とうだ」

「ほう」

「決闘して、勝った方がアップルを妻にできる」

「聞いていればひどいですね。アップルの意思は無視ですか？　人のものを力ずくで奪うばう行いを、世間では強ごう盗とうって言うんですよ」

　オーガストが紅茶のカップを傾かたむけながら淡々と言う。

　アップルは冷ひや汗あせでドレスがじっとりとしてくるのがわかった。

「彼女はかわいそうだ。貴族の家でしきたりに縛しばられ、みなに祝福されるような結婚式もあげられない。彼女の父親は、娘が心配でたまらないと言っている。俺もそう思う。そんな下品な服を着て連れ回されて！」

「結婚式はこれからですよ。準備が大変なんです。祝福してくれる人が大勢いすぎてね。ドレスも最さい先せん端たんの美しいデザインです。よこしまな目で見ているから下品に見えるんでしょうね」

　昼間、胸に詰め物がどうとか言っていたことは棚たなに上げて、オーガストは涼すずしい顔で返す。

「それに僕から言わせれば、後からノコノコやってきて、人妻を自分のものだとわめいているあなたの方が、よっぽどかわいそうですよ」

「貴様……表へ出ろ。そのへらず口を二度ときけなくしてやる」

「わあ、怖こわい。アップル、僕のこと応おう援えんしてね」

　アップルは頰をひくつかせた。挑ちよう発はつしないで穏おん便びんに帰してしまえばよかったのに、なぜ彼は喧けん嘩かを売るようなことを言うのか。おかげでアスランが本格的に怒ってしまったではないか。




「オーガスト……」

　アップルが不安げに声をかけると、彼は決意のこもった瞳で言った。

「アップル。さっさと片すから、僕のマントは預かっていてね」

「このマントは守りの力があるんでしょう？　あなたが着ていた方が」

「だめ。あいつの目が気になるから、しっかり着ていて」

「そんな……」

　気にすることなどないのに。それよりもオーガストの方がよほど心配だ。なにせアスランは海の男で体力があるし、腕わん力りよくだってオーガストに比べればけた違いであろう。

「まったく、あのアスランという男。偽にせ物ものの胸であんなに興奮するなんて、とんだ変態だな。僕がこてんぱんにやっつけてやるから、見といてよ」

「偽物じゃない！　詰め物！」

　オーガストが一枚のメモを、アップルに手渡した。

「なにかあったら危ないから、アップルはバルコニーにいて。僕が合図したときに、その応援の呪じゆ文もんを唱えてくれたら、うれしいな」

　書かれた文字は、トリア国の言葉ではないのか、意味を理解することはできなかった。古代文字に詳くわしい彼のことなので、おそらく魔ま法ほうの呪文であろう。

「こ、これ私が言って、なにか起こるの？」

「君は僕の杖の片方を持っている。きっと効果があるはずだ」

　一応、いつ合図がきてもいいようにするけれど……。

　寒空の下、広い庭でふたりは向かい合った。

（ど、ど、どうしよう～！）

　アップルがおろおろしていると、ポケットからディオニューソスが転がり出て、ぼすんと大きくなる。

「アップル、面おも白しろいことになっているじゃないか」

「ディオニューソス神、天空の神しん殿でん以外では不用意に大きくならないんじゃなかったんですか？」

「まあ待っておれ。あのアスランという男、なんだか懐なつかしい空気をまとっているんだよな……じっくり見るにはあの姿は小さすぎるのだ」

「……え？」

　アスランがじり、と地面を蹴けって、オーガストに殴なぐりかかってくる。彼はそれをひょいっと避よけるが、アスランは上体をねじって、さらにオーガストにこぶしをつき出す。

「おっとぉ」

　オーガストはぎりぎりのところで避けた。アスランは舌打ちをする。

「どうやらただの貴族のお坊ぼつちゃまではないようだな」

「ただの貴族のお坊ちゃまだと思って殴りにきただなんて、あなたは見た目どおり野や蛮ばんですね」

「もういい。次は本気でいく」

　アップルはディオニューソスのベストをつかんでぐらぐらと揺らす。

「どうしよう、めっちゃくちゃ怒ってるよ。オーガスト殺されちゃう」

「そう簡単には死なんだろう。今は夜で、星が出ている。杖は二本ともここにある」

「だからなに!?」

「星領の魔法使いには、夜が味方する。ハーキュリーズの加護を得ていれば、今が本領発揮ということだ」

「え……？」

　アップルは空を見上げた。星々がきらめき、そこからすっと、星座が浮かび上がるように、ハーキュリーズの姿が浮き上がった。

「えっ！」

「オーガストに死なれると、私も困るのでな。星からの援えん護ごくらいはまぁ、してやろう。くだらぬ争いに巻きこんでくれた礼はしてもらうぞ、アップル」
















「え、えっと」

　オーガストから合図がある。アップルはあわてて、彼の伝言どおりに、声を張った。

「ヤ　クルハラ　ディ　オスコ!!」

「え」

　目を見張ったのは、オーガストではなくアスランであった。

　彼の動きがにぶったと同時に、昼間かと見間違えるほどに星が夜空をまぶしく照らし、ディオニューソスがとっさにアップルに目め隠かくしをする。

　ごつっ、というにぶい音と共に、アスランが倒たおれたのはその直後であった。

　オーガストが杖で殴り倒したのだ。

「あー……」

　ディオニューソスは苦い顔をして、アップルの顔から手を離す。

「い、今のなんていう呪文？　オーガスト、勝ったの？」

「おう……勝ったんじゃないか？」

　オーガストが使用人を呼んで、のびているアスランを運ぶように指示している。

「そ、そんなに強きよう烈れつな呪文だったのかな。悪いことしちゃったんじゃ」

　ハーキュリーズは鼻で笑った。

「今のはインカラ語で、『とっとと帰れ、お邪じや魔ま虫むし』という意味だ」

「え」

「魔法の呪文でもなんでもない。決め手は私の星の輝かがやきだ！　私は最強の神だからな！」

　高笑いをしていたのもつかの間、ハーキュリーズの顔はどんどん青くなった。どうやら力を使いすぎてしまったらしい。

「うっ、そろそろ疲れたから寝ねる……明日は貢みつぎ物ものを持ってこい、絶対だからな」

　ハーキュリーズがしゅんと消えてしまうと、アップルはまばたきをして立ち尽くした。

　汚きたない手を使ってもいいなら勝てるよ──。以前、オーガストは、アップルにそう言った。もし決闘を申しこまれても、体格差から正せい攻こう法ほうで勝つことは難しいと……。

（汚い手って、こういうこと──!?）

「想おもい人からとっとと帰れと言われたらきついだろうな！　さすがお前の夫。なにが一番相手にこたえるか、わかってるじゃないか！　はっはっは」

　オーガストはバルコニーの方を見上げて、屈くつ託たくのない笑え顔がおで手をふっている──。




「アップル、なに怒ってるの？」

　オーガストが無む邪じや気きにたずねてくるので、アップルはきっと彼をにらみつけた。

「なにが応援の呪文よ。ぜんぜん違うじゃない」

「すごかったよね。アップルが叫さけんだとたんに、空がかっと光って」

「あれはハーキュリーズ神がやったんだっての！」

「なんだあ、ばれちゃったかぁ」

　いけしゃあしゃあと言う彼を、アップルはたしなめる。

「もう、殴るなんてやりすぎだよ。彼は父さんのお客さんだし、結婚のことだって、向こうのお国柄もあるし、いろいろ手違いがあってこうなっただけで、悪気はなかったんだろうし──」

「ずいぶんあいつの肩持つんだね。あっちから決闘を申しこんできたのに。殴りかかってきたのだって、あいつの方が先だよ」

　オーガストがぽつりと言った。

「……え？」

「君はさぁ、杖のことさえなかったら、きっとあいつと結婚してたんだよね」

「いきなりなに言いだすの」

「もし杖のことがなかったら、あいつと結婚してたでしょ？」

「……まぁ、そうかもね」

　アップルが言うと、オーガストの眉間にしわがよる。いつもにこにこしている彼の変化に、アップルは戸と惑まどっていた。

「な、なに怒ってんのよ。父さんが連れてきた人だし、あなたと会わなかったら嫁いき遅おくれだったんだから、自然とそうなるでしょ。だいたいもしもの話はどうでもいいって最初に言ったのあなたじゃない」

「あいつと結婚してたかもしれないから、優しくするんだ？」

「お客様には礼れい儀ぎを尽くすものなの！　あなたこそうちのお客様に失礼な態度とって、どうするのよ。穏便に帰ってもらうはずだったのに！」

「そうなんだ。穏便に帰ってもらおうとしたから、あいつのことを僕に噓うそついてごまかしたりしたんだね」

　アップルは言葉に詰まった。初めてオーガストとアスランが鉢はち合あわせした日、アップルは彼のことをバッカスの手伝いと口から出任せで説明したのである。

「ごまかしたなんて、人聞きの悪い。言う必要がなかっただけ」

「それで、僕がいなかったらバッカスで一緒に酒を飲んだんでしょ」

「お付き合いって言ったでしょ。なんでそんなにつっかかってくるわけ!?」

「僕が君のことを好きだからだよ！」

　彼が叫ぶようにして言ったので、アップルは目をぱちくりさせた。

「僕の方が、君のことずっとずっと好きだからだよ！」

「そんなこと……」

「結婚したいって言ったのも僕、一緒に眠ねむりたいって言ったのも僕、キスしたいって言ったのも僕、全部僕……君はドレスをあげても喜ばないし結婚式はいやそうな顔をするし……これでもちょっと傷ついてたんだからな！」

　アップルは衝しよう撃げきを受けた。そういえば、自分からキスをしたいなんて言ったことはない。一緒に眠りたいどころか、寝しん室しつを別にしようとしていたし、ドレスも結婚式も気が引けて素直に喜べなかった。

　でも、別に彼のことを嫌いなわけではない。むしろ好きだから、照れくさかったのだ。

「いや、私ちゃんと結婚はしたいって言ったような……」

「一回だろ」

「こういうのは回数じゃない、き、気持ちの問題よ」

　オーガストはしぼり出すようにして言った。

「……アップルのばか。貧乳。もう今日は一緒に寝ないから！」

「ちょ、ちょっと」

　彼は涙なみだぐんだ瞳で捨て台詞を吐はくと、ずんずんと廊ろう下かを歩いてゆく。

「貧乳はよけいでしょ！　戻ってこい!!」

　アップルの呼びかけも無視して、オーガストは振ふり返かえらずに去ってしまった。




　も、戻ってこない……。

　アップルは広いベッドのへりにぽつねんと座っていた。

　結婚してからオーガストがこの寝室で眠らないことは、一度もなかった。

　いつも隙すきあらばアップルを抱き寄せて眠ろうとし、はがすのに苦労するくらいだったのに。……でも、アップルのいやがることはしないと、最終的にはいつもきちんとはがれた。

（どこで寝る気なのよ～。私と違って頑がん丈じようにできてないんだからそこらで眠ったら風邪ひくかもしれないのに……）

　アップルがやきもきしていると、ドアをノックする音がする。彼女があわてて扉を開くと、執事のレノスが申し訳なさそうな顔で立っていた。オーガストではなかったか、と内心がっかりする。

「旦那様は、今夜は部屋に戻らないそうです。明かりがついているようなら眠るようにとご伝言を……」

「オーガストはどこで休んでいるんですか？」

「口止めされております」

　アップルがむぅとうなると、レノスは淡々と言った。

「奥様以外の女性のもとではけして過ごせない方ですので、ご心配はなさらないでください」

「え、あ、はい……」

　彼におやすみなさいを言ってから、アップルはふうとため息をつく。

（そっか……奥さんに愛あい想そを尽かして、別の女の人のところへ行っちゃうってこと、あるかもしれないんだ……）

　オーガストの母親だって、ナルラ伯爵の愛人だったのである。

　彼がよその女性のもとへ行くなど、考えもつかなかった。彼の体の心配ばかり……。それだけ、オーガストの愛を受け取ることが当たり前になっていたのだろう。

（私が、いやいや結婚することにしたって思ったのかな……）

　アップルは、オーガストの枕まくらに顔をうずめる。彼の好きなラベンダーのコロンの香りを肺いっぱいにすいこむ。初めて一緒に眠ることになったとき、この香りにいやにどきどきしてしまって、ぜんぜん落ち着かなかった。

　最近は、自分の香りの一部になってしまったようで、意識することもなかった……。

　アップルはやるせなくなって、バスケットに入れていた小瓶のウォッカをがぶ飲みした。

「くっ……オーガストのばか……眠れないよ。誰が貧乳だこのやろー……この部屋めっちゃくちゃ酒さけ臭くさくしてやるっ、見てなさいよ」

　アップルは厨ちゆう房ぼうへ行き、ウォッカやブランデーを持ちこむと、寝室で酒盛りを始めた。つまみはいつも持ち歩きしているチーズビスケット。なにかを作る気にはなれなかった。

　ひとりで食べたり飲んだりしても、本当は楽しくない。料理を喜んでくれる人がいなくちゃ……。

「もうっ、結婚したら幸せにするって言ったのに、噓つき！」

　アップルは壁かべに向かって叫んでから、がくりとうなだれる。

　──そういう私は、彼のことあんまり幸せにできてないかもな……。

　しばらくぐずぐずと酒を飲んではまどろむことをくり返していたが、ようやく立ち上がると、クローゼットからエプロンと仕事用のドレスを取り出した。

　空が白み始めた頃、アップルは厨房に立って、仕事にとりかかり始めた。
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　オーガストは青空を見上げてつぶやいた。

「はぁ。本気で嫌われたかもしれない……」

　頰をさわさわとくすぐる草。緑の匂いをすいこんでも、気分が晴れることはない。

　天空の神殿はいつも雲ひとつない空の下だ。天気は変わらない。あたたかな日差しがふりそそぎ、毛布の一枚もなくとも安心して眠れる場所である。

　しかし、心は焦あせりと戸惑いでざわめいている。

「どうしよう、荷物まとめて実家に帰られてたら。それであの色黒筋肉男と結婚するって言われたら……」

　オーガストがごろごろと背で草をつぶすように転がっていると、ハーキュリーズがいらついた声をあげる。

「なんなんだうっとうしい。アップルがそんなことできるわけないだろう、杖があるのだからな」

「杖があるから僕といやいや結婚しているかもしれないじゃないですか」

「いやいやでも結婚しているんだからいいだろう」

「よくないんですぜんぜん。ハーキュリーズ神はそういうところ、本当に思いやりがなくてだめだめですよね」

「お前に言われたくない、性悪が」

　オーガストは寝ころんだままハーキュリーズ神にたずねた。

「ここってベッドとかないんですか？」

「ない」

「はあ。ふかふかのベッドで新にい妻づまを抱きしめながら眠りたいな……抱きしめていいって言われたこと、一度もないけど……」

「はっはっは、それはよっぽど嫌われてるな！　新婚ほやほやの夫婦なら、妻の方からあんなこともこんなこともしてほしいとねだってくるものだ」

「そんな……」

　いつも言い返してくるオーガストが黙りこんでしまったので、ハーキュリーズが、「お、おい」と珍しく焦った声をかけた。

「ま、まあこれは千年前、私が人間だった頃の話だからな。新妻事情も千年たてば変わっているだろう」

「ハーキュリーズ神の奥さんが慎つつしみがなかっただけじゃないですか？」

「踏ふみつぶすぞ」

　オーガストはむくりと起き上がると、目の前の少年神を見つめる。ハーキュリーズは頰をひきつらせた。

「なんだ気持ちが悪い」

「なにかないんですか。神様のモテアイテムみたいなやつ」

「人を便利道具屋みたいに言うな！」

「ハーキュリーズ神のような面めん倒どうくさい性格の神様でも二回も結婚できたんだから、僕みたいな善良市民のたった一回の結婚だって成功していいはずなんです」

「自覚がないみたいだが、お前は相当面倒くさい男だぞ。なにが善良市民だ、図ずう々ずうしい」

「一いち途ずなだけです」

「性格も悪いし」

「ハーキュリーズ神。僕がアップルに捨てられたら困るのはあなたですよ。彼女の杖が遠くにいってしまえば、前みたいに具合が悪くなって大変な目に遭あっちゃったり、こうして僕に夜通し悪絡がらみされたりするんですよ」

　はあ、とハーキュリーズはため息をつく。

「アップルは大だい丈じよう夫ぶだ。あの娘の営みは愛情だ。愛情を注ぐと決めた相手の評価をそう簡単に変えたりはしないものだ。魂たましいそのものが愛情深いのだ。そうでなければお前のような男と結婚したりはしないだろう」

「ハーキュリーズ神……」

「星が語っている。お前の輝きが消えそうになっても、アップルが必ず空を照らして、お前を見つけ出すのだ。それと、妻と仲直りするにはこちらが素直に謝あやまるしかない。二度の結婚生活で私が学んだことだ」

　もう帰れうっとうしい、とハーキュリーズはぱちりと指を鳴らす。まだ寒さが名残なごりをとどめる教会で、オーガストはぶるりと背をふるわせた。レノスが毛布を持ってきてくれたけれど、さすがに万年春の神殿ほどのあたたかさではない。

　もうお日様がのぼっていて、外が明るいのが幸いだ。アップルとは顔を合わせづらいけれど──。

　でも、ハーキュリーズの言うとおり、謝るしかない。アップルに求婚されたことにかっとなったとはいえ、クロウ家の客人に礼儀を欠いた行いをしたのはたしかなのだ。

　結局神殿ではほとんど眠らずに徹てつ夜やしてしまったのだが……。

　屋敷の裏口から、ふわりとよい香りがただよってきて、オーガストは鼻を動かした。




　アップルが鍋をかきまぜている。テーブルに置いたウォッカをちびちびやりながら、シチューを作っているようだ。バスケットに並べられているのは焼きたてのパン、それから空腹を刺激するようなバターの香りがただよっている。もしかしたら、菓子を作っているのかもしれない。ワインで煮こんだ林りん檎ごを小鍋からとり出して、パイ生地の上にていねいに並べている。

　あんなにたくさん作ってどうするのだろう。オーガストに腹を立ててやけ食いでもするのだろうか。それとも、実家に帰るからおみやげを……？

　アップルがキッチンにいるのに気づいて、メイドがあわてて手伝いに入る。アップルはまだ休んでいていいと断る。料理はほとんど完成しかけていて、たしかにメイドが手伝いに入れるところはほとんどない。

「大丈夫、後はこのパイを焼くだけなの。悪いんだけど、オーガストを捜さがしてきてもらえない？」

　アップルが頼たのむと、メイドはうなずいて厨房を出た。オーガストはとっさに隠れてしまう。

　どうしたのだろう、隠れる必要なんてないはずなのに。でもあのごちそうの意図がなんなのか、聞くのが怖い……。

「旦那様」

「……！　なんだ、君か……」

　気配もなく立っていたのはレノスであった。片めがねの奥の瞳が、愉ゆ快かいそうにゆがんでいる。

「食堂でお待ちになっていた方が、機会を逃のがさずによろしいかと思いますよ」

「……わかった……」

　すべてお見通しの執事にはかなわない。食堂への道すがら、詫わびの品をなにも用意していなかったことに気がつく。けれどアップルはプレゼントを喜んだことはない。そんな彼女になにをあげていいのかわからないし、どうすれば困らせないですむのかがわからない。

　花やアクセサリーやドレスは、さんざん贈おくった。料理道具も。お酒は……好みがわからなかったから、好きなものを注文していいと伝えた。

　食堂で席についても、なかなか彼女がやってこないのでやきもきした。

　ほどなくしてアップルが食堂へやってきた。髪をおろして、オーガストの注文した淡あわいブルーの室内着用ドレスに着替えている。装そう飾しよくは少ないが、ドレスと同色のリボンを結んで後ろに垂らしたデザインだ。コルセットがいらないので、アップルがくつろぎやすいだろうと選んだ。ドレスの裾すそに細やかなレースがあしらわれている。

　彼の見立てどおり、ドレス姿のアップルはきれいだった。薄うす青あおの生地におろした赤毛がこぼれて神秘的だ。

「アップル……」

　言いかけたところで、使用人が皿を置く。

　次々と食事が運ばれてくる。妻の手料理だ。オーガストは、アップルの料理が世界で一番好きだ。でも彼女がたとえ料理が下手くそだって、世界で一番好きだったと思う。おいしいに越したことはないけれど。

「オーガスト、昨日はどこで眠ったの？」

「……教会」

　謝らなければ。オーガストは料理に手をつける前に、口を開いた。

「あの、昨日は」

「待って。せめてひとくちは食べてからにして」

　ことりと置かれた皿でほかほかと湯気をたてているのはスティファドと呼ばれる肉料理である。ウサギの肉を濃厚な赤ワインとすりつぶしたトマトと共にじっくりと煮こみ、焼き目をつけたタマネギとスパイスを加えたシンプルなシチューだ。ハールーンでは「実家の味」と男たちに愛されている。

　オーガストはひとくち、スプーンにすくってシチューをすすった。

　肉のやわらかさもさることながら、タマネギの甘さがきいていて、嚙みしめる前にとろりと溶けてしまう。トマトやワインの酸味と香辛料が絡み合って、オーガストの冷え切った体をじんわりとあたためてくれた。

　焼きたてのパンをつけて食べると絶品で、やわらかいパンにひたひたにして、口に含むとおなかも満たされる。

「昨日はごめんなさいね」

　自分が言おうと思っていたことを、アップルが先に口にしたのでオーガストはひどく驚いた。

「僕も、大人げなかったよ。昨日はあんな……」

「そうだね。あなたってほんとーに、大人げないったら」

　アップルはぱくぱくとシチューを口に運んでいる。オーガストはずんと胃が重たくなった。

「焼きもちやきだし、だだこねるし、私のお願いもぜんぜん聞いてくれないし」

「努力するよ。今まで本当に悪かったと思ってる……」

　アップルは立ち上がって、オーガストのそばにやってきた。彼はごくっ、と口に含んでいたシチューを飲み干した。

「口ではなんとでも言える」

「つぐないはなんでもするよ。本当」

「じゃ目つむって、歯くいしばって」

（殴られるのか）

　致いたし方ない。オーガストはあえて殴られることにした。本当はアップルのこぶしなんて……たいしたことはありそうだが、避けるくらいは簡単だ。

　アップルはなかなかオーガストを殴ろうとはしなかった。

　やがて、か細い声で言った。

「あなたってどうしようもないけど……でも……普段食べないあなたが、私の料理をたくさん食べてくれるところが好き」

　唇くちびるにやわらかいものがふれて、オーガストは目を見開いた。

「ばかっ、目閉じてなさいよ」

　アップルはすぐに体を離してしまう。

「今……君からキスしてくれたの？」

「そ、そうだけど」

　信じられない。しかも口だった。今まで頰や手ての甲こうまでしか許してくれなかったのに。

　ずっと袖を通していなかったドレスを着ていたのも、もしかして、自分のため……？

「僕……嫌われてないの？」

「嫌いな人に自分からキスなんてしないっての。しかも、く……口は初めてだったんだから。自分からなんて、本当に信じられない。あなたのせいだからね」

　アップルは顔を真っ赤にして一歩後ずさった。オーガストはすかさず彼女の手をとって逃げられないようにする。

「もっかい、もっかいして」

「もうやだ」

「本当にあと一回だけ」

　オーガストがしつこくお願いすると、アップルが根負けした。

「しょ、しょうがないな」

　アップルが顔を近づけてくる。彼女の頰に手を添そえて、片方の髪をかき上げて──。

「おほん」

　レノスが咳払いをした。

「奥様。デザートの林檎のパイはいかがしましょう。給仕係が冷めてしまいそうだと心配しておりまして……」

「え、えっとそうね。すぐに持ってきてもらっていいかな。あ、コーヒーも一緒に……」

　アップルがすかさずオーガストから離れてしまったので、がっかりした。

　レノスめ……とは思うが、せっかくアップルが作ってくれた料理がまだたくさん残っているのに、キスに夢中になっているのはまずい。

「ごちそうを作ってくれたお礼に、なにか贈りたいな。君のほしいものを教えて」

　オーガストがにこやかにたずねると、アップルは控ひかえめに笑った。

「なにもいらないの」

「そんな。なにかないの？　レースの敷しき物ものとか、オルゴールとか、そうだ、ボードゲームなんて君が好きそうだし──」

「あなたと食事をする時間が一番楽しいから、他にはなにもいらない」

　アップルはさらっと言ってから、自分でパンをとっておいしそうに口に含んでいる。

（……あー……やっぱり僕の方がずっとずっと、彼女のこと好きなんだろうなあ）

　食事もキスも同じくらいしたいとは、さすがにオーガストは言えなかったのである。
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　翌日。アップルは再び厨ちゆう房ぼうに立ち、つまみをいくつか作っていた。

　一いつ般ぱん的てきに前菜として食べられるサガナキは、もちもちしていてパンのようにも思えるが、その正体はチーズである。

　小ぶりのフライパンでフェタチーズを焼いて、こしょうで味つけをして食べる。塩気のあるチーズを嚙かみちぎるときのもちっ、びよんとした食感がくせになるつまみだ。

　焼きチーズは、ワインはもちろんどんな酒にも合うので、トリア国では広く好まれている。

　やらねばならないことがふたつあった。

　ひとつは、アスランのこと。一度顔を合わせて謝あやまらなければならない。オーガストにだまされたとはいえ、失礼なことを言ってしまったのは事実である。彼かれに殴なぐられた傷がひどいことになっていないといいけれど。

　もうひとつは、カシアのこと。このままあの寂さびしい屋や敷しきでひとりきりの余生でいいのだろうか。クロウ家とは距きよ離りを置きたがっているようだが、それならそれで、せめて心身共に健康であってほしい。彼かの女じよが夢中になれるようなことや、気の置けない友人ができたりすれば、もう少し元気になろうという気持ちが生まれるのではないだろうか。

（余計なお世話なんだろうな。わかってる。でも、もし自分の母親がああいう状態になっていたら気が気じゃないし。オーガストだって、本当はお義か母あ様のこと、気にしているはず……）

　その証しよう拠こに、定期的に執しつ事じのアグニに手紙を送って母親の容態をたずねているようだし、聞けば修道士を派は遣けんしたのはオーガストなのだという。専用の茶や薬を配合させるにはかなりの手間とお金がかかる。彼はカシアが苦手なようだが、苦手だからといって全く気にしないというわけではないのだ。

　そもそも、オーガストは先代伯はく爵しやくや実母に恩を返せなかったことを悔くいているような人なので、義母だって放っておけるはずがない。意地悪なところもあるが、彼はけして恩知らずではないのだ。

　この家の一員となったからには──まだ領民には発表していないけれど──なんとか自分がふたりの緩かん衝しよう材ざいになれたら、と思うのである。

（オーガストのお義母様のことは、長期戦だろうな。まずはアスランに謝って──実家に行ってみるか）

　腰こしのあたりをすりすりと撫なでられているのを感じても、アップルはふり返らずにおかずを箱はこ詰づめする。

「オーガスト。今日の午後はあいている？　一いつ緒しよに実家に行ってほしいんだけど」

「なんにも反応がないのは、それはそれで寂しいというか……」

　昨晩あんなにひっついて眠ねむられたら、腰をちょっとさわられたくらいではなんとも思わな……いや、やめておこう。

　彼の愛情にこたえるため、昨晩から境界線規定は撤てつ廃ぱいしたのである。夫が泣くところは見たくないし、冷える夜に一人ひとり寝ねはこたえるというのを、身をもって知っただけだ。相変わらず照れくさいので自分から抱だきついたりはしないけれど、そんなアップルの気持ちをわかってくれたのか、彼は現状とても満足しているようだ。

「アスランさんにふたりで謝りに行くの」

「うん、わかった」

　素す直なおだな……。アップルがふり返ると、オーガストはにこにこしながら言う。

「だって君は僕ぼくのことが好きだから、もうぜんぜん、負け犬の顔を拝おがみに行くつもりで彼に会えるよ」

「こら！」

　アップルがひじを引いて彼の腹をどすりと攻こう撃げきする。

　まったく、自分やカシアにするように、アスランにも少しくらい優やさしくしてくれたっていいのに。

　オーガストは無言で腹をさすっている。自分の予想より重い一いち撃げきを入れてしまったようである。

　アップルはもちもちとしたサガナキをひとつまみすると、オーガストの口元に運ぶ。結けつ婚こんしてからすっかりつまみ食いが好きになってしまった彼は、背をかがめてアップルの手からそれを食べる。

「おいしい？」

「おいしい」

「そ」

　オリーブ油に浸ひたして食べるともっとおいしいので、アスランがバッカスでこれを食べるなら、兄に用意してもらおう。

　オーガストがもっきゅもっきゅと口を動かしているので、アップルは蜂はち蜜みつを溶かした湯にレモンを浮うかべ、タンブラーをさし出した。できたて料理の立ち飲み・立ち食いは背徳のおいしさがあるが、よそで食事できるようにしなくてはと思った矢先であった。

「今度、メイドたちに給きゆう仕じをしてもらいたいの。よその食事におよばれしてもいいように」

「僕あんまり、よそのお宅で食事をとったりしないよ。好きじゃないし」

　オーガストは蜂蜜レモンを幸せそうに口に含ふくんでいる。

「それにメイドに入られたら、アップルがパンをとってくれなくなるじゃないか」

「メイドにとってもらいなさいよ……」

　アップルは、オーガストと同じものに白ワインを加えた。甘あまく酸味のある白ブドウの味わいと蜂蜜がまざり合って、レモンのさわやかな香かおりと共に楽しめるホットカクテルだ。じんわりと甘いカクテルはもぎたてのブドウを味わっているようで、「おやつカクテル」としてはアップルのお気に入りなのである。

「ん、でも練習しようか。週に三回、ディナーは給仕してもらおう」

「ほんと？」

「アップルのお願いだし、ちゃんときくよ」

　オーガストはこの間、アップルがこぼしたことを反省したらしい。ちゃっかり毎日ではなく週に三回と決めているものの、それくらいあれば次のおよばれまでにはテーブルマナーを完かん璧ぺきにできているはずだ。

「それじゃ、バッカスに行くなら今日は首の詰まったドレスにしてもらおうね」

　オーガストはそう言うと、腕うでまくりをしてためておいた水をくんで、飲み干したタンブラーを洗い始める。キッチンメイドが見たら仰ぎよう天てんしそうな光景だが、彼はたまにこうしてつまみ食いの礼に洗い物をするのである。料理の共同作業をすると逆にアップルの仕事を増やすので、果物や野菜の皮むきと、洗い物は手伝ってくれるようになった。

　やらなくてもいいのに、と毎度彼女は言うのだが、「少しでも長く厨房にいたいから」と、こうして口実を作っているらしい。

　オーガストの言う首の詰まったドレスは、たしか二着ほどあった。これは街の教会に行くとき用に作ったものであった気がする。この間アスランが、アップルの襟えりぐりのあいたドレスに動どう揺ようしていたので、たしかにそのくらい気を使った方がいいのかもしれない。
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　バッカスで向かい合ったアスランは、顔に青紫色のあざができており──オーガストは情け容よう赦しやなく顔をねらったらしい──もとどおりの精せい悍かんな美青年となるには、しばらくの時間を要しそうだった。

　アップルは頭を下げる。

「大変、申し訳ありませんでした……」

「もう頭を上げてくれ」

「いいえ、アスランさんにはとんでもないことを言ってしまったようで、しかも怪け我がまで……」

「すべてあなたのせいではない。説明のとおり、隣となりの主人がやったことだろう」

　オーガストはにこやかにこたえる。

「はい、なにからなにまで僕の仕し業わざです。悪気もありました。反省しています」

　そこは悪気はなかったと言ってほしいところだったが、どう考えても悪気だらけの行いをしていたため、オーガストの言葉はいっそのことすがすがしかった。

　アスランは深く息をついた。

「もういい。わかった。実は俺おれは、あなた方はまだ本当の夫ふう婦ふではないのだと思っていたのだ」

　アップルはぎくりと肩かたをこわばらせる。

「それって……」

「つまり、僕たちが──をしたかどうかっていう」

「黙だまって！」

　とっさにアップルがオーガストの口にサガナキを詰めこんだので、オーガストの言葉は「もぎゅもぎゅ」に早変わりしてしまった。

「あっ、これおみやげだったのに、ごめんなさい。また作りますから」

「いや、気にしなくていい。そちらは顔が青いが」

「お兄ちゃん、オーガストに水持ってきて……」

　厨房からはらはらと見守っていた兄が、レモン水がたっぷりと入った水差しを運んでくる。

「な、なんでそんなこと。私たち、ちゃんとした夫婦ですよ」

「そうですよ。あんなこともそんなことも、男なら誰だれしもがうらやましがるようなことは、もうたいてい経験してます」

　水飲ませるんじゃなかった。しばらく窒ちつ息そくさせておいた方がよかったな。

「すまないが、クリスさんは二階に行っていてもらえないだろうか」

　ところが、アスランが席を外すように頼たのんだのはオーガストではなく、アップルの兄だった。

　兄は迷うような顔をしていたが、アップルからもお願いした。もうアスランに敵対心はないようだし、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　兄が階段をのぼってゆくのを見届けると、アスランは改まったように口を開いた。

「……実は、バルコニーからあなたが叫さけんだとき、驚おどろいたのはあなたの言葉ではない。あなたの後ろにいた大男と、空に浮かんだ少年に驚いて、油断したのだ」

「え……？」

　ディオニューソス神とハーキュリーズ神のことだ。しかし、彼らの姿は「杖つえ」を持つ者にしか見えないはず……。

「俺は神と契けい約やくし、杖を得た者だ。俺の守護神ヘスティアーは処女神で、同類の人間を見分ける能力には長たけているのだ。つまり、アップルあなたのことを……」

　アップルはぼっと顔を赤くした。

　つ、つまり結婚しているとは言ったものの「夫婦生活が全くない」というのをアスランに見破られていたということである。

「なのでてっきり父親が突とつ然ぜん連れてきた俺に戸と惑まどって、結婚をしていると噓うそをついているのだと思っていたのだ」

　あれだけアップルが幸せだとは思えないとか、結婚は無効だと彼が言い張っていた理由がようやくわかった。

「俺はヘスティアーの願いで、酒と酩めい酊ていの神、ディオニューソスを捜さがしていた。……ディオニューソスは、もとは我わが家やの守護神だ」

「ええっ！」

　サガナキの箱の陰かげから、おそるおそるといった様子でこびとのディオニューソスが顔を出す。

「もともとこの家から……もっといえば、アップル、あなたの父親から彼に似た気配を感じ取っていた。ディオニューソスはうまい酒のある場所に居着く習性があり、あなたの家が居酒屋と聞いてぴんときたのだ」

　ディオニューソスはアスランの実家を守る守護神として大切にされていたが、ある日突然姿を消してしまった。彼の家は古くはインカラ国の王に連なる名家だったのだが、その日から坂道を転がり落ちるように没ぼつ落らくした。今はアスランの父親が商売を成功させ、なんとか持ち直したのだという。

「兄たちが家を守る役目を背負い、俺は神を捜す役目を果たすことにした。インカラ国中を捜してもディオニューソスの姿は見つからず、俺は漁師として海へ出たのだ」

　そんな中、新人の彼をアップルの父親がよく面めん倒どうを見てくれた。彼からなんとなく懐なつかしい気配を感じたアスランは、ハールーンにディオニューソスがいるのではないかと、あくまでただの勘かんではあるが──思うようになったのだという。

「聞けば居酒屋の名前は『バッカス』。ディオニューソス神は、インカラではバッカス神と呼ばれ、奉まつられている。これはもはや勘ではなく、運命だと思ったのだ」

「そ、それで名前しか知らない私との結婚を決意されて、わざわざハールーンまでやってきたというのですか」

「もちろん、嫁よめはほしかった。兄たちが次々と嫁をめとり、幸せそうにしている中、俺は海に出てばかりで女っけのない生活をしていたから、たまに実家に帰ると居い心地ごこちが悪くてな……」

　アスランは後ろ頭をかきながら言う。

「まぁ、ディオニューソスがさすらいの神っていう時点で、僕は変だと思ったけどね。神様は各地方に散って、その場所を加護するはずだし。これは人間の親切への返礼という意味で、必ずしも義務ではないみたいだけど」

　ハーキュリーズのようにハールーンにとどまり土地の加護に努める神もいれば、ディオニューソスのように放ほう浪ろうする神もいて、それは神々の自由なのだという。

「でもそしたら、アスランさんの故郷が、以前のハールーンのように荒あれてしまったりするんじゃないの？」

　神のいなくなった土地は加護がなくなり、めちゃくちゃになってしまうのではないのか。

「インカラ国って、魔ま法ほう使つかいの間では神様の超満員地帯って言われているんだよ」

「超、満員……？」

「神様がいすぎて、杖の契約者がぼんぼん出てきて、逆に人間世界に悪あく影えい響きようをおよぼすから、あんまり人間界に関心のない神様からどんどん契約をやめていって、よその土地にうつったり、天空の住まいでのんびり暮らしたりしてるって話。残った神様が土地を加護してくれているから、特別土地が荒れたりはしないんだよね。人材過多というか、神材過多っていうか」

　ディオニューソスはアスランと顔を合わせないように、サガナキの下にもぞもぞと体をすべりこませている。

「恥はずかしい話だが、我が祖父が契約に失敗したのだ。だがそのおかげで父は自分の力で財をなすことをおぼえ、俺や兄たちにも惜おしみなくその方法を教えてくれた。俺は学んだ。神に頼たよったり、上うわっ面つらを飾かざったりせず、自分の手と足で世の中を堂々と渡わたるのが一番だ」

　アスランはきっぱりとそう言った。

「そう思った矢先、ヘスティアーが俺の前に現れ、土地を導く者として杖を授さずけてくれた。ディオニューソスとの契約は失敗したが、新しく女め神がみから杖をいただいて、俺は誇ほこらしく思ったものだ」

「では、もうディオニューソスなど捜さなくていいのではありませんか。契約してくれない神様なんて、契約してやる必要はないんですよ」

　オーガストがフォークでサガナキをぐさぐさと突つき刺さしながら言う。絶対、あの下にいるディオニューソスにも刺さっている……。

「そうはいかない。実はヘスティアーは前々から守護神の役目を誰かに譲ゆずりたいと思っていたが、後任が見つからないのだと嘆なげいている。あまりにも神があちこちに生まれたせいで、ヘスティアーの見知らぬ神も多い。誠まことに信用できる神に後を託たくすことができないのだと。もともとこの土地を加護していたディオニューソスならば適任なのだと……」

「そこで、信用できそうな人間のあなたに一時的に杖を託し、ディオニューソス神を見つけてほしいと頼んだわけですね。あなた、いいようにお使いにされてしまっただけじゃないですか」

「……女性の頼みは、断れん。ヘスティアーは世の汚けがれを知らぬ美しい神なのだ。地上の些さ事じは俺が引き受けてやらねば」

　サガナキからもくもくと煙けむりがたち、アスランは目を見開いた。

　ぼすん、と大きくなったディオニューソスは、足あし下もとに散らばったサガナキを行ぎよう儀ぎ悪く口に含みながら、気の毒そうにアスランを見る。

「話は聞かせてもらった。かわいそうなやつめ。ヘスティアーはお前のことをチョロそうな独身男だと思って、まんまとひっかけたのだ」

「え……？」

「ヘスティアーは大の男おとこ嫌ぎらいで、そのくせ男から言い寄られるのにまんざらでもない女なのだ。これが非常にめんどくさい。彼女は『見目がよく自分にはけして高圧的な態度はとらない、便利屋には最高な男』が好みで、ちょっと色目を使ってひっかけては、おあずけをする処女神だ。お前みたいなのはかっこうの餌え食じきだぞ。なにかあると父親に泣きついては、中ちゆう途と半はん端ぱにひっかけた男を追おい払はらってもらっていた」

（ひ、ひえぇ……）

　ディオニューソスから聞くヘスティアーの話に、アップルは背筋をふるわせた。

「なにをするにも殺し文句はひとつ、『ごめんなさい。私初めてで、どうしていいかわからないの』だ。なにが初めてだ、千年も生きているくせに。かまととぶるんじゃない。お前も何度も言われただろう」

「言われた……」

「若い娘むすめの姿で、うぶなふりをして誘ゆう惑わくするのだ。おおいやだ。図ずう々ずうしいにもほどがある」

　そのとき、アスランの腕うで輪わがぴかりと光り、アップルたちは目をしばたたかせた。景色がみるみる変わってゆく。

　そこは神しん殿でんのようだったが、ハーキュリーズとは違ちがい、珊さん瑚ごでできた桃もも色いろの神殿で、足下にはあたたかな海水と色とりどりの貝かい殻がらがあった。

「ちょっと、黙って聞いてればいったいなんなのよっ！　私がいつかまととぶったって!?」

　ばしゃばしゃと水しぶきをあげながらかけてきて、ディオニューソスの襟首をつかんだ女性は、かみつくような声を上げた。

　まばゆい紅色の髪かみと紫むらさき水ずい晶しようのような瞳ひとみは芸術品のように美しく、さくらんぼ色の唇くちびるは清純さを物語っているようだが、眉み間けんによったしわと不快きわまりないと言わんばかりの表情が、彼女の造形美を台無しにしている。

「いつもだろう。厚あつ化げ粧しように磨みがきがかかったな。真しん珠じゆの粉を肌はだにはたきすぎて、動くとむせそうだ」

「あなたこそひげ面づらが暑苦しいのよっ！　かっこいいと思って生はやしてるわけ!?　ひげを生やせばかっこいいって勘違いしてる男が多いけど、残念な顔から生えてるんだからひげだってすべからくして残念なのよ！　虎とらに翼つばさ、キモさにひげってなんでわかんないのよ！　そーんなところに毛が生えてて、スープなんかでべっとべとに汚して、気持ちが悪いったらありゃしない。だから男っていやなのよ！　ハーキュリーズ、いるんでしょ、杖があるんだから。出てきなさい！」

　オーガストとアップルの腹が光り、すうっと浮かび上がったのは少年神ハーキュリーズだった。

「なんなんだ、騒そう々ぞうしい」

　青い瞳に透すけるような肌の美少年が水辺に足をつけると、もはや一枚の絵画のようである。
















「あら……あなた、大人の男性の姿はやめたの。その方がすてきよ」

　ヘスティアーは荒あららげていた声を落ち着かせて、猫ねこ撫なで声ごえで言った。

「私もう神様業をやめたいの。人間って杖をあげたら調子に乗って戦い始めたりするし、もううんざりなの。私いつも心を痛めているのよ。ディオニューソスに役目を代わってもらいたくて、お願いしているところなの。あなたからもなにか言って」

「ついに定年退職ですか。おめでとうございます」

「ガキっ、あなたも契約者と同じで性しよう悪わるね！」

「私をオーガストと一緒にするな」

　ぎゃんすかと言い合いをする神様を前にして、人間たちは無力である。ぼうぜんと見守ることしかできない。

　オーガストはズボンをまくって貝殻を拾って遊びながら、ぽつりとつぶやいた。

「醜みにくい争いにまきこまれちゃったねえ」

「ヘスティアーが……噓だ……可か憐れんで美しい女神が……」

　アスランはショックを隠かくせないようである。きっと彼の前ではヘスティアーもしおらしくしていたに違いない。黙っていれば誰もが見ほれる美女である。

　ヘスティアーに毛ほども興味がなさそうなオーガストは、せっせとアップルのために貝殻を集めている。

「アップル、ピンクの貝殻可愛いね。戻もどったら髪飾りを作ろうか」

「いや、それ持って帰っちゃだめでしょ。天界のなんだし……」

　アップルの髪にのんきに貝殻をあてていたオーガストは「そう？　もったいない……」としぶしぶ海へ戻した。

「だいたいねえ、神ともあろうものが、なぜふらふら下界で食べ歩きなんてしてるのよ。人間の女に惚ほれたからって神様業サボっていいと思ってるの!?」

　ディオニューソスはその昔、アップルの母に恋こいをしていた。そのため、彼女が持った店『バッカス』の酒さか蔵ぐらを長いこと守護していたのである。

「サボったのではない。やめたのだ。このアップルの母親を守護すると決めたのでな」

「自分の魔法使いにする度胸もなかったくせに、なにが守護よ！」

「ハールーンにはナルラ伯爵という土地を守護するべき人物がすでにいた。だから統とう率そつ者しやとしてでなく、ひとりの人間として彼女を見守ることにしたまで。必ずしも杖が必要なわけではない」

「ふん、結局統率者には値あたいしない人間だったってだけでしょ」

　ディオニューソスの眉まゆがぴくりと動いた。

　アップルは驚いた。穏おだやかなディオニューソスが本気で怒おこっている。

「死者を愚ぐ弄ろうする言葉は許さんぞヘスティアー。お前のように目的のために軽けい率そつに杖を与あたえるようなことはしない」

　ヘスティアーはぐっと言葉に詰まってから言った。

「……なによ。言っておくけどアスランは、統率者にするには申し分ない人間よ。私だってそう思って、彼に杖を与えたんだから！」

「どうだかな。あのひょろっこい金きん髪ぱつの坊ぼうやにも負けたようだが」

「そっちが汚きたない手を使ってくるからでしょう!?」

　ばからしい、とディオニューソスはため息をついた。

「お前のような女には付き合っておられぬわ」

　ディオニューソスの表情から怒いかりが消え、呆あきれ顔に変わった。

　ふん、とヘスティアーは腕を組む。

「結局人間の女にはふられてるしばかみたい。仕事も恋も中途半端なのよねー」

「神様業をやめるために人間の男を誘惑する、したたかな女になど言われたくないわ」

「もとはといえばそっちが先にアスランのおじいさんとの契約を切ったんでしょ!?」

「おい、そろそろ私は関係ないって気づけ……。私は性悪とも一応契約してつとめを果たしているんだぞ」

「アップル、見て見て、ヤドカリがいる！」

（……最悪だ……）

　アップルは頭を抱かかえたくなった。この騒さわぎ、いったいどうやって収しゆう拾しゆうをつければいいのだろう。

　頃ころ合あいを見て、アップルはたずねた。

「ディオニューソス神。なぜアスランのおじいさまとの契約を切られたんでしょうか」

「決まっている。あいつは俺を怒らせた。恐おそれを知らぬとんでもない男だ。あいつに杖を託したらろくなことにならん。俺の決断は、英断だったのだ」

「祖父は、なにをしでかしたんですか」

　ディオニューソスにとりすがるようにして、アスランはたずねる。

「口にするのもはばかられるような、下げ劣れつきわまりない行いだ」

「お願いです。教えてください」

「聞けば後こう悔かいするぞ」

「かまいません……俺は、あなたが契約を切った男の孫です。真実を知らなくてはならない」

　覚かく悟ごを決めた顔つきで、アスランは神を見つめる。

　ディオニューソスはふかぶかと息をついた。

　今、アスランの家を長いこと悩なやませていた神様問題の全容があきらかになるのだ──。

「俺を奉った像に、酔よっぱらって小便をひっかけた」

「「「「……」」」

　人の子らは一いつ瞬しゆん口をつぐんだが、すぐにアスランは謝った。

「それは……大変申し訳ありませんでした」

　そう言うしかないだろう。それ以外に言うべき言葉は、おそらくなにもない。

「なによ～そんなことぉ？　別に自分に直接被ひ害がいをくらったわけじゃないんだからいいじゃないの。酔っぱらいの粗そ相そうなんて世界中どこにでもあるでしょう。そのせいで私のアスランが苦労して、なんてかわいそうなの」

「ヘスティアー様……」

「よしよし。お前の欠点は、性別が男であるということだけよ。あとは完璧だわ。ああ男くさい！　むせ返るような家か畜ちくの臭におい。これさえなければねえ」

「お許しください、ヘスティア─神よ」

　ハーキュリーズは茶番を見るかのように、ヘスティアーとアスランの様子を見ている。

「お前だって自分の像に『ブス』とか『ババア』とか落書きされたら子孫ごと根絶やしにするだろう」

「ふ、ふん、人間のくだらない嫉しつ妬とくらい、私は流せるわ」

「事実をねじまげるタイプだから問題ないな」

「なんとでもお言い。とにかく、ふらふらしているくらいならインカラの土地神になりなさいよ。それにハーキュリーズ、私はあなたにも忠告してあげるわよ。その娘、まだ純潔みたいじゃない」

　アップルは顔を真っ赤にした。なにも今、その話題にふれることはないじゃないか。

「トリアは神様が少ない国なのだから、さっさと子孫を作らせないと、あなたも困るのよ。私と同じ赤毛で特別に可か愛わいらしいから、アスランを貸してあげようとしたのに、その子ったら断るじゃない」

「アップルはオーガストと結婚している。お前みたいなアバズレと違って、貞てい操そう観念というものがきちんと存在するのだ。普ふ通つうは断る」

「ふざけないでよ、私は処女神よ！　清らかな乙おと女めの代名詞なんだから」

「歳としをとると、冗じよう談だんもよりいっそうキレがなくなりますね」

　ヘスティアーは唇をとがらせた。

「じゃあさっさと純潔なんて返しちゃえばぁ？　月の力さえあれば、どうとでもなりそうじゃない」

「えっ」

　アップルは目をぱちくりさせた。

　アップルの供く物もつがなくとも、ハーキュリーズの力を満たす方法がある……？

　オーガストはいじっていたヤドカリをすぐさま放り投げて、ハーキュリーズの肩をがしりとつかんだ。

「即そつ行こう返してください」

「やめろ、肩が痛い！　爪つめが食いこんでいる！」

「最近アップルといい感じなんですよ、今返してもらったら言うことないですから」

「鼻息が荒いぞ。おとといまでふられるとかなんとか騒いでいたくせに……だいたいそんなすぐに返せるかっ！　私にもいろいろ準備があるのだ、月の満ち欠けとか……あ」

　ハーキュリーズはあわてて口を押おさえたが、「月の満ち欠けってなんですか？」とオーガストがたたみかけるようにしてたずねてくる。

「ふふ、ハーキュリーズは星の英えい雄ゆう神しんですもの。月の輝かがやきが強い日は、星の輝きも同じく強くなるもの。月の女神アルテミスの力が強まると、ハーキュリーズの神の力も満たされてゆくものなのよ」

　ヘスティアーがオーガストの顎あごを指先でつつつと撫でる。

　アップルはなぜだかその様子にむっとしたが、ヘスティアーはおかまいなしで、オーガストにしなだれかかる。

「アルテミスはトリア国の王と契約した神のひとりで、なかなか私たちとこうして同じ空間を共にすることはないのだけれど、彼女の兄弟のアポロンは、私に夢中なの。求婚されたこともあるくらいよ。アルテミスもいくらプライドが高くたって、アポロンの頼みなら聞くわ」

「へえ……」

　オーガストは意味ありげに目を細めた。

「それに私はどの男おとこ神がみとも結婚しないかわりに、すべての神を私の神殿に招待し、またすべての神殿に招待を受ける特権を得ているの。アポロンの神殿へ私が出向いてちょっと誘惑すれば、彼を経由してアルテミスが協力する……。そうしたらハーキュリーズが月の加護を受けて、万ばん事じ解決よ。あなたたち夫婦は今夜にも初夜を迎むかえられるわ」

「むむむむむ無理です！　無理っ、無理！」

　アップルがヘスティアーとオーガストの間に割って入ると、ヘスティアーは不思議そうな顔をした。

「なぜ無理なの？」

「心の準備が、あ、あるんです。そんな今夜すぐになんて。それに今はディオニューソス神のことをどうするかの方が大事でしょう」

「ふん、それもそうね」

　ヘスティアーがオーガストから離はなれてくれたので、アップルは内心ほっとした。

　オーガストは「月の加護ってなんですか!?　ねえ!?」と食い下がる。

「ちょっと近づかないで。女顔だからまぁ許せるかと思ったけど、やっぱり男ね。喉のど仏ぼとけがまぬけで気持ち悪いわ。息を止めて動かさないでちょうだい」

　ヘスティアーはしっしとオーガストを追い払うと、ディオニューソスに向き直った。オーガストは「ひどーい」と口では言うものの、さして気にした様子もない。

「私から後を託されたと知れ渡れば、あなたは天界の有ゆう名めい神じんよ。どう？」

　ヘスティアーの興味は完全にディオニューソスにうつってしまった。

「後を託せる神なんていくらでもいるだろう。暇ひまなんだから自分の土地くらい自分で管理しろ。俺はこの生活が気に入っているのだ。神材過多な国での窮きゆう屈くつな暮らしは性にあわん」

　ディオニューソスはそう言い切ると、ふっと空間から消えてしまった。

　ハーキュリーズはけだるげに首をかたむけた。

「私も帰るぞ。年寄りと話していたら疲つかれた。アップル、夜はカクテルを頼む」

「あ、はい……」

　ハーキュリーズが消え、ヘスティアーは「ふん。興が削そがれたわね」とぱちんと指を鳴らした。

　戻ってきたのはバッカスの大きなテーブルの前。

　アップルたちは顔を合わせて、難しい顔をした。

「どうしたらいいんでしょうか、こういうの」

　結局神たちの話し合いは決けつ裂れつしてしまった。

「ひとまず……俺はもう一度ヘスティアーと対話を試みる。手ぶらでは国に帰れん」

　アスランはそう言うと、樽たるからアラックを取り出し、やれやれといった具合に酒を飲み始めた。
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　月の満ち欠けさえ揃そろってしまえば、初夜ができてしまう……のか。

　アップルはカクテルを作りながら悶もん々もんとしていた。

　供物として捧ささげるのはホット・ラム・カウ。その名のとおり、ラム酒とミルクのカクテルだ。砂糖をたっぷりと加え、甘く優しい味わい。

　チョコレートや砂糖菓が子しとの相あい性しようもよくて、アレンジ次し第だいではデザートカクテルとしても飲める。

　つまみとして用意したのは、甘さ控ひかえめのビスケット。

　かりかりに焼いたクルミとアーモンドのビスケットはバターを使っていないので、夜に食べても体重を気にする乙女としては比ひ較かく的てき安心……な、アップルの常備夜食である。

　このビスケット、ミルクやコーヒーに合うのはもちろんのこと、ホットワインやホットカクテルとも実は相性抜ばつ群ぐんなのだ。

　アーモンドとクルミのぎゅっとした歯ごたえを楽しむもよし、飲み物に浸して味の変化を楽しむもよし。二度焼きをしているので、飲み物につけたってふにゃふにゃになったりはしない。

　ホットカクテルと食べ応えのあるビスケットで、ちょっとした夜食のできあがりである。

　甘い酒も辛からい酒も、ハーキュリーズは好きなようだが、見た目が子どもなのでついつい甘い酒ばかり用意してしまう。

　オーガストの分のホットミルクはメイドに運んでもらうとして、アップルはひとまず教会に向かって歩きだした。

　ヘスティアーがあの場で乗り気になっていたら、危なかったかもしれない。すぐさま初夜を迎えていたかも……。

（いや、危ないってことはないけど。もう結婚してるんだし！　そう、ぜんぜん変ってことはないんだけど！）

　あの後屋や敷しきに戻り、教会でオーガストが呼びかけても、天空の神殿への道が開かれることはなかった。ハーキュリーズはオーガストが神殿に入るのを拒きよ否ひしているようである。

　オーガストは「仕事をしてくる」とお見合い祭りの準備にとりかかってしまったが、絶対に初夜のことは忘れていないし、これからもハーキュリーズにしつこく追究することは目に見えている。

「ハーキュリーズ神。薬酒ネクタールと魂の食物アンブローシアをお持ちしました」

　アップルが呼びかけると、景色がみるみる変わり、青空の下の神殿が現れた。

「今日はラムとミルクのカクテルに、ビスケットです。お口に合うといいんですけど」

　アップルが石造りのテーブルに供物を置くと、ハーキュリーズは前置きもなく言った。

「私の神殿がなぜいつも晴れているかわかるか？」

「え……？」

　たしかに、今日初めてヘスティアーの神殿に「招待」を受けたが、ハーキュリーズのものとは様相が違っていた。浅い海の上に建つ紅珊瑚の神殿。ハーキュリーズの白はく亜あの神殿も見事なものだが、あれはあれで美しかった。

　神様ごとに神殿の造りは異なるのだと、あのときは思っていたのだが。

「私は本来、星を司つかさどる英雄神だ。ただし住まいを『夜』にはしないことにしているのだ」

「どうしてですか……？」

「夜を住まいにするのは、月の女神であるアルテミスも同じだからだ。あやつと空間をつなげたくない」

　ハーキュリーズはいまいましそうな顔で言った。

「とにかく私はあいつが苦手なのだ。星が自分をとりまいて当然だと思っている。やつの力を借りるなど、ごめんこうむる」

「わ、私もそうしていただけると、ありがたいですけど……」

　オーガストには悪いが……と心の中でつけ加える。だいたい、この間まで唇のキスも初めてだったのに、順番が飛びすぎではないかと思うのだ。乾かん杯ぱいの一杯目からウォッカをがぶ飲みするようなものじゃ……って、それはいつもやっているか……。

　ハーキュリーズはホット・ラム・カウに口をつける。それからビスケットに手をのばし、かりっ、と小気味のいい音をたてた。

「ど、どうでしょうか」

「アップル」

「はい」

「……お前、オーガストより悶々としているな」

「えっ!?」

　アップルは衝しよう撃げきを受けた。

　ハーキュリーズは渋しぶい顔をしている。

「そ、そんなまさか」

「オーガストはいいことも悪いこともすがすがしいくらい包つつみ隠かくさず言うので、周りを喜ばせたりいらつかせたりしながらも、本人はたいそうスッキリ生きているのだ」

「そ、そうですね……」

「その点アップル、お前は素直でない性格なので、いいことも悪いことも表現できず、結果的に内にため、こうして供物にこもってしまうことが多い」

「た、たとえば……」

「『あ～～～どうしよ～～～初夜なんて無理～～～いや、でもそろそろ私もいい年ねん齢れいだし、ここらでがんばっとかないといけない気がする～～～オーガストも最近すごく優しいからなぁ～～～でも今一緒に寝るのだって恥ずかしいのにそんないきなりすぎるよ～～～あー人生だいたいいつも転機は突然訪おとずれるしな～～～今がそのときなのかなあ～～～こんなの誰にも相談できな』」

「もうやめてください!!」

　アップルはハーキュリーズの口を思わずふさいでしまった。

「供物にこめた感情は私が食べると言っただろう」

「ほんと……無心になる技術がほしいです……」

　アップルはうなだれた。

「まあ、どうしてもとお前が望むなら、いけすかないアルテミスとでも、ヘスティアーを通じて手を組んでもいい」

「の、望んでません……」

「そうかなぁ。いいのか？　お前。このまま三十年近く、私が純潔の契約を返さなかったら」

「そ、それは困っ……！」

　アップルががばっとテーブルに手をつくと、酒のカップがぐらりと揺ゆれた。

「いや……さ、さすがに三十年も覚悟の時間があったら、それはそれでいろいろ……」

　彼女がもじもじし始めると、ハーキュリーズはカクテルをかたむける。

「ひと言、私がお前にありがたーい助言をくれてやる」

「な、なんでしょう」

　アップルがガチガチになりながらたずねると、ハーキュリーズはずばりと言った。

「人間、今が一番若い！　やると決めたら後は勢い。成功できるのは、今しかないのだ！」

「そ、そんな、これから事業を始める人みたいな助言……」

「つまり、腹を据すえたらいつでも私に言え。これを言うためにお前だけを神殿に入れたのだ。オーガストは私の首を落とさん勢いで詰つめ寄よってくるからな。正直、しばらく会いたくない」

「でしょうね……」

「ちそうになった。次はもう少し、さっぱりとした心持ちの料理を頼む」
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　ベッドにもぐりこむと、オーガストがアップルの腰をひきよせてきた。

「ん、ミルク飲んだ？」

「飲んだよ。蜂蜜が入ってた」

　あたたかいうちに飲んでほしかったから、ミルクはメイドに届けさせた。たしかに彼の体はぽかぽかだ。

　彼の温ぬくもりがすぐそばにあると、心があたたかくなると同時に、体はむずむずと落ち着かなくなる。

「ハーキュリーズ、なんだって？」

「ん……別に、特段なにも……」

　噓である。純潔の契約について、アップルの決断を待つようなことを言われた。

　たしかに、ふたりには杖の問題がある。ふたつに割れた杖を元どおりにするには、新しい杖を授かるか、次の世代に受うけ継つがせるしかない。前者は「杖の数だけ人は争う」とハーキュリーズは気が進まない様子だし、ナルラ家の跡あと継つぎしか受け取れない杖がいくつもあっては──たとえ新しい杖を受け取るのがオーガストだったとしても、前例を作ること自体よくないというのはわかる。

　万事解決は、アップルとオーガストの子が新しい杖を授かることだ。

　オーガストが低い声で言った。

「僕……ああは言ったけど、アップルの覚悟が決まるまで、純潔のままでいいからね」

「え……？」

「こういうの、ふたりの準備が整ったらすることでしょ。だから僕はいつまでも待ってるよ」

　てっきり、オーガストは純潔の契約を返してもらうために、ハーキュリーズに無理やりにでも交こう渉しようしようとしていると思っていた。

（でも、待ってくれるんだ。私のために）

　あれだけアップルと本当の夫婦になりたがっていたのに。

　彼は、突然の出来事に戸惑っている自分を想おもってくれている。

　あとは私の気持ち次第……？

（でも、本当にこれでいいのかな。私が杖を受け取ってしまったことが原因で不自由しているのに、後からやってきた神様にお願いして、今までのこと全部なかったことにしてもらって）

　よくないことはないだろうけど……でも……。

　自分の運命が全部神様の気分次第で。こんなに大切なことも、ひとりの力ではどうにもならない。

　アップルが思い悩んでいると、オーガストがいたずらっぽく笑った。

「だってまだ、キスだってぜんぜん、最初の段階だしね」

「え……？」

「ほら、舌をがっつり絡からめたり、ドレスをひんむいてキスしたりするのもまだじゃない。だからそう焦あせらなくてもいいよ」

「え……そんなのあるの……？」

　アップルが驚きよう愕がくに唇をふるわせると、オーガストがうれしそうな声こわ音ねで言った。

「あるよ！　母さんがこっそり読んでた小説に載のってた」

　おそらくカシアではなく、オーガストの実母のものであろう。そういえば平民の女の子の中には、ちょっと大人な恋れん愛あい小説をこっそり読んで楽しむ、なんていう趣しゆ味みを持つ子もいるらしいが……。

「そんなので予習しないでよ、噓かもしれないじゃない。というか噓だよそれ」

「噓じゃないよ。だってそういうのでもないと予習できないだろ。僕だって君以外の女の子、知らないんだから」

「知ったらだめ！」

　アップルはオーガストの口をもがっとふさいだ。

　思い出すのは昼間のヘスティアーだ。美しい女神とオーガストがべたべたとなれ合って、正直面おも白しろくなかった……。

「は～アップルさん、やきもちですか～」

「な、なによ」

　からかうような口調に、つい可愛くない口のきき方をしてしまう。

「ようやく僕の気持ちわかってくれたかな？」

「……わかったよ。やきもち苦しいです。これでいい!?」

　オーガストは肩をふるわせている。アップルは頰ほおを膨ふくらませて、毛布にもぐりこんだ。

「じゃあ、ヘスティアーの気持ちももうわかるね？」

「え……？」

「インカラの土地神の問題をとっとと解決して、アスランには帰ってもらおう。それに今回の件は、お見合い祭りにも使えそうだし」
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　伯爵家の書しよ斎さいで、オーガストはレターオープナーをすべらせた。




　結婚式の招待状はたしかにいただきました。

　残念ですが、欠席させていただきます──。




　美しくていねいな文字でつづられたその文面を、オーガストは目を細めて見つめる。

　執事のアグニの代筆ではなく、カシアの筆ひつ致ちである。

　以前本人が言ったとおり、結婚式の招待はやはり断ってきた。

　新しん郎ろう側の身内がひとりもいないのはまずい。まして今回はお見合い祭りのために、近きん隣りんの領主や貿易協定をかわしている他国の領主、王族に連なる者にまで招待状を送っているのである。式はまだ数カ月先だが、それまでに義母の気が変わるとは思えなかった。

　しかし、義母の気まぐれなど待てない。今回のように妻に悪い虫がたかる前に、オーガストとアップルは夫婦だと、お日様の下で正々堂々と誓ちかい合いたかった。

　手紙をぺらりとめくると、オーガストは目を見開いた。

「ブランデーケーキ、ようやく食べ終わりました。懐かしい味でした」

　アップルが持たせたお土産みやげのことだ。

（信じられないな。僕がなにを贈おくっても無反応だったのに）

　カシアと会食をしたあの日、さすがにすべてを食べきれなかったとはいえ（彼女は体調を崩くずしてからさらに食が細くなった）、互たがいの話が終わるまで、少しずつでもナイフとフォークを動かしていたのにも、オーガストは内心驚いていた。

　いつも食欲旺おう盛せいなアップルからしたら信じられないことだろうが、義母は食べることよりも体てい裁さいを整えることに一いつ生しよう懸けん命めいで、オーガストが少年の頃も「いつまでも食器が片づかないのは意い地じ汚きたない」とすぐに食事を終えてしまったのである。

　なので、出される皿にはいつも子どもの手のひらの量以上の料理が盛られることはなかったのだ。

　なにに対しても無関心のカシアが、アップルのケーキにはなぜ反応したのだろうか。

　執事の呼びかけに、オーガストは顔をあげる。

「旦だん那な様、お客様が」

「誰？」

　幸い書類仕事はもう終わっている。

「また、あのアスランという者ですが」

「そう、通しておいて」

「よろしいのでございますか」

　この間の乱らん闘とう騒ぎのことを気にしているのだろう。あのとき、アップルだけでなく使用人たちも、ことの顚てん末まつを見守っていたのである。

「もちろん。平和的にお帰りいただくための話し合いの場だよ。お茶とお菓子をお出しして。アップルの作ったものは出さないでね」

　アスランはお詫わびの品として、ちゃっかり何度も妻の手料理を食べている。本来それは自分だけの特権であり、そのあたりの線引きはきちんとしておくべきだと思うのだ。自分の精神衛生上のために。

「アップルも支し度たくさせて。あ、ドレスは首までボタンでしっかり留とめるものにしてね。詰め物なしでいいから。そうメイドに指示して」

「かしこまりました」

　まぁ、ヘスティアーに頼られてまんざらでもないような男だし、たいした心配をする必要もないが、やっぱり妻を愛めでるのは自分だけでよろしい。特権は大事である。




　客間に先に到とう着ちやくしたのは自分だった。アップルを着き替がえさせるのには時間がかかるのだ。あの癖くせのついた髪をまとめ、コルセットでしばり上げてドレスを着せるのはもちろんのこと（前日に食べすぎていると、これがかわいそうなくらい苦労する）、酒の匂においがぷんぷんしている口を薬草茶でなだめるという行程が必要になるのである。オーガストはそのままのアップルが好きなのだが、世の中のしきたりというのは面倒なものだ。

「お待たせしました」

　オーガストが声をかけると、アスランは苦虫を嚙かみつぶしたような顔をした。

「アップルが一緒ではないのですか」

「ご婦人の支度には時間がかかるのですよ」

「俺相手に着き飾かざる必要はない」

「もちろん、相手があなただからではありません。伯爵夫人として、どのようなお客様でもきちんとお迎えするためです」

　お前のためにしゃれこんでいるわけじゃないぞわかったな、という本音をわりとストレートに伝えると、オーガストは席についた。

　メイドが紅茶と花びらの形のクッキーを置いて出てゆくと、ここでアップルが来るまでつまらないやりとりをくり返していても仕方がないので、オーガストは口を開いた。

「ヘスティアーのことですね？」

「彼女が再び、ディオニューソスに会いたがっているのだ」

「ひげ面のキモイおやじだって言ってませんでしたっけ」

「彼女は素直になれない女性なのだ」

　やっぱりな、とオーガストは紅茶に砂糖を入れながら思った。ヘスティアーはディオニューソスが好きなのだ。

　オーガストの知識では、ディオニューソスはヘスティアーよりも神になったのが遅おそく、オリュンポス十二神の中に入れなかったと聞いている。プライドの高い彼女は自分より格下の男に、素直に好きとは言いたくないのだろう。

「土地神の資格をディオニューソスに与えてどうするのでしょう。もし彼と万事うまくいったとしても、彼女は処女神でしょう。特権を失うことになる」

「そういった手合いの好きではないのだろうと、俺は思う」

「へえ……」

「お待たせしました！」

　アップルが部屋へ到着する。コーヒーブラウンの渋みのある生き地じにホワイトレースを重ねたドレスだ。首から胸むな元もとにかけてボタン飾りがついており、髪をまとめてあげると、刺し繡しゆうが美しく見えるようになっている。

　オーガストは満足げにうなずいた。どこからどう見ても、貞てい淑しゆくな人妻である。コルセットが苦しいのか、若じやつ干かん顔が青いが。

「ディオニューソス神はいる？」

「いいえ。アスランさんが来ると聞いたら、逃にげてしまって……」

「まあいい。まずはヘスティアーの話を聞いてやってくれ」

　かっとアスランの腕輪が光ると、客間はすぐさま海辺の神殿となった。オーガストは再びズボンの裾すそをまくる。アップルはせっかく着替えたドレスの裾がびしゃびしゃになり、軽く落ちこんでいるようである。

「今日はディオニューソスはいないようね。呼べるのはハーキュリーズだけか……」

　貝殻のいすに座すわったヘスティアーは、けだるげにつぶやく。

　オーガストは口を開いた。

「ヘスティアー神よ。あきらめてしまったらどうです。ディオニューソス神はてこでもいうことをききませんよ」

「そうはいかないわ。だって私……」

「どうしてもディオニューソス神に、十二神の資格を与えたいですか？」

　ヘスティアーは黙りこんだ。

「オーガスト、十二神って？」

「神の中にも格づけがあるんだ。十二神は、神様の総本山オリュンポスに住まう神のことを呼ぶ。神たちの中でも特に格上の神と言われているんだ。ヘスティアーはその十二神のひとりだよ」

「そ、そうよ。恐れ入った？　ハーキュリーズやディオニューソスにばかにされるような神様じゃないんだから、私」

　ヘスティアーは長い髪をかき上げて、ほっそりとした首をあらわにした。

　オーガストは淡たん々たんと続ける。

「神材過多のインカラ国で土地神をやるというのは、すなわちそれだけ神の力が強いということ。ディオニューソスのように役目はごめんだという者もいますが、ハーキュリーズのように負けず嫌いな者も多い。土地神として名を馳はせるのは、いわば神たちのあこがれ。土地神の肩かた書がきは自分がその土地を加護するのがふさわしいと、他の神に認めさせることになる」

「ま、まあそうね。私は他の神とは格が違うもの。見なさいよ、この美しい神殿を。これだけの力があって、どうして他の神が私から土地神の資格を奪うばえると思うの？」

　神殿の大きさ、美しさは神の力の象しよう徴ちようらしい。人間界でも権力者はすべからく豪ごう邸ていに住んでいるのと同じく、天界では神殿がその力の大きさをあらわす。

「それで……十二神の資格をディオニューソスに与えたら、昔の彼が帰ってくると思われたのですか？」

　ヘスティアーは頰をむくれさせた。

「まあね。私の資格をあげちゃえば、もっと面白いものが見られるってだけよ。そういう思いがけない幸運みたいなの、人間はほしがるでしょ。あなたの奥おくさんだって純潔の契約をナシにしてあげるって言ったら、動揺してたじゃない」

　アップルははっとしたような顔をしている。

（……もしかしてアップル、僕が思っていた以上に、このことで悩んでた？）

　アップルがハーキュリーズと会ったことは知っていたが、もしかしたら彼からなにか言われたのだろうか。

　焦る必要はない──と、オーガストはすでに伝えている。長年彼女を想い続けていた自分と、突然オーガストに求婚されたアップルでは、互いの想いが異なるのは当然で、それを少しずつすり合わせしていかなくてはいけないというのは、この間喧けん嘩かをしたときに学んだことだ。

　ただ、彼女を想うあまりオーガストが引いてしまうと、照れ屋のアップルからは押してくれなくなってしまうので、遠えん慮りよせずに好きだしさわりたいという気持ちをあらわしていたのだが。もしかしたらアップルには負担をかけていたのかもしれない。

「お嬢じようちゃん。神からの親切はありがたーくちょうだいしておいた方がいいわよぉ。ちまちま供物を捧げるなんてまだるっこしいことはやめたらぁ？」

「それは……」

　アップルは口ごもった。

「新婚で仲良くしているうちに、純潔の契約を返してもらった方がいいと私は思うけどぉ」

「僕はおじいさんおばあさんになっても、アップルと仲良しでいるつもりですよ。僕たちは時をかけてゆっくり、互いの気持ちをたしかめ合ってゆくつもりですから」

　オーガストがきっぱりと言うと、アップルは目をしばたたかせてこちらを見ている。

「そういう段階が必要なんです、僕たち。互いの気持ちが同じくらいの配分になるまでは、神様のご親切だっていりませんよ」

「オーガスト……」

「僕の奥さんはうぶで可愛いんですよ。料理上手で一生懸命だし。何年経たったってきっと変わらないですよ。僕は十年も片想いしてましたから。まだ両思いになってから一年も経ってない。焦る必要性を感じません」

　アップルは体をもじもじと揺らしている。オーガストの位置からだと、彼女の耳が真っ赤に染まっているのが見える。

「僕の自じ慢まんの奥さんなら、ハーキュリーズを回復させるのなんてすぐです。アップルは杖を半分持つ魔法使いです。彼女の愛情という名の営みを、僕は信じていますから」

「あーっそう。ゴチソーサマ。もういいですぅー」

　ヘスティアーはオーガストの嫁自慢を打ちきりにした。

　オーガストはもったいぶった口調になった。

「あなたが守護するのは家庭と炉ろですね？　つまり、全世界の家族を守護する神というわけだ」

「だからなんなのよ」

「実は僕とアップル、もうすぐ結婚式をあげるんです。そこでお見合い祭りも開かい催さいするんですよ」

「へー、そう」

「ね、どうでしょう。ヘスティアー神の加護で、すてきな家庭を持つカップルをどんどん誕生させてもらえませんか？　祭りを大成功におさめたいんですよね」

「オ、オーガスト」

　ヘスティアーを利用するつもりだとわかったアップルは、なにを言っているんだと言わんばかりの口くち振ぶりで彼の名を呼ぶ。

（もしヘスティアーの加護が得られるなら……そう、義母さんのことも）

　別居していて、血がつながっていないとはいえ、カシアはナルラ家の一員だ。ヘスティアーは家庭円満の神。彼女の加護を受けて、カシアが自分に本音をぶつけてくれるかもしれない──。

「供物がないとやらないわよ。というかあなたたち、私の魔法使いでもなんでもないじゃない。なーんで言うこときいてやんなきゃなんないのよ」

「僕たちがディオニューソス神を説得しましょう」

「ディオニューソスは説得に応じるような男じゃないわよ。誰にも杖を与えていない。本当に陸を加護する気がないんだわ」

　アップルがおずおずと切り出す。

「そ……そんなことはありません。杖はいただきませんでしたが、ディオニューソス神は私の実家をずっと守ってくださいました。私の父が行方ゆくえ不明になったときも力になってくれて」

「それは、あなたの母親に惚れてたからでしょう!?　まったく信じられない、力のある男神が、人間に恋をして堕だ落らくしてしまったなんて。不細工で仕事もできないなんて、情けなくて見てらんないわよ！」

　ヘスティアーが叫ぶように続ける。

「昔はあの人、もっとマシだったんだから。数々の伝説で人間たちを崇すう拝はいさせて……私はいつも天界からその様子をはらはらと見ていた。こんなふうになるなんて想像もつかなかったわ」

　アップルがわけがわからないというような顔をしているので、オーガストは耳打ちした。

「つまりヘスティアーは、ディオニューソスのファンなんだ」

「!!」

「ちょっと、なにこそこそしてるわけ、そこ。ディオニューソスのことをちょっとは見こんでたのに、食べ歩きの神になっちゃってばかみたい。ほんと期待はずれだわ」

　アスランは一歩踏ふみ出して言った。

「心をこめて伝えれば、ディオニューソス神も昔を思い出すかもしれない」

「そんな……」

「俺たちは昔のディオニューソス神を知らない。伝えられるのはヘスティアー神だけだ。ディオニューソス神をここに連れてくる協力はしよう。俺はヘスティアー神の魔法使いだからな」

「僕たちも協力しますよ」

　オーガストはにこやかに言った。

「ディオニューソス神をここにもう一度連れてきたら、お見合い祭りの加護の件、お願いしてもいいですか？　ヘスティアー神ほどお力のある神でしたら、朝飯前のお仕事でしょう」

「……ふん、いいわよ。加護くらいいくらだってしてあげるわ。ただし、ディオニューソスと供物を差し出しなさいよ。あなたたちは私の魔法使いじゃないんだから、タダでは受けないわ」

「かしこまりました」

　ヘスティアーがぱちりと指を鳴らすと、景色はみるみる元に戻り、伯爵家の客間へ帰ってきた。




　アップルは屋敷の厨房でつまみを作っていた。どこかへ行ってしまったディオニューソスに捧げるための料理である。

（たしかに、ヘスティアー神をこのまま放っておくのはいけないかも。土地神も押しつけたいんじゃなくて、あこがれのディオニューソス神をもう一度見たいって気持ちがあったからだし）

　それならば、ふたりの神様で腹を割って話してもらうしかない……。

　正直なところ、いつも一緒にいてくれたディオニューソスがインカラの土地神になってしまったら寂しいが……。きっとハールーンにはいられなくなるのだろう。酒やつまみをつまみ食いされてばかりだったが、一緒にいて飽あきることはなかった。

　オーガストはヘスティアーを利用する気満々のようだが（アスランにふり回されてもただでは起きないところが彼らしいといえる）アップルは、ディオニューソスの好きなように生きてくれたらいいと思っている。

　お見合い祭りのためにディオニューソス神を差し出すなんてできない、とアップルが言うと、オーガストは驚いたように言ったのだった。

「僕、ディオニューソス神を土地神にするために説得するとは言ってないよ。彼を連れてくるから加護してくれって言っただけで」

　つまり、ディオニューソスはヘスティアーの神殿で再び土地神になるのを断っても、加護はしてもらえるのだからいいじゃないか、という話である。

「アップルだって、あのおやじがいないと寂しいでしょ？　そんなにひどいことしやしないさ。僕を信じてよ」

　といけしゃあしゃあと言ってのけるのだから、アップルは夫の物言いに呆れはしたが、同時に安心もしたのである。

　しかし、いなくなってしまったディオニューソスをどう捜していいのかわからない。おいしいものを置いておけばそのうち釣つれるだろうとオーガストは言ったが、そんな犬みたいに釣れることなんてあるのだろうか……。

「ディオニューソス神、ごはんですよ」

　皿に料理を盛りつけて神の名を呼ぶが、もちろん反応はない。

　アップルはため息をついた。この料理、どうしよう。







　ハーキュリーズは不ふ機き嫌げんそうな面もちになった。

「それで私に料理を回すのはやめろ」

「す、すみません。でも結構手間かけて作ったんで……」

　ディオニューソスのために作った料理は、フライにした魚とポテトのスコルダリァ。ジャガイモをマッシュして、ニンニクやオリーブ油をたっぷり加えたディップだ。アップルはスライスしたニンニクの実も好きで、ざくざくと加える。

　ニンニクは甘い。フルーツや砂糖では味わえない、ニンニク特有の自然な甘みがある。スコルダリァをひとくち食べて、しばらく舌で味わうと、口の中が徐じよ々じよにニンニクの甘みで満たされてゆくのだ。砂糖が最初にがつんとやってくる甘みだとしたら、ニンニクはゆっくり、少しずつ進行する、うまみ成分がたっぷりの甘みなのである。

　この甘さが疲れているときは抜群にきく。香りづけだけなんてもったいない。アップルは、ニンニクを食べると、頭の芯までしびれるような幸福感をおぼえる。──口は臭くさくなるのだが。

　クリームのようにマッシュされたジャガイモと合わさると、食欲と共に口の中の甘みも増し増しだ。肉や揚あげ物ものに添そえるには最高、なんならそのままでも、スプーンですくって食べる。

「……たしかに、揚げ物とこの芋いものディップは、合うな」

　ハーキュリーズは魚のフライにスコルダリァをたっぷりと載せて、堪たん能のうしている。

　選んだ酒はロゼワイン。生き生きとした酸味が感じられる、辛口のワインだ。すっきりとした口当たりで、ニンニクの味をほどよく調和してくれる。グラスにバジルの葉を浮かべて、見た目にも楽しめるようにひと手間加えた。

　アップルはほどなくしてたずねた。

「ハーキュリーズ神、ご存じないですか。ディオニューソス神の居場所……」

「私よりもお前の方がよくわかるだろう」

「え……？」

「ディオニューソスがなぜ土地神をやめてハールーンのさすらいの神になったのか、その理由を知っているのはお前のはずだぞ、アップル」

　アップルははっと目を見開いた。

「人間に人間の気持ちがあるように、神にも神の気持ちがあるのだ。お前がディオニューソスのことを想っているのはよくわかった。心当たりを捜してみよ」

「ハーキュリーズ神……」

　アップルはきっと顔をあげた。

「わかりました。捜してみます。それと、この間の……オーガストの、その、純潔の契約の件ですが」

「ほう、覚悟が決まったか」

「アルテミス神のご協力はいりません。ハーキュリーズ神は、正直なところ気が進まないのでしょう？」

　ハーキュリーズは静かにフォークを置いた。

「まあな。だが私も魔法使いに杖を与えた以上は、面倒をみてやらねばならぬ責任がある」

　オーガストは、自分を信じてくれると言ったのだ。

　アップルの営みがハーキュリーズの力を満たしてくれると。

　アップルの理想の夫婦像は、ハーキュリーズを通じて助け合ってゆくことだった。オーガストは、アップルが杖を持つ者としてそれができると言ってくれたのだ。彼女の営みである「愛情」が、ハーキュリーズを救うと。

　夫の期待に応えられなくてどうする。そんなことでは、庶しよ民みんが伯爵夫人などとてもつとめられない。

　神様の施ほどこしなどいらない。杖を持つ統率者は、偶ぐう然ぜんにも与えられる幸運など待たずに、自分で道を切り開く。

「月の満ち欠けなんて、関係ないくらいおいしい料理とお酒をたくさん献けん上じようして、ハーキュリーズ神の星の輝きが、月の光に負けないようにいたします。だから神様の力をお借りしなくても結構です。本来それが、人の営みの力だったはず」

　アップルは声を張った。

「他人にものをもらっても、ありがたみがない。だから覚悟が決まらないのです。自分で道を勝ち取れば、おのずと腹は据わるもの。きっとディオニューソス神も同じ気持ちのはず」

　ヘスティアーが彼に譲ると言った十二神の座。もらっておけば神界の彼の位置は格段に変わる。でも、それがはたして彼の誇りにつながるだろうか。

「過程をすっ飛ばしたりせず、あなたをおなかいっぱいにして、いつかオーガストの子を産みます」

「ふん。後悔しても知らんぞ。だが、さすがにお前も私の魔法使いのひとりだ。今の回答は、なかなか気に入った」

「で、できれば彼のためにも……いえ、私のためにも、早めに満足させますから！」

　アップルが言い切ると、ハーキュリーズは大きな口をあけて笑った。

「まったくだ。人間は歳をとるのが早いからな。ぼうっとしてる時間はないぞ」

（ハーキュリーズ神、こんなふうに笑うんだ）

　アップルは驚いてしまった。出会った頃は青白い顔をして今にも倒たおれてしまいそうだったのに。

　もしかして、想像以上に……ハーキュリーズ神の回復は、早いのかも……。

「さあ、早くあの飲んだくれの神のところへ行け。私はヘスティアーの件でふりまわされたくはないからな」
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　アップルは実家の裏手にある、母の墓の前へたどりついた。

　ディオニューソスはこびとの姿をしていて、墓の上で眠っている。

　アップルがディオニューソスの横にワインの瓶びんを置くと、小さな神は目を覚ました。

「その姿じゃ会話できないでしょうけど、これが私からの供物です」

　アップルはポケットから栓せん抜ぬきをとり出すと、ワインのコルクを抜いて、小さなカップに注いだ。ディオニューソスは鼻をくんくん動かして、彼にとっては大きなカップをかたむける。

「ディオニューソス神。もしかして、ヘスティアー神のなさりたいことをわかった上で、姿をくらましたんですか？　その……十二神の後あと釜がまのことです」

　ディオニューソスはこくりとうなずいた。

　アップルは、自分のカップにもワインを注いで、味わった。

「私、純潔の契約をといてもらえると言われたときに、戸惑ったんです。もちろん、その、こちらも心の準備というものがあるけど、それとは別に。こんなに簡単に大事なものをもらったり、重要なことが解決したりしてしまっていいのかなって……いや、いいとは思うんですけどね、ははは、なに言ってんだろ」

　ガーネットのような色のワインをとくとくと注ぎ、ながめながら言う。

「でも、なんかこれって、自分で納なつ得とくして選んだ道とかじゃなくて、いつも人にふり回されてばっかりになるのかなって不安で。だからオーガストと本当に夫婦になれるのかもって思ったとき、素直に喜べなかった。だって私、これからもハーキュリーズ神に料理を捧げて、彼に全快してもらうって気持ちだったから。アルテミス神に力を借りればそんなまどろっこしいことしなくたっていいですよって言われたとき、私にできることがあったはずなのに、いいのかなって」

　ディオニューソスはこびとのままなので、アップルはひとりでしゃべり続けなくてはならない。唇が乾かわくと、ワインのカップをかたむけた。

「ただでもらっても、努力してもらっても、結果は同じならただでもらった方がいいのかもしれない。でも努力してもらったものの方が、堂々してられて気持ちがいいから……アルテミス神には、頼らないことにしました」

　きっと母さんも生きていたら、神様を頼りにせず、自分の力でやってみなさいと言ってくれると思う。

　母は優しくて、強い人だった。

　ぼふん、と大きな煙が舞まい上あがり、アップルのかたわらには彼女の身みの丈たけの二倍ほどの大男が立っていた。

「彼女はいつも堂々している娘だった。海かい賊ぞくにとらえられても、おびえずに前を向いて。そんなに挑ちよう戦せん的てきな態度で、海賊たちに目をつけられたらどうするのだとひやひやしたものだ」

　アップルの母のことだ。昔海賊にとらえられた彼女を、たまたまさすらっていたディオニューソスが助けたのだ。

「いつでも神を信じている──と、彼女は言った。見えないものをよくそこまで信じられたものだ。彼女に杖はなかった。俺の姿を一度たりとも見たことはない。神に祈いのったが、神にすがることはなかった。いつも自分の営みを、自身の力で広げていたのだ」

　アップルの母の生まれは、けして裕ゆう福ふくではなかったと聞く。出で稼かせぎのためにさまざまな土地を渡り歩いていたらしい。そのさなか、乗っていた船がおそわれ海賊にとらえられたのだ──。

　料理の腕を生かして職に就つき、ハールーンに根づき、夫を見つけ子どもを育てた。あこがれの居酒屋も持って──。彼女は持たざる者でありながら、最終的には自分の手で望むものを手に入れたのである。

「母は、そういう人でしたね」

「俺は何度か彼女に杖を渡そうか悩んだことがある。だがこの土地はハーキュリーズが統とう括かつしており、うかつに魔法使いを増やすべきではなかった。そうなると俺がもともと土地神をしていたインカラへ彼女を連れて行くのが一番だが、それをするのは忍しのびなかった。この地でたくましく生きる彼女に、ただ俺のことを見てほしいからといって杖を渡すことはできない。つまりお前の母親は、神も手を出せぬくらいに、生き様が見事だったのだ」

　ワインを飲み干したディオニューソスに、アップルはおかわりを注いだ。

「俺は彼女の短い人生を嘆いたが、同時に感動もしたのだ。インカラには渡らん。ヘスティアーの情けを喜んで受けるなどできぬ。あいつは施しをくれてやるつもりなのかもしれないが──」

「ヘスティアー神は、けして施しのためにディオニューソス神に土地神のことを話したのではありません」

「アップル、悪いが──」

「ディオニューソス神。アップルの話をきちんと聞いてやってください」

　ざり、と地面を踏みしめる音がして、ふたりははじかれたように顔をあげた。

「オーガスト……」

「はい、小さくなって逃げないでくださいね。最初から僕がいたら、大きくならなかったに決まってるんですから」

　ディオニューソスはオーガストが苦手である。神はやりづらそうに顎ひげをいじった。

「ディオニューソス神、あなたにとってオリュンポス十二神とはどのような存在ですか？」

「……力の強さは、俺より上だ。ハーキュリーズよりも」

「ヘスティアーにとってあなたは、英雄なんですよ」

「星の英雄神はハーキュリーズだぞ。俺ではない」

「誰がその人にとっての英雄なのかは、それぞれですよ。ディオニューソス神の英雄がアップルの母であったように」

　アップルはおずおずと言いだした。

「土地神の話、お断りしたっていいと思います。でも……素直じゃないかもしれないけれど、ヘスティアー神がそう申し出たことに対しては、ディオニューソス神の言葉で返した方がいいです」

「……俺は、あの人をばかにされて怒ったのだ、アップルよ」

　墓を見つめながらディオニューソスはつぶやく。

「わかります。ならば、怒ったことを伝えましょう。私たちは供物を通して神に気持ちを伝えられますが、神様同士は言葉を介かいさないと、伝わらないのでしょう？」

「まったくだ。不便なものよ……俺も礼れい儀ぎを忘れておった。彼女の神殿に行こう」

　ディオニューソスはぼすんと小さくなり、アップルのエプロンのポケットにおさまった。

　アップルはポケットを優しく叩たたいてから、今もバッカスに居い候そうろうしているアスランをたずねるべく、オーガストと共に店に入った。




　ヘスティアーの好みをたずねると、アスランは難しい顔をした。

「俺はいつも供物に魚を捧げているのだ」

「魚……」

　漁師をしているアスランは、いつも漁でとれた一番いきのいい魚をヘスティアーに献上しているらしい。

「ま、まさか生魚？」

「もちろんだ。頭からぺろりとたいらげる」

「うわぁ……」

　オーガストが若干引き気味の声をあげている。

「ど、どうしよう。生魚が好みとかだったら、下手に手を入れない方がいいのかな」

　バッカスの厨房を借りてヘスティアーへの供物を作ろうかと思ったのだが……。

「神の力は、すなわち人間の営みの力だろう。アップルの思うとおりにやればいいのではないか？　先ほどおやじどのを手伝って、ケファラスなら新しん鮮せんなものがあるぞ」

「ケファラス？」

「鯛たいのことだよ、アップル」

　オーガストが教えてくれる。そういえば彼は外国語が堪能だったのだ。

「じゃ……パイ包みと、魚のスープにしようかな……」

　不断草とジャガイモ、そして鯛の身をパイ生地で包み焼きにする。焼き上がったパイにはレモン入りのクリームソースをたっぷりとかける。

　できたてのパイを、やけどに気をつけながらさくっとかじると、ふっくらとした鯛の身が口の中で崩れる。ぎっしりと身のひきしまった鯛の格別のおいしさを味わいながら、レモンクリームソースに浸して、シチューのようにして食べる。

　そして、白身魚のスープ（プサロスパ）。旬の野菜と白身魚をじっくり煮込むスープだ。

　レモンを加えてさっぱりとさせたり、カボチャを加えて甘く仕上げたりと、アレンジのつけ方もさまざまである。具だくさんのスープはそのままでもおいしいが、米と卵を加えて煮ると、おいしい締めの料理になる。

　魚のうまみ成分たっぷりの煮汁は、舌から胃へじんわりとしみこんで、たまらないおいしさだ。

　アップルは今回、カボチャとジャガイモをたっぷりと入れて、米を加えた。

　二品に加え、アスランがアラックを取り出した。以前アップルに飲ませてくれたものである。甘いアラックにはジュースがよく合う。

　アップルは林りん檎ごの果か汁じゆうをアラックに加え、甘いつまみ用に作り置きしていた、いちじくの砂糖づけを細かく刻んで加えた。糖とう蜜みつの酒と二種類の果物が混じり合った、女神に捧げるにふさわしい、甘くさわやかな口あたりのカクテルである。

「このような飲み方もあるのだな」

　アスランが感心したように言う。

「はい。以前お酒をいただいたときに、女性ならこういう飲み方を好むかなと。アラックは強いお酒ですから、人によってはほんの少し加えるだけでもいいかもしれませんね」

　アルコールといちじくの砂糖漬づけが混じり合って、大人だけが味わえる甘みに仕上がった。

　味見を終え、アップルは満足げにうなずく。大丈夫そうだ。新しいお酒を使ってカクテルを作るときは、どうしても慎重になる。

　一等いいグラスにカクテルを注ぎ、林檎の皮をむいて飾りつけをする。パイが焼きあがり、香ばしい匂いをたしかめる。準備は整った。

「供物ができました。招待をお願いします」

　アップルが言うと、アスランは腕輪にふれた。景色は海辺の神殿に変わり、さざ波の音が心地ここちよく流れてくる。

「おいしそうじゃない！」

　ヘスティアーはアップルの持ったトレーを見るなり、目を輝かせた。

「お魚とカクテル！　いいわねぇ！」

「どうぞ召し上がってください」

　岩のテーブルに料理と酒を置くと、ヘスティアーははっとした顔になった。

「む……まだよ。ディオニューソス神はいる？」

　どうやら料理と酒を前に興奮して、本題を一瞬忘れてしまったようである。

　アップルがポケットからディオニューソスを取り出すと、彼は同時にぼすんと大きくなった。

「あ……」

　ヘスティアーは口をぱくぱくさせてから言った。

「あなた、私のありがたーいお話をきちんと聞かないで、今までどこほっつき歩いてたのよ！」

「俺に十二神の資格を譲るつもりだと聞いたが」

　ヘスティアーは腕を組む。

「喜びなさい。差し上げてもいいわ。私、杖を与えるのはアスランを最後にするつもりよ。インカラを統すべる神の座をおりるわ」

「俺は十二神の座はいらぬ。譲りたいならば、別の神に譲るがいい」

「なんですって」

　ヘスティアーは唇をとがらせた。

「十二神になったら、インカラで窮屈な思いなどせずにすむわよ。以前みたいに派手に海賊船を沈しずめたり、気に入らないやつをイルカに変えたりすればいいわ」

「そういったことをもうやるつもりはないのだ。引退したんだよ。ありがた迷めい惑わくというやつだ」

　アップルはディオニューソスとヘスティアーをおそるおそる見比べた。ディオニューソスは落ち着いた様子だったが、ヘスティアーはわなわなと肩をふるわせている。

「納得いかないわ！　あなたはこれからも、その娘のそばにいるというわけ!?」

　アップルを指さして、ヘスティアーは叫ぶ。

「この娘は俺の英雄の忘れ形見。見守ることのなにが悪い」

「英雄ですって？」

「アップルの母親のことだ」

「なによ、たかが人間じゃないの！」

「ヘスティアー、わからぬか。俺たちは人間の営みを受け、こうして神としての役割を与えられているのだ。人がいなければ神は生まれぬ。おごり高ぶるのはやめておけ」

　ヘスティアーははっとしたような顔をしたが、すぐにしかめ面になる。そしてしぼり出すように言った。

「……勝負しなさい」

「勝負？」

「本当にあなたの英雄が、神の役目を捨てるほどにすばらしいと言うのなら、勝負をなさいと言っているの！　その娘、まがりなりにも『杖持ち』でしょう。ディオニューソス神を夢中にさせた女の忘れ形見ならさぞかし優ゆう秀しゆうなんでしょうね。私のアスランと戦うのよ」

（ええ──!!）

　アップルは思わぬ展開に目を白黒させた。

「ヘスティアー神よ。それはさすがに……」

　アスランもおろおろしながらアップルを見ている。

「アップルは杖を半分しか持っていないのだろう。しかも女性だ……俺には戦うなどできない」

　アップルは蒼そう白はくになった。自分はオーガストとは違い、魔法を使うすべを知らない。アスランのように体格もよくないし……。

　オーガストは目をすがめた。

「アップル、僕がいくよ。さすがに君を戦いには出せないからね」

「でも」

　屋敷での決闘で、アスランは杖を出さなかったが、今度こそは杖を持つ者同士の戦いになる。オーガストとて半分しか杖がないのだから不利だ。

　ヘスティアーはアップルとオーガストに向かって、手のひらをかざした。

　ふたりの腹が光り、少年神ハーキュリーズが浮かび上がる。

「勝負するのに、彼らの神がいないんじゃね。招待してあげたわ」

　ハーキュリーズはぶすっとした顔をして現れた。

「私の魔法使いを戦わせたいそうだな」

「そうよ。あなたが契約した統率者なのだから、優秀な魔法使いなんでしょう？」

「もちろんだ」

　アップルはおろおろとハーキュリーズを見やる。彼が正式に契約しようとしていたのはオーガストであり、自分ではない。アップルが杖を持っているのは半ば事故のようなもので──。

　ハーキュリーズがにやりと笑う。

「アップル。お前はオーガストよりも、勝負が得意だったろう」

　アップルははっとした顔になった。

（賭かけ飲みだ……！）

　たしかにそれなら、魔法使い同士の戦いに赴おもむくよりは、勝機がある。だが、アスランも酒は相当強い。あのアラックを日常的に飲んでいるとしたら、いくら『鉄の肝かん臓ぞうのアップル』とはいえ、勝てる見込みは五分五分といったところである。

「ハーキュリーズ。それだと僕のかっこいいところがぜんぜん見せられないんで、他の提案をしてもらいたいんですけど」

　オーガストがハーキュリーズにこそこそと話しかけて、うっとうしそうに払われている。

「アップルと勝負させるなら賭け飲みで、オーガストと勝負させるなら魔法だ。どちらにする？」

　どうやらハーキュリーズは譲じよう歩ほしたらしい。

　ヘスティアーはしばし考えてから言った。

「賭け飲みにするわ」

　オーガストはがっくりとうなだれている。

「でも、ただの賭け飲みじゃだめよ。それじゃ魔法使いの力もなんにも関係ないでしょ。アスラン、見せてあげなさい」

　アスランは自分の腹からすっと杖を取り出した。彼が杖を向けると、そこに浮かび上がったのは黒いロバが数匹ひきである。

「私の聖獣よ。アスランの能力はこのロバを自在に操あやつること。片方の杖を持つ旦那の方は、このロバと戦ってもらうわ。言っておくけど、ただのロバじゃないわよ」

　蹄ひづめからぼっと炎ほのおが舞い上がり、アップルは驚いた。海辺に足をついているにもかかわらず、ロバの炎は消えずに燃えている。

「さすがに私も女の子に無体なことはしないわ。アスランを使わずとも、そこの出で来き損そこないの男はロバ相手で十分。娘の方は酒におぼれ、男の方はロバに焼き殺されるといいでしょう。私男が嫌いだから、そのあたりは容赦ないわよ」

　オーガストは自分に活かつ躍やくの場が巡めぐってきて、喜んだ。

「やったー。なんか簡単そうなやつ相手にしてくれるって。アップルはもうとっくに酒におぼれてるし、この勝負もらったね！」

「誰がいつ酒におぼれたのよっ！」

　たしかにロバはのろそうだが、あの足下の炎が非常にやっかいである。オーガストは大丈夫なのだろうか。

「ふん。星の雷いかずちでロバごと消し炭にしてくれるわ」

　ハーキュリーズは魔法使いをばかにされたことにご立腹のようで、絶対負けるなよわかったかと、ふたりに活を入れている。

　ともかく、ここまで神たちがやる気になっているのだから、戦いは避さけられないようだ。

「ディオニューソス神。私、母さんがすばらしい人だったってこと、この勝負で証明してきます！」

　アップルがぐっと力こぶを作ると、ディオニューソスは弱ったような声をあげた。

「まったく……ふたりとも俺の魔法使いではないんだがな。しかしヘスティアーは一度言いだしたらひかぬ。お前が倒れそうになったら即刻勝負は中止にしてやろう」




　アップルはアラックを前にして、心を鎮しずめていた。

　アスランとふたりで一杯ずつアラックを飲み、倒れた方が負けである。

　もうひとつ。オーガストがロバに倒されれば、アップルがいくら酒を飲み続けられたとしても、やはりこちらの負けである。

　つまりは、オーガストが時間稼ぎをしてくれている間に、アップルはアスランのことをつぶしてしまわなくてはならないのだ。

　賭け飲みでは負け知らずだったが、今度はどうなるかわからない。目の前ではオーガストが聖獣を相手に戦おうとしている。正直気が気ではないのだが……。

　はじめの一杯を杯さかずきに注ぐ。水を混ぜない透とう明めいなままのアラックだ。

「無理ならそう言うといい。俺が先に倒れたことにしてやる」

　アスランが耳打ちをしてきて、アップルははっと顔をあげた。

「あなたががんばる必要はどこにもない。女性は男に守られてしかるべきだ」

「……いえ」

　やはり、自分はアスランが夫ではうまくいかなかったと思う。

「私も、杖を授かった者ですから。……魔法を使った勝負ではないですけど。がんばります！」

　アップルは、オーガストと杖を分け合った。片方が守られているだけでは、統率者としては不十分だ。

「それならば俺も、あなたと本気で勝負するのが礼儀だ。後悔するなよ。俺はヘスティアーのしもべも同然だ。彼女が仕し掛かけた勝負である以上、手加減はしない」

「望むところです」

「始めましょうか」

　ヘスティアーが指を鳴らすと、ふたりは同時に杯をかたむけた。喉を焼くような熱い酒に、アップルの顔はたちまち火ほ照てり、目のふちまでせり上がるような熱を感じる。

（さっすがに、薄うすめないのはきついか）

　今まで賭け飲みで使ってきたどんな酒より強い。アップルは飲みきってから唇をぬぐった。バッカスでアスランが出してくれたときは、だいぶ薄めてあったのだ。糖蜜の味を楽しむ余よ裕ゆうがない。

　彼は横目ではらはらとアップルの様子を探さぐっている。

「ふっふっふ……」

「アップル」

　笑いだしたアップルに、アスランはうろたえた。

「こんなお酒初めて……。世界は広いんだね……。この肝臓を持って生まれたからには、負けてられないわ！」

　オーガストにとびかかるロバが視界に入り、アップルは息をのむ。炎がオーガストのマントを焦こがす。彼の表情に一瞬の焦りが浮かんだ。とっととアスランをつぶしてしまわなくては、彼の命が危ない。

「さっさと次いきましょう」

　アップルは目を据わらせて、杯にアラックを注いだ。




　もう何十杯胃に流しこんだことだろうか。オーガストがロバに蹴けられたとき、アップルは思わずめまいがした。

（オーガスト！）

　彼はすでにぼろぼろだった。ロバはのろのろとした動きで油断させておきながら、瞬しゆん時じに水を蹴ってオーガストの懐ふところにとびこんでくるのだ。最初は余裕に見えた彼も、ふくらはぎまで浸つかる海水に体力を奪われ、動きがにぶくなっている。

　おまけに彼の魔法は雷で、水に雷を流してしまうと自分まで被害を食らいかねないのである。的確に、ロバの頭や胴どう体たいを狙ねらって魔法を使わねばならず、苦戦を強しいられた。オーガストの魔法はなかなか当たらず、当たってもほんの少しかするだけだ。

　彼の雷はロバの動きを削ぎこそすれ、倒すにはいたらなかった。炎をまとった足で突とつ進しんされてはたまったものではない。彼はたくみに避けたり足止めをしたりするものの、すでに服のあちこちが焼やけ焦こげ、肩で息をしている。

「アップル」

　アスランがよろけた彼女を支えようとするが、アップルは首を横にふる。

「もうやめておけ。降参するんだ」

「いや！」

　オーガストががんばっているのに、負けてはいられない。

　アップルは次の杯をぐっと呷ったと同時に、オーガストの持っていた杖が折れた。杖がとんで円を描えがき、砂すな浜はまにずぶりと刺さる。

　突然のことに驚いて、アップルは思わず杯を落としそうになったが、どうにかこらえた。

「オーガスト！」

　そんな。丸まる腰ごしの彼がどうやって聖獣と戦えるというのだ。

　オーガストは額の汗あせをぬぐってから、ハーキュリーズに向かって叫んだ。

「ここでもう一本の杖を僕が使うことはできますか？」

「……ヘスティアーの許可があれば。地上のことわりではアップルの杖はオーガストに譲じよう渡とはできぬが、この空間に限るならば可能だ」

「いいわよお。その方が面白いし」

　ヘスティアーが指を鳴らすと、アップルの腹がまばゆく光り始めた。

「アップル、ごめん。杖貸して。ロバさんちょっと休戦！」

　手で大きな×バツ印を作ると、オーガストはずぶずぶと陸にあがってきた。

　口調は軽いが、真しん剣けんな顔つきである。予想以上に聖獣とアスランがやっかいだと身にしみているのだろう。

　彼はアップルの腰を支え、腹に手をあてた。

「い、痛っ、イタタタ」

「ごめんね、ちょっとがまんがまん……」

　思わずオーガストのマントをぎゅっとつかんでしまう。アスランは目のやり場に困り、顔をそらした。

「ふ～。杖とれたよ。がんばったね」

　オーガストがアップルの頭をなだめるようにしてなでた。アスランがおそるおそるといった様子でたずねた。

「アップルは……自力で杖を出せないのか」

「そうだよ。もともと僕の杖をアップルが無理に持っている状態なんだ。そう簡単に出し入れできないんだよ。まあ僕が出すの下手くそなんだけど」

　アップルはしばらく呼吸を整えていたが、やがて目を据わらせて、杯を手に取った。

「痛くてすっかり酔いがさめた」

「おーっ、さすがアップルさん！　いいところ見せちゃって～」

　オーガストが手を叩いてアップルをたきつけると、ゆっくりと立ち上がった。

「じゃ、僕もがんばってくるね」

　アップルの杖を大切そうに持って、穏やかに笑うと、オーガストは背中を向ける。

　アップルはじっとその背を見つめながら、アラックに口をつける。不思議なことに、あれほど熱くて味わうことすらできなかったアラックが甘く感じるのはなぜなのだろうか。オーガストが来てくれたから……？

　オーガストの自分を気き遣づかうような優しげな笑え顔がおが、アップルの焦りをすっかり溶かしきってしまったようだ。こんな局面でも、彼の余裕は崩れていなかったのだ。

　彼がいるから、大丈夫。なんの保証もないというのに、なんとなくそう思えるのが不思議である。アップルは彼を信じていた。そして彼が信じてくれる、自分のことも──。

　彼女は次から次へと酒を注ぎ、流しこむ。アスランはだんだん遅おくれをとるようになり、アップルが合わせてやるようになった。

　オーガストは先ほどよりも動きが素す早ばやくなったようだ。ロバの動きを読み始めたのだ。魔法の力が少ない代わりに、オーガストは頭を使って戦うのである。ヘスティアーが舌打ちをする。

（あれ……そういえば、おつまみがないのに、よくこんなに飲めたものだな）

　つまみがあれば酒が進んでしまうアップルだったが、なにもなしにここまで飲み続けられたことは今までない。

　隣のアスランは、どんどん顔色が悪くなってくる。

　オーガストを目で追いながら、アラックの甘さを味わって、もう一杯、もう一杯と酒が進む。

　水しぶきがオーガストにふりかかり、彼のマントがひるがえる。杖からまぶしい雷が放たれるたびに、アップルは酒の強さも忘れ、彼に夢中になった。

　これはもしかして、夫の活躍を肴さかなに、いくらでも飲めている状態──。
















「そこまでよ」

　ヘスティアーが手をかざすと、ロバがしゅんっと音を立てて消えてしまった。

「このままだと、私のアスランが壊こわれる！　もうおしまいよ」

　横で、アスランは前のめりになって倒れている。アップルは杯を両手で持ったままきょとんとしていた。アラックの入っていた甕かめは、もう空である。

　オーガストはあがった息を整えて、砂浜にあがってきた。濡ぬれた前髪をかき上げている。アップルはどぎまぎしっぱなしであった。

「酔っちゃった？　顔赤いね」

　アップルに杖を戻そうとして、オーガストはふと気づいたように言った。

「うん……たぶん、酔った」

　照れをごまかすように酒をおかわりしようとしたのだが、アスランと一緒にとっくに飲みきってしまったことを思い出した。




「約束どおり、私は十二神の座をディオニューソスに渡すのはあきらめるわ」

　テーブルにつき、ていねいに鯛のパイ包みを口に運びながら、ヘスティアーは言った。

「まったく呆れた飲みっぷりね。そんなに酒飲む子は初めて見たわ。途と中ちゆうまで勝てそうだったのに、旦那が来たら急にけろっとし始めるし」

「愛の力ですから」

　オーガストがさらりと言う。

　アスランは砂浜にぐったりと倒れていたが、ヘスティアーの加護を受け、回復のために眠っている状態らしい。

「私の魔法使いがロバごときに負けるわけないだろう。見くびられては困る！」

「あなた、その杖直す体力あるわけ」

　オーガストの折れた杖を指して、ヘスティアーは言う。

「……アップルの供物があれば、なんとか……」

　アップルは作りすぎたヘスティアーへの供物をとり分け、ハーキュリーズに差し出した。

　力を使うとたちまち消しよう耗もうしてしまうハーキュリーズは、黙ってそれを咀そ嚼しやくする。彼の顔色が少しよくなると、アップルはほっと息をついた。

「ふん、情けない。貸してみなさい」

　オーガストに杖を持ってくるように命じると、ヘスティアーは杖のつなぎ目に手を当て、折れた杖を元に戻した。

「十二神たる私にかかればこんなものよ！　恐れ入った!?」

「ありがとうございます」

　オーガストはほっとしたように杖を撫でた。

「それで、ヘスティアー神。約束の加護をお願いしますよ。お見合い祭りと、それから──」

「あなたの義母のことでしょ」

　アップルははじかれたように顔をあげた。ヘスティアーは涼すずしい顔で言う。

「私は家庭の中心、炉を司る神なのよ。家庭の問題はお見通し。この供物にも、ナルラ家の未亡人を案じる気持ちが入ってるわ」

「アップル……」

　オーガストが心配そうな顔でアップルを見つめる。

「ご、ごめん。よけいなお世話だってわかってるけど、どうしても気になって。私の家族になる人だから……」

「言っておくけど、私の力でなんでもかんでもうまくいくとは限らないわよ。加護を与えても、決裂する家族は決裂するわ。きっかけは与えるけど、それだけよ。神の意思があってもなるようにしかならないんだから」

「わかってます。だからこそ、加護を願いたいのです。人間の力で切り開く未来こそが営みの力だと、魔法使いのはしくれとして理解しています」

　オーガストが折り目正しく礼をすると、ふん、とヘスティアーは顔をそらす。

「この供物がまぁまぁいける味だから、加護を与えるわ。ほら」

　ヘスティアーがフォークで海の中を指すと、桃色の貝殻が浮かび上がり、アップルとオーガストの手のひらにおさまる。

「お守りよ。持っていなさい。杖はあげられないけど、ほんの小さな加護ならそれで十分でしょう」

　オーガストが貝殻をひっくり返して、目をすがめる。

「あ、すみません。これ形悪いんで、あっちの貝殻と取り替えてもらっていいですか？」

「図々しいわねっ！　好きなの持って行きなさいよ！」

「アップル、これで髪飾り作ろうね」

「う、うん……」

　オーガストは気に入った形の貝殻をいくつか選び取ると、ハンカチで大事そうにくるんだ。

　ヘスティアーは改まったように口を開いた。

「ディオニューソス。私、昔のようなあなたを見てみたかったの。奇き跡せきを何度も起こすあなたをね。でも、しばらくはいいわ。そのふたりの出来損ないの魔法使いがアスラン相手に奮ふん闘とうしたのも、十分奇跡と言えるし」

「ヘスティアー……」

「まぁそもそも昔のあなたなら、私から資格をもらったりはしないわよね。まだ気き概がいがなくなってないみたいで安心したわ」

　ディオニューソスはさっぱりとした口調で言った。

「俺が人だった頃から見守ってくれたことには感謝している、ヘスティアー」

　ヘスティアーはカクテルをぐっと飲み干す。

「しばらくお別れね。ディオニューソス……私、いつかのあなたにまた会えるまで、絶対にあきらめませんからね！」

　一方的に言い切ってしまうと、ヘスティアーは指を鳴らした。

　景色がバッカスの店内に戻ってゆく。ディオニューソスは後ろ頭をかいた。

「まったく、人騒がせな女だ。やれやれ、ようやく一件落着か」

　ぼすんと小さくなったディオニューソスは、アップルのポケットという定位置におさまり、丸くなる。

　アップルは安心して、ずるずると座りこんでしまった。今頃になって酔いが回ってきたらしい。頭がぼんやりするし、胃の中は熱くどろどろとしてなにやらとんでもないことになっている。戻しそうなわけではないが、もういっさい、何も流しこめそうにない。

「アップル、大丈夫？」

　ぐったりとしたアップルをオーガストが支えてくれる。体に力が入らずに、彼によりかかった。

「途中からかなりの早さで飲んでたもんね。それに僕が杖をとって体力使わせちゃったし──」

「オーガスト」

　アップルが彼のぼろぼろのマントの襟を引くと、「どうしたの」と返ってくる。

　彼の微笑ほほえみがいつも以上に優しくて、そのまなざしにアップルの胸はときめいた。

「今日、すごくかっこよかったよ。おつまみなしでいけるくらい」

「よくわかんないけど、ありがと」

　オーガストがキスをしようとして、顔をしかめた。

「ほんっとに酒臭いね。このままキスしたら僕も倒れそうだから、がまんするしかないな……」

　よく聞こえずに、アップルは首をかしげる。

「えー？」

「しばらくお酒を控えてね、できないと思うけど」

「ねーなんで今キスしなかったの、ねえねえ」

　アップルは彼の襟首をつかんで大声をあげる。

　オーガストは頰をひくつかせた。

「わーめんどくさいくらい酔ってる！　お義に兄いさん、いますー？　裏通りに停とめておいた馬車をここまで呼んできてほしいんですけどー。あとお客人もここで伸のびてるから……」

「オーガスト！　なんでキスしてくれないの！」

「薬草茶飲んで臭いの消してくれたらキスしてあげるよ」

「もうなにも入らない……うっ……」

　酒のおかげで、アップルの感情の起き伏ふくは嵐あらしのように激しかった。アップルの心は悲しみに満たされていった。




　アップルが泣き上戸であったとは知らなかった。

　彼女が肩をふるわせて泣き始めると、かけつけたクリスがあまりの惨さん状じように絶句した。床ゆかに伸びて眠りこけるアスラン、泣きながら「おなかいっぱいだからお茶が入らない」とだだをこねるアップル、アップルを抱き上げたまま途と方ほうにくれるオーガスト。しかも彼はあちこち焼け焦げだらけなのに、なぜかずぶぬれときている。

「……どうされたんですか……？」

「アップルが、アラックをかなりの量飲みました。アスランも……僕は、火事と水害を同時にこうむったような状態で」

　アップルは、オーガストのシャツで鼻をかんでいる。鎖さ骨こつのあたりに湿しめっぽい感覚がある。

「よ、よくわからないですけど、手当ては必要ですか？」

「いえ、特に怪我もしてないですし。それよりアップルが心配で」

「まったくもう……結婚したんだから無茶な飲み方するなよなぁ……。馬車を呼びますね。あとその子は重いからそのへんに転がしといてください」

「いえ、こんなに甘えてくれることは滅めつ多たにないんで、しばらくあやしてますよ。まぁ重いからソファはお借りしますけど」

　オーガストはソファに座ると、アップルを膝ひざに乗せて上機嫌であった。

　普ふ段だんはキスをいやがる妻が、キスをしてもらえないとだだをこねている。もしかして、これを逃のがしたら一生見られない姿かもしれない。

　アップルは酔っぱらうと素直で可愛いのである。

「重いってなんなのよぉ。私がいつ重くなったっていうのよ！」

「うんうん、君は出会ったときから重たかったよ。安心おし」

　彼女はぐすぐすと鼻を鳴らして、さらにオーガストのシャツをべたべたにした。

「どうせ私は重たいし、がさつだし、大酒飲みだから、キスしたくないんでしょ……うっ、ずびっ」

「いつもキスしたがらないのは君の方じゃないか」

「だってオーガストは、私がニンニクを使って調理してるときに限って、キスしようとしてくる……味見してるから口が臭いのに……断るしかないもん……うっ……」

　オーガストは目を見開いた。

　そういえば、口にキスをしようとしたとき、アップルがつれなくなったり、頰を差し出してさっさと終わらせようとしてきたことがあった。

（ニンニク……そんな理由でキスをいやがっていたのか……）

　気にしなくてもいいのに。アップルが作った料理はオーガストが食べるのだし、どのみちふたりともニンニク臭くなるのだから。

　だがアップルの乙女心はそれを許さなかったらしい。

「スパイスとか、ちょっとくせのあるハーブとか、結構強いお酒なんかも使って料理してるから、キスできないときもあるんだもん……」

「ごめん、知らなかったよ。僕は君とのキスをいやがったことはないよ」

「今いやがっただろ！　噓つくな！」

「ぐえっ」

　アップルがタイを思い切りひっぱったので、オーガストはあやうく絞しめ殺ころされそうになった。

（……もう馬車も呼んでもらったし、いいかぁ）

　オーガストはなんとかタイをほどくと、アップルの頰に手を添えて、キスをした。いつもの挨あい拶さつ程度ではなく、恋人同士のような……もとい、夫婦のキスである。

　アップルは突然のキスに驚き、顔をこわばらせた。

「むむっ、むー！」

　妻が色気のない声をあげていたが、気にせず続行した。しばらくすると彼女はとろんとした顔になり、ぐずぐずと力が入らなくなった。

　オーガストは満足した。

　ずっとあこがれていたキスのひとつだったが、なかなかよろしい。アップルも酒が抜けたときに、このキスをおぼえていてくれたなら、なおさらよろしい。

　ようやく顔を離した後、彼の顔はみるみる青くなった。

「うっ……酒くさっ……」

　顔を天てん井じように向けて、オーガストはがっくりと体の力を抜いた。
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「オーガスト……ちょっといい？」

　アップルが珍めずらしく書しよ斎さいをたずねると、オーガストは書類から顔をあげた。

　ヘスティアーが去ってから三日。夫はお見合い祭りの準備を進めていた。結けつ婚こん適てき齢れい期きの男女がハールーンにどれくらいいるのか、調査報告書があがってきたのだ。男女比をできるだけ均等にするべく、工く夫ふうをこらさなくてはならないらしい。

　以前から彼かれが進めていた橋の修理が終わり次し第だい、新たな観光名所を作るのだという。お見合い祭りに合わせてお披ひ露ろ目めをするのだ。

　旦だん那な様は結婚式を成功させるべく、試し行こう錯さく誤ごされているのですよ──と言う執しつ事じの言葉に、アップルは後あと押おしされた。

　杖つえはふたりで一本。ならばアップルも、統とう率そつ者しやのひとりだ。オーガストの力になるのが、アップルのつとめ。

「あのね……結婚式のことなんだけど……」

「アップル、無理しなくてもいいよ。結婚式とお見合い祭り、一いつ緒しよにやりたくないなら……」

「やる。だから、作法の練習をしたくて。でも……こういうのって誰だれに習ったらいいの？」

　オーガストは驚おどろいたような顔をした。

「でも君、いやがってたじゃない」

「そ、そりゃ緊きん張ちようするだろうし、気は進まないけど。私も伯はく爵しやく夫ふ人じんなんだし、決めるときは決めないと。酒の一杯ぱいでもひっかければなんとか挨あい拶さつもいけるだろうし」

「酒ひっかけて挨拶するのは、ふつうは新婦じゃなくて新婦のお父さんだろうけどね……」

　オーガストは難しい顔になった。

「本当なら、適任は義か母あさんなんだけど。しょうがないから、誰か先生を呼ぶ？」

「あの、旦那様……」

　レノスがドアをノックし、遠えん慮りよがちに声をかける。

「カシア様がいらっしゃいました」

　アップルは大きな瞳ひとみをまばたかせた。なんという偶ぐう然ぜんだろう。そっと、結ゆい上あげた髪かみの上で輝かがやく桃もも色いろの貝かい殻がらにふれる。ヘスティアーの加護が宿った貝殻が、カシアを呼び寄せたのだろうか。

　オーガストと共に客間に向かうと、カシアはくつろいだ様子でソファに座すわっていた。執事のアグニも一緒だ。

「どうしたんですか義母さん、珍しい」

　オーガストが挨拶もそこそこにそう口にすると、カシアはとろんとした目になって言った。

「なんとなく……ここに来なければならない気がしたの」

　カシアはアップルの姿を上から下までながめてから口を開く。

「ブランデーケーキ」

「は、はい」

　お土産みやげに渡わたしたあのケーキがどうかしたのだろうか。あいにく今は作り置きがないのだが……。

「あのケーキ、主人が好きでしたの。昔ふたりで出かけたとき、珍しく主人はお菓か子しを持っていて。ブランデーケーキをひとつどうかと、私にくださった。私はそのケーキを初めて食べました。私はあの人と連つれ添そって長いけれど、あのケーキが好きだとは知らなかった。てっきり、オーガストの母が食べさせていたものだと……」

　夫が愛人と一緒に楽しんでいたケーキ。カシアはそう思ったのだ。

　ゆっくりと、少しずつ記き憶おくをたどるようにして、カシアは続けた。

「あのケーキの味が、私の知らないあの人の味のようで。おいしかったけれど、ケーキはいらないと断ればよかったとずっと後こう悔かいしていたの……でも、あなたから同じケーキをもらって、オーガストの母のケーキではないとわかったのよ……」

　無表情だったカシアの顔がくしゃりとゆがんで、アップルははっとした。

（そうか……それで、あのケーキに反応していたんだ。自分の勘かん違ちがいだったとわかって……）

　ブランデーケーキはアップルの母親がアレンジして作ったケーキなので、クロウ家だけに伝わる味だ。同じ味の品は市場にも出回っておらず、似たような品があっても決定的に味が異なる。ケーキがナルラ伯爵の食べていたものと全く同じ味だったなら、それはアップルの母親が、屋や敷しきでキッチンメイドをしていたときに作ったものだ。

　あの後、アップルのケーキを食べたことで、カシアの長年の誤解がとけたのだ。

「僕ぼくの母親は料理が下手でしたから、ケーキなんて作れませんよ」

「……本当は夫にケーキを勧すすめられたあのとき、悔しかったのよ。夫をとられて……くやしくない妻なんている？　でも私は気持ちに蓋ふたをしてきた」

「お義母さま……」

「オーガストさん。あなたはなにも悪くない。けれど割り切るには、私の心はあまりにもすさみきっていた。こんな私を知りたくなかった。なので、あなたと接するのを避さけていたのよ。辛つらいことからは目を背そむけていたの、ずっと……」

　オーガストは複雑そうな顔をしている。カシアは淡たん々たんと話し続ける。

「でも……あなたたちと食事をして、当時のことを思い出しました。少しずつ。ぬかるみに浸つかるようにしてすべてを忘れようとしていたけれど、新しい伯爵を前にしては、それも無理のようです。まずは私がふがいない義は母はであったことを謝あやまります」

　オーガストは珍しく、面食らったようだった。

「いえ、気にしないでください、無理のないことです」

「爵しやく位いを継ついでから、ずっとあなたをひとりにさせていましたね。今になってそれを後悔しています。それから──」

　カシアはまっすぐにアップルを見つめた。

「領民の前に出すには、アップルではあまりにも心こころ許もとないでしょう」

　アップルは息をのんだ。

「それが私の意見です。結婚式には欠席のお返事をしましたが、今のところそれを覆くつがえす気持ちはありません」

　加護は与あたえるが、家庭円満になるとは限らない。壊こわれる家族は神の力をもってしても壊れてしまう──。

　アップルは髪飾りにふれた。カシアはやってきた。うつろだった彼かの女じよを捨て去り、息子むすこ夫妻にかかわりを持とうとした。おそらくヘスティアーの加護は「そこまで」なのだ。

「義母さん、それは──」

　オーガストが口を開いたところで、アップルは前に進み出た。

「おっしゃる通りだと思います。なにも持っていない私ではひどく心許ないでしょう。図ずう々ずうしいことを承知でお願いしますが、結婚式までの間、お義母様が私の先生になっていただけないでしょうか」

「アップル」

「家いえ柄がらはないけど、体力はあります。私に足りない教養を、お義母様に教えていただきたいのです。お屋敷まで毎日通います。お義母様のために食事も作ります。お元気になられるように、毎日」

「伯爵夫人は食事など作りません」

　やわらかい口調だったが、はっきりとそう言われ、アップルは口をつぐんだ。

「オーガストはあなたをずいぶんと自由にさせているようですが、たとえ趣しゆ味みでも下働きの真ま似ねごとをするなど品格を失います」

「そ……そう、です、よね……」

　当たり前の反応だ。屋敷の使用人たちはみなオーガストの手前なにも言わないけれど、本当だったらふたりで厨ちゆう房ぼうという使用人の領域に入いり浸びたり、食事を作って食べることなんて、あってはならないことなのだ。

　カシアは少しの間を置いてから言った。

「ですが、それがあなたの『営み』としてハーキュリーズに認められているなら、それは杖を持つ者としての仕事です」

「え……？」

　アップルはきょとんとした顔をした。

「私に料理は不要です。ハーキュリーズへの供く物もつのおすそわけとしてならいただきましょう。あなたの先生にはなりますが、言っておきます。出来が悪いまま結婚式を迎むかえるようならば、私は式に参加しません」

　そう言い切ったカシアの瞳には、わずかに生気のようなものが宿っていた。

「オーガスト」

「なんでしょう、義母さん」

「いつもいろいろと贈おくり物ものをありがとう。私にはもう不要ですから、妻の教育のために使いなさい」

「わかりました」

「それだけ伝えたかったの。もう帰るわ」

　カシアを玄げん関かん口ぐちまで送り出し、彼女とアグニを乗せた馬車が去ると、アップルはこぶしを握にぎりしめた。

「よし！　これで一歩前進……？」

「君ががんばらないと後退するけどね」

「う……。わかってる。でも、精せい一いつ杯ぱいやるよ。ヘスティアーに加護をもらえてよかったね」

「……ヘスティアーの加護は、あくまで運命が進むように補助をするだけだ。きっと本当のきっかけは、君のブランデーケーキだと思うよ」

　ブランデーの味が強く情熱的な母直じき伝でんのケーキ。もしかしたら天国の母からの結婚祝いだったのかもしれない……と思うのは、いささか都合よくとりすぎだろうか。

「今日のハーキュリーズの供物はブランデーケーキにする」

　林りん檎ご味のブランデーに干し果物をたくさん加えて、香かおりづけもして。きっとおいしく仕上がる。

　アップルが上じよう機き嫌げんでキッチンへ向かう背中を、オーガストは優やさしく見守った。





[image: ]






　アップルはカップに酸味の強いコーヒーを注いだ。やはりケーキに合うのは苦みのある飲み物である。さらに角砂糖を載のせたスプーンをカップの上に載せ、ブランデーをかけた。

　アップルの手元を、ハーキュリーズが興きよう味み津しん々しんにのぞきこむ。

「なにをするつもりなのだ」

「まあ見ていてください。あ、危ないから顔はそんなに近づけないで」

　アップルがマッチに火をつけ角砂糖を燃やすと、ハーキュリーズは驚きに目を見開いた。

　角砂糖を燃やす灯火。アップルがそっと手をかざして暗くしてやると、スプーンの上で青青と火が揺らめく。

　カフェ・ロワイヤルは、コーヒーとブランデーのホットカクテルだ。角砂糖から火が消えたら、コーヒーに入れて味わう。

　ブランデーをしみこませた角砂糖の、禁断ともいえる味わい。ドラマチックな演出も酒飲みの心を刺し激げきするというものである。火が入ったことでブランデーの香りが豊かにたちのぼり、楽しませてくれるのだ。

「へへっ。これやるときいつも緊張しちゃうんですよね」

　昔は手元が狂くるって軽くやけどしてしまったこともあった。バッカスでお祝いごとがあったとき、特別な一杯を注文されるときはアップルがお客さんのカップに手ずから火をつけていたのだ。

「ずいぶんと面おも白しろい薬酒ネクタールだ。久々にわくわくしたぞ」

「ありがとうございます」

「……これなら、純潔の契けい約やくもとけるな」

　ハーキュリーズは角砂糖をコーヒーに落としてから言った。

「……え、今なんとおっしゃいました？」

「今夜は満月だ。つまり、条件が揃そろったのだ」

　ハーキュリーズの神しん殿でんのそばにそびえる大樹。枝からは黄こ金がね色いろの林檎がぶらさがっているが、その林檎の内側に、ほんのり薄うす桃もも色いろの光がこもっている。

「純潔の契約が、満月の日に限り返せそうなのだ」

「そ、そんな……」

「アップルー、なにこそこそやってるのー？」

　少しの間アップルと話をしたいから離はなれているように、と言われたオーガストは大樹の根元に座りこみ、こちらをうかがうような声をあげている。

「お前の供物のおかげで思ったよりも回復が早くてな。愛情という営みがたっぷり入っている。カシアとの縁えんが入ったことで、お前の営みの力が強くなったのだ」

　愛情は人との縁が深くなればなるほど、力を増してゆく。

　アップルが結婚し、新たな家族との縁を増やしたことで──彼女の愛情のかたちもまた変化し、成長していった。

「夫ふう婦ふが結けつ託たくしてヘスティアーとの勝負にも勝ったことだしな。供物を通して、ずいぶんと力を蓄たくわえさせてもらった。特にこの酒のケーキはすごいぞ」

「それ、私の亡なくなった母の直伝でもあります」

「世代を越こえた愛情の力か。さらに月の力が満ちる満月の日は、星の神である私の力も満ちるのだ。限定的だが、今夜ならばオーガストは純潔の契約をといても杖を失わない」

　アップルの供物の質があがり、さらには満月の相乗効果で、一時的ではあるがハーキュリーズの力は杖が割れる前と同じほどに取とり戻もどせているらしい。

「うっ……」

　アップルはもう心の準備が、とは言わなかった。ヘスティアーとの戦いを経て、いつかはオーガストの妻に……心身共になりたいという気持ちが、以前よりも強くなっていた。

「ま、これはお前次第だ。また次の満月まで待ってもよろしい。よかったな、ひとまずばあさんになるまで待つ必要はないぞ」

「オーガストには、純潔の契約がとかれていること、わからないんですか？」

「あの林檎を食べさせろ、アップル。それで純潔の契約はとける。一晩限り有効だから、もぐのはせいぜいひとつにしておけ」

　アップルは迷ったが、オーガストの方をくるりとふり向いて、言った。

「……オーガスト。ハーキュリーズが、林檎ひとつくれるって」

「珍しい。じゃあ夜は林檎のデザートだね」

　オーガストがにこにこしながらひょいと林檎をもぎとった。

　ハーキュリーズがぽつりとつぶやく。

「……林檎のデザートねえ」

「や、やめてください」

　アップルはもじもじと体を揺ゆらした。

　……とりあえず、今夜はお酒を控ひかえないと。……また、オーガストが私とキスをして倒たおれたら困るし。

　以前バッカスで酔よっぱらってオーガストに絡からんでしまったこと、アップルは忘れたふりを通していたが、記憶はしっかりと残っていたのである。今も思い出してはときどき変な声をあげてしまう。

　オーガストから林檎を受け取ると、大事にバスケットにしまったのだった。




　アップルが作った林檎とヨーグルトのパイを、彼がひと切れ口に運ぶたびに、アップルはどぎまぎした。

　結局、彼に純潔の契約のことを言い出せなくて、黙だまったまま林檎のデザートを提供してしまった。内ない緒しよで毒でも盛っているみたいで、ひどく居い心地ごこちが悪い。

（こ、これでオーガストの純潔の契約がとけたってことだよね）

　ぎくしゃくしながら食事をしていたため、オーガストは何度かアップルに「おなか壊してるの？」とたずねてきたが、アップルは口ごもって、うまく返すことができなかった。

　ハーキュリーズからもらった林檎に、砂糖とシナモンを加えて煮にこみ、ヨーグルトと共にパイ生き地じに閉じこめた。さわやかなヨーグルトの味、砂糖をたっぷりとすいこみ生まれた林檎のシロップの甘あまさを、さっくりとしたパイと共に嚙かみしめる。

　オーガストが幸せそうな顔で言う。

「甘い。おいしい」

「そ……そう？　味、変じゃない？」

「すっごくおいしいよ。あれ、君はお酒飲まないの？」

「こ、この間アラックを飲みすぎたから。今日はやめておく」

　アップルは落ち着かない様子で食事を続けた。

　彼と仲直りしようとしたときも、林檎のパイを作った。なんだか特別なときはいつも林檎のデザートを作っているような気がする。




「……オーガスト」

　夜もすっかり更ふけて、おなかいっぱいになった夫はすでに寝しん室しつでくつろいでおり、アップルは決意をこめて寝台に乗った。

「今日……あのね、その……」

　オーガストはランプのそばで本を読んでいる。

「どうしたの？　冷えるから早く毛布にくるまって」

　すっかりアップルを寝ねかしつける気である。彼は今、純潔の契約がとけていることを知らないのだ。

（うおぉ……これ自分からは言いにくい……でも、これを逃のがしたら次の満月……たぶん、満月なんてすぐくるとは思うけど……でも、私今準備はできてる……）

　それに今を逃したら、彼に林檎を食べさせた意味がない。これから満月のたびにあの林檎を食べさせるのだろうか。さすがにオーガストも変だと思うだろうし、勘かんぐるだろう。ならば言ってしまった方がいいのだが……。

　オーガストは今日に限ってひっついてこようとはせず、本のページをめくっている。

　アップルはオーガストに背を向けて、毛布の中でもじもじと体を揺らした。

「あのね……」

「うん？」

「ハーキュリーズから聞いたんだけどね……じゅ……純潔の契約……今夜ならと、とけてるみたいなんだよねー……」

（なんだこの、『ちょっと小耳に挟はさみました』みたいな言い方はー！）

　我ながらもっと可か愛わいい切り出し方はないのかと思ったが、口から出た言葉はもうひっこめられない。

　ところがオーガストは、なんの驚きもなく言った。

「あ、やっぱりそうなんだ」

「え、えっ!?　知ってたの？」

　アップルは思わずがばっと起き上がった。

「いや、今日はいつになくアップルといろいろしたくなる気持ちになるからどうしたんだろうと思ってて。精神統一に本を読んでたんだけど、なるほどあの林檎かぁ」

　アップルは口をぱくぱくさせた。純潔の契約を結んでいる間は、オーガストのそういった気持ちはある程度おさえられていたということか。

（……あれで!?）

　今までされてきたさまざまなことを思い出し、アップルは面食らった。

「あ、あの……だから……」

「僕と夫婦になりたくて、あの林檎のパイを作ってくれたの？」

　アップルは観念した。

　あの林檎を食べさせたことで、アップルの心の準備ができているということは、もう彼にはわかっているわけで……。

「う……うん……」

「うれしいな、ありがとう」

　オーガストは目め尻じりに少しだけ涙なみだをためていた。泣くほどうれしがってくれるのか。

　今まで戸と惑まどってばかりで、申し訳なかったと思っている。けれど、今夜くらいは素す直なおに──。

　アップルはぐっと黙ってから言った。

「その……私、オーガストと夫婦にな、なりたいです。覚かく悟ごは決まってます。どうぞよろしくお願いします」

「あはは、僕に殺されるんじゃないんだから」

「だってこの間のキスは死ぬかと思っ──」

　アップルは自分の口を押おさえたが、もう遅おそかった。

　オーガストは意地悪く言った。

「あのキス、おぼえてたんだね」

「うっ……うん……」

　屋敷に帰った後、オーガストにしつこくバッカスでしたキスをおぼえているかとたずねられて、アップルは「知らない」としらをきっていたのだが、噓うそがばれてしまった。

「うっ、恥はずかしくて死ぬ」

　アップルは枕まくらに顔をうずめた。酒の失態をおぼえていられるほど、恥ずかしいことはないというのに。

　あろうことかアップルは、キスをしてもらえなかったとだだをこね（死ぬほど口が酒さけ臭くさかったのだから当然だ）、オーガストの首まで絞しめるという、およそ妻としてしてはならない行動をとっていたのだ。

　オーガストは軽口を叩たたいた。

「可愛かったけどなー、あの日のアップル」

「やめてやめて……首絞めてごめんなさい」

　アップルは泣きそうな気持ちになった。

　オーガストはアップルの肩かたに手を添そえて、自分の方を向かせた。

　今まで見たどんな彼よりも、優しい顔をしている。

「なんだか緊張してきた」

　アップルが焦ったように言うと、彼はアップルの手をとって、自分の胸に置いた。アップルは驚いた。彼の心臓は、どくどくと落ち着かない音を打ち鳴らしている。

「えっ、私よりすごいんだけど……」

「そりゃあ、僕の十年越しの片かた想おもいの相手なんだから、そうだよ」

　オーガストがすねたような、照れたような声こわ音ねで言ったので、アップルは思わず笑えみをこぼした。
















（なんだ、オーガストも緊張してたんだ。じゃあぜんぜん、大だい丈じよう夫ぶかも）

　アップルはうかがうように彼を見上げる。

「も……もう片想いじゃないでしょ？」

「そうだね」

　オーガストは改まったように言った。

「僕、君を最初で最後の人にするよ。だから多少のおいたは許してほしいな」

「おいた次第では、私が死んじゃうかも」

「死なないよ、平気平気……でも今夜は感動のあまり、僕の方が死んじゃうかもなぁ」

　オーガストが明かりをふき消すと、アップルは勇気を出して彼の手をとった。カーテンの隙すき間まから、満月がふたりを照らしていた。
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　快晴である。

　お見合い祭りのために集まった諸国の船がハールーンの港に乗りつけ、異国情じよう緒ちよただよう街の様子に、若者たちはみな浮うき立っている。

　とうとうこの日がやってきた。

　アップルが身を包つつんでいたのは、たっぷりとギャザーを寄せた、純白のウェディングドレス。丸く膨ふくらんだパフスリーブの袖そでや、全体にあしらわれた白い花の刺し繡しゆうがシンプルながらも愛らしいドレスだ。レースのベールにも揃そろいの花模様を縫ぬい取とってある。

　オーガストがこの日のために選んだドレスは、今まで彼かれが用意してくれたどの品よりも、可か憐れんで美しいドレスだった。

　彼かの女じよは屋や敷しきの一室でそわそわしていた。今日の挨あい拶さつの言葉を忘れていないか、何度もメモ書きをたしかめる。

　落ち着かない様子のアップルをはげますようにして、ディオニューソスがメモ書きを支えて見せてくれる。

　カシアは厳しい教師だった。だが、アップルのことを見放さずに最後まで根気よく教えてくれた。

　この半年の間、毎日のように彼女から訓練を受けて──アップルの顔つきは少しずつ変化していった。知らない世界を教わることは、アップルの世界が広がることを意味していた。ものの見え方が変わるようになって、オーガストと近い目線で物事を考えられるようになったのは、ありがたいことである。

「お義か母あ様は、お屋敷にはいらっしゃってない？」

　執しつ事じに確かく認にんするが、首をふられてしまった。

　夫が式場で待つしきたりに従い、オーガストはすでに屋敷を出ている。もしかしたら彼と入いれ替かわりにカシアが来てくれるかもしれないと思ったのだが──。

（仕方ないか──……。私なりに、できることはすべてやったのだから）

　挨拶のしかたや身だしなみ、ドレスを着たときの歩き方、食事の作法、王おう侯こう貴族の家系やトリア国の歴史・文化について、ハールーンの保護するべき財産や魔ま法ほう使つかいの妻としての役割──。結けつ婚こん式しきまでにすべてをおぼえることは正直難しかったが、なんとか覚えきった。

　カシアはアップルが間ま違ちがえると淡たん々たんと注意した。同じところを間違えると、もうよろしい、と言った。アップルは次に会うときにはできるところを見せなくてはと、カシアの一挙一動に目をこらし、精せい一いつ杯ぱい伯はく爵しやく夫ふ人じんらしくなれるよう努力してきた。

　最後にカシアはこれなら及きゆう第だい点てんでしょう、と言ってくれたけれど……。

　レノスが家族の来訪を告げると、アップルから曇くもった表情が消えた。

「アップル、準備できたか？」

「お兄ちゃ……じゃなかった、お兄さま、お父さま」

　アップルはクロウ家の面々を出で迎むかえた。娘むすめのウェディングドレス姿に、父は涙なみだぐんだ。兄はほっとしたような顔をしている。

「少し見ない間に、らしくなったじゃないか」

「アップル……」

　居い心地ごこち悪わるそうに顔を出したのは、アスランである。彼はしばらく父の助手としてクロウ家に滞たい在ざいし、同じ船で漁に出ていた。お見合い祭りをやるので、ぜひ見に来てほしいとお願いしたのはアップルだ。

「来てくれてありがとう。今日はたくさん人を呼んでるから、きっとインカラの土地になじむいい奥おくさんが見つかるはず。楽しんでいってね」

　アップルが笑いかけると、アスランははっとしたような顔をした。

「その……オーガストと、本当に夫ふう婦ふになったんだな」

「!!」

　処女神ヘスティアーと契けい約やくしたアスランは、神と同類の女性がわかるのだ。つまり、アップルが彼と出会ったときの彼女でなくなったことも──。

　アップルは顔を真っ赤にして、ぼそぼそと言葉を濁にごした。

「あ、えっと」

「おめでとう。ようやくふんぎりがついた。俺おれもここで嫁よめを探してから帰ることにする」

　アスランは口角をほんの少しあげて、部屋を出ていった。

（アスランにもいい人が見つかるといいな……）

　彼には家庭の女め神がみヘスティアーがついている。もしかしたら、誰だれかのもとへ導いてくれるかもしれない。

　支し度たくを終えたアップルは家族と共に馬車に乗りこみ、式場であるハールーンの神しん殿でんへ向かった。オーガストが観光の目玉のひとつとして手入れをした古き神を奉まつる神殿だ。地下は危険な場所だが、地上の神殿は催もよおし物ものをするにはうってつけで、夫は結婚式が終わった後は劇場として開放する計画を練っている。

「すごい……人がこんなに」

　神殿前には、領民たちが集まっていた。お見合い祭りのためにやってきた民たみも合わせて、多くの人だかりだ。初めての催し物に人が集まるか心配していたのだが、杞き憂ゆうに終わったらしい。

「アップル、髪かみ飾かざりが」

　クリスが焦あせった声をあげる。

　アップルの髪をまとめていた桃もも色いろの貝かい殻がらの髪飾りがぱきりと割れて、背中に落ちた。

「えっ！　どうしよう」

　きっと加護を果たして、役目を終えたのだ。お見合い祭りに多くの人が詰つめかけて、祭りの盛せい況きようは約束された──。

　せっかくまとめた赤毛がこぼれ落ちて、アップルはあわてた。馬車の中にはクリスと父だけで、自分の世話ができるような人はいない。

（祭りの成功を願って結婚式にはこれをつけるって決めてたけど、仇あだになった──!?）

　馬車が式場に到とう着ちやくし、アップルは覚かく悟ごを決めた。

「髪くらいたいしたことないわ。行ってくる」

　アップルは馬車から降り、背筋をぴんとのばした。カシアに習ったのだ。堂々と前を向いて、ドレスの裾すそを蹴けるようにして歩くと美しく見えると。

　たとえ髪が乱れていても、動どう揺ようしたりしない。貴族たるものいつでも余よ裕ゆうを持って。カシアの教えを心の中でくり返す。

　神殿へ続く階段をのぼろうと足をつけたところで、アップルの名を呼ぶ声がした。

　アップルが顔を向けると、そこにはカシアが立っていた。

「お義母様……」

「髪が乱れていますよ。こちらへいらっしゃい」

　カシアはアップルにかがむように言うと、自らの星形のブローチをとって、アップルの髪を結ゆい始めた。

「これは髪飾りにもなるのです。ナルラ家に代々伝わる品です」

　ダイヤモンドが輝かがやく一等星のブローチは、星の英えい雄ゆう神しんハーキュリーズと契約した統とう率そつ者しやにふさわしい品であった。

「来てくださったんですね」

「来るつもりはありませんでした、ぎりぎりまで。ただあなたのことが気になって、やはり来てしまいました」

「あの……」

「どうしてでしょうね。あなたがなにをするにも、気になってしまいます。知らん顔をしていることができない。娘を持つというのはこういうことなのでしょうか」

　カシアはアップルのよき師であった。今もその気持ちは変わらない。だがこのとき、アップルは彼女が自分の新しい母親になったことを改めて自覚したのだ。

「なぜだか私、あなたと過ごすようになってから、とても元気になったのです。以前は横になってばかりいたのに」

　彼女の体調が徐じよ々じよによくなっていることは、アップルもわかっていた。食が細かったというのに、作った差し入れを完食してくれたときは、ひそかに感動していたのだ。今では修道士の薬草茶は必要なくなっている。

「あれも教えなくちゃ、これも手ほどきしなくちゃ、やることがたくさんありすぎて、寝ねている暇ひまがなくなってしまったみたい」

「も、申し訳ありません……」

　アップルは内心参ったなと思いつつ、最初の頃ころの自分を思い出した。たしかに、出来のいい生徒とはいえなかった。

　アップルの髪を結い終えると、カシアはその出で来き映ばえをたしかめるようにして、髪飾りを撫なでた。

「でも、あなたから教わることもたくさんあった。人生がようやく動きだしたようです」

　カシアは少し間を置いてから言った。

「あなたと出会って、育む楽しさを教わりました」

「お義母様」

「正直なところ、あなたはがんばり屋ではありますが、まだまだです。ですが、あなたにはこれから多くの時間がある。目標もあり、気き概がいもある。そして誰にも負けない愛あい嬌きようがあります。可能性があるということは、なににも代えがたい財産です。新時代を築くには、あなたくらい親しみのある娘の方がよいのかもしれません。それは神も認めるところ……」

　アップルのベールをきれいに直すと、カシアはほほえんだ。

　アップルは目を見張った。初めて見る彼女の笑え顔がおだ。

「また鍛きたえ直してあげます。行ってらっしゃい」

　カシアは、オーガストが用意していた一等いい席へと歩いてゆく。アップルはごくりと喉を鳴らした。

　カシアと歩いてゆける、新しい道が開かれた気がした。

（結婚式が終わっても。きっとお義母様から学ぶことはまだまだたくさんある。少しずつ私の成長を見てもらいたい）

　危なっかしくて放っておけない嫁から、頼たのもしい義娘むすめになれたらいい。

　今はその一歩を見せるときだ。

　かちこちに固まった父にエスコートされて、アップルは夫のもとへと歩いてゆく。

　ビロードの絨じゆう毯たんを、少しずつ踏ふみしめながら。愛する夫の姿が近づいてくると、アップルの心臓は早はや鐘がねを打ち始めた。

　オーガストは美しかった。今まで見てきたどんな男性よりも。まばゆく輝く金きん髪ぱつと、アップルの姿を見て赤く染まる頰ほおが、なによりもいとおしかった。

　ずっと前から彼の妻だったけれど、大勢の客人に見守られて、今初めてナルラ家の一員となるような気持ちになる。
















　父から夫に託たくされ、アップルはオーガストと向き合った。

　彼は感かん嘆たんしたように言った。

「アップル、すごくきれい」

「あ、ありがと……あなたもね」

「今度の指輪は、サイズぴったりだよ」

　アップルの指に結婚指輪を通しながら、オーガストは茶目っ気たっぷりに言う。最初にもらった指輪がアップルにはきつかったことを覚えていたらしい。アップルは緊きん張ちようのあまりふるえる手で彼に指輪をはめながら、ぼそぼそと言う。

「……もうそれはいいから」

「今度のキスはどうする？」

　オーガストはたしかめるようにしてたずねてくる。

「……口にして」

　オーガストはとろけるような笑顔になると、アップルのベールをめくった。

　最近オーガストがお気に入りの夫婦のキスではなく、初めてアップルがオーガストにしたような、ふれるだけのキス。初しよ心しんを思い出して、アップルは照れくさくなる。

「もっとすごいのは、また満月にね」

「もう！」

　会場が拍はく手しゆと喝かつ采さいに包まれ、アップルはオーガストと手を取り合った。

（これから……オーガストとふたりで。ハールーンを豊かな土地にしていこう）

　私たちはまだ始まったばかりだ。すべてがこれから。己おのれの営みを、己の力で進めてゆく。そのたしかな覚悟がもう、アップルにはある。

　彼と共に神殿を出て、空を見上げたとき、アップルは目を見開いた。

　真昼の星が輝いている。

「ハーキュリーズからの贈おくり物ものかな」

「そうかもね」

「これから……ずっと僕ぼくと一いつ緒しよにいてくれる？」

　オーガストがアップルの手を握にぎりしめる。

「当たり前でしょ。私だって……あなたが最初で最後の人なんだから！」

　オーガストと共に階段をおりて、アップルは領民に向けてとびきりの笑顔で挨拶をした。

　幸せな夫婦の誕生により、ハールーンは星と愛情の加護で満たされた。
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あとがき




　杖つえと林りん檎ごの秘密結婚、二巻をお届けします。

　前回に積み残していた、「純潔の契約」をめぐるお話です。

　新キャラクターも登場しますので、お楽しみいただけたら幸いです。




　それでは、御礼の言葉を。

　担当様。今回も大変お世話になりました。もろもろ慌あわただしくなってしまい、ご迷惑をおかけしましたが、助けていただいてありがとうございました。

　イラストの加か々が見み絵え里り先生。表紙イラストを拝見したとき、理想通りの仕上がりで感動しました。おいしそうなシチューやパイと、オーガストのぺろっとした顔がお気に入りです！　ありがとうございます。

　一巻に引き続きすてきなカバーに仕上げてくださったデザイナー様、いつも丁寧に原稿を直してくださる校正者様をはじめとする、本作に携たずさわってくださったすべてのみなさまに感謝申し上げます。




　そしてなにより、こうして物語の続きを書くことができたのも、ひとえに読者のみなさまのお力によるものです。新婚夫婦のひととき、いかがでしたでしょうか。

　少しでも日常を忘れて楽しんでいただけたらうれしいです。





仲村つばき
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「オーガスト、花はな嫁よめさんって見たことある？」

　小さなアップルがそう言うので、オーガストは彼かの女じよの瞳ひとみを見つめた。

　伯はく爵しやく家けの厨ちゆう房ぼうである。

　オーガストは勉強の息いき抜ぬきに、よく厨房に顔を出す。目当てはキッチンメイドのクロウ夫人の作るおやつ。そして彼女の娘むすめのアップルだ。

　クロウ夫人はオーガストがやってくると、にこにこしながら揚あげたてのルクマデスを出してくれた。ハチミツとシナモンをたっぷりかけた丸いドーナツだ。ふわふわもちもちのルクマデスは、かじると心がほんのりあたたかくなる。

　アップルがシナモンの粉をくちびるのはしにつけていたので、オーガストはぬぐってやった。

「花嫁さん？　見たことあるよ」

「お嫁さんって、なんであんなにきれいなんだろう」

　オーガストは意外そうな顔をした。

　これはまた。ずいぶんと女の子らしい質問じゃないか。

　木登りや追いかけっこ、虫を捕つかまえることに夢中な彼女の口から、花嫁の話題が出るなんて。

　やっぱりお年とし頃ごろってことなのかなぁ……。

「僕は昔住んでいたところで、近所のお姉さんがお嫁に行くのを見たけどね。やっぱりいつもよりきれいだったね」

「私もそんなふうになれるかなあ」

「うーん……蟻ありやトカゲを捕まえているうちは、無理かな？」

　アップルが顔をむくれさせる。

　ころころ変わる表情が可か愛わいらしくて、いけないとは思いながらも、ついつい意地悪をしてしまうのだ。

「でも父さんは、海の向こうでは蟻やトカゲを食べる民族もいるって言ってるよ。大人になっても、トカゲを捕まえたって変じゃないもん」

（えーっ、食べる気だったのか）

　好こう奇き心しんで生き物を追いかけているだけだと思っていた。すえおそろしい子である。

　目を離はなしたすきに、アップルの口からトカゲのしっぽが飛び出している……なんてことがないようにしないと。

「うーん、ほら……こんなにおいしいものがあるんだから、そういうの食べるのは最後の手段にしたら？」

　ルクマデスをアップルの口元に運ぶと、彼女は小さな口を開けた。丸いドーナツを、ころんと舌の上に転がしてあげる。

　おやつを頰ほお張ばって、アップルが幸せそうな顔をする。

「昨日、うちで結けつ婚こん式しきのお祝いをやったんだよ。ルクマデスだって、お客さんのおみやげにたくさん配ったんだ」

　アップルの実家は居酒屋だ。きっと新しん婚こん夫ふう婦ふが店を貸し切って宴うたげを催もよおしたのだろう。

「そこで新婦さんを見たんだね？」

　アップルはこくりとうなずいた。

　昨晩の宴は、彼女の中に眠ねむっていた乙女おとめ心ごころを刺し激げきしたらしい。

　花嫁さんになりたい！　アップルはそんな女の子らしい夢をみるようになったのだ。

「はー、木登りも虫を集めるのも、やめなきゃだめかぁ。お兄ちゃんにもそろそろやめなさいって言われてるからなぁ」

　お転てん婆ばすぎるアップルに、彼女の兄が手を焼いているらしいというのは、なんとなくわかっていた。

　たしかに、アップルくらいの年頃の女の子はだいたいおませだ。外で遊ぶよりも姉のお古のドレスで着き飾かざったり、大人たちの内ない緒しよ話ばなしに聞き耳をたてたりする方が好きなのだ。

（アップルはアップルのままでいいと思うんだけどなぁ）

　オーガストは彼女に付き合って草むらをかきわけたり、木もく片へんを削けずって小さな船を造ったりするうちに、失いかけていた少年の頃の明るさを思い出せた。家族のことで四六時中悩なやんでいた彼かれは、暗くら闇やみの底から引き上げられるような気分だった。

　それに、アップルが外遊びをやめてしまって、自分に付き合ってくれなくなったらそうとうきついぞ。

「虫集めやめて、何するの？　お人形遊びとか？」

「もうっ、オーガストはコドモだなぁ。私くらい大きくなったら、もうお人形なんかで遊ばないんだよ」

「虫集めだってコドモの遊びじゃ……いやいやなんでもないよ」

　アップルが目をつり上げたので、オーガストは続きを言うのをやめた。

「これからは、はなよめしゅぎょーをするの」

「花嫁修しゆ業ぎよう」

「お兄ちゃんが、それをしたら私も花嫁さんになれるって言うからさー。まあとりあえずやっとこうと思って」

　彼女の兄は、アップルが花嫁に興味を持ったのを幸いに、女性のたしなみをあれこれ覚えさせようと画策しているらしい。

「花嫁修業するって、相手はもう決まってるの？」

「相手って？」

「結婚する相手のことだよ。その人がいないとお嫁に行けないだろ」

「……」

　アップルはぽかんとした顔をした。

　オーガストは心のどこかでほっとしていた。この様子だと、彼女の親が決めている婚こん約やく者しやはいなそうである。

　ハールーンでは、早い娘は十三で嫁とつぐ。十七歳さいになる頃にはたいてい人妻だ。子どもが小さいうちから結婚相手を決めて、準備をしている親も少なくない。

　アップルはふん、と鼻を鳴らした。

「相手はズイジ、募ぼ集しゆうするのよ」

「難しい言葉をおぼえたんだね、すごいなあ」

「私はもう大人の仲間入りするんだから、これくらい当たり前よ」

　大人になったらお酒が飲めるぞ、とアップルはわくわくした様子である。

　彼女はどんどん大人になる。今は幼くても、あと数年すれば花嫁修業の成果が出て、魅み力りよく的てきな女性になっているかもしれない。

　自分の人生と、彼女の人生がどんどん離れてゆくようだ。

　一いち抹まつの寂さびしさをおぼえてしんみりとする。

　アップルが真しん剣けんな顔をしてたずねた。

「ねえ、ズイジって、『すぐ』って意味だよね？」

　まあ、まだ大だい丈じよう夫ぶだな、きっと。

　次期伯はく爵しやくの自分と、キッチンメイドの娘のアップルがこうして一いつ緒しよに遊べるのは子どものうちだけ。まだまだ彼女には子どもでいてもらいたい。

　オーガストは新しい遊びを思いついた。

「花嫁修業をするなら、具体的な夢がないと。今日はそれを決めようよ」

「具体的な……？」

「たとえば、結婚式をどこでやるとか、どんなドレスを着るとか」

「うーん。そういうのって、修業に関係あるの？」

　オーガストは、言い聞かせるような口調になった。

「アップル。修業っていうのはときにはつらくて、苦しくて、投げ出したくなるものなんだよ。そういったときに夢や目標が決まっていれば、そのことを思おもい浮うかべて耐たえられたりするわけ。大事なことだからちゃんと決めておかないといけないんだよ」

「お、おおー……。そうなんだ」

　アップルは感心したようにそう言った。

　まあ、別に結婚生活に夢なんてもっていなくても、結婚することはできるのだが。

　アップルが外に遊びに行かないなら、少しでもおしゃべりをしていたくて、理想の結婚生活について聞き取りをすることにしたのだ。

「で、結婚したらしたいこととかある？　たとえば旦だん那なさんとどこかに行きたいとか、部屋の模も様よう替がえをしたいとか」

　アップルはおずおずと口を開く。

「私、寝ね相ぞうが悪いから結婚したら大きなベッドで眠りたいな」

「うんうん、それで？」

「結婚したら……旦那さんとおいしいごはんたくさん作って食べたい」

「いいね」

「結婚式は、外でやりたいなー」

「外？」

　アップルはにっこりと笑う。

「昨日来た花嫁さんは、海辺で結婚式あげたんだよ。お天気の日に外でお祝いしたら気持ちよさそうだなーって思って」

「それはすてきだね」

「あとドレスは……丸い袖そでのやつがいい。昨日の人はそんなの着てたから……花の刺し繡しゆうがあって……」

　オーガストはクロウ夫人から紙とペンを借りた。

　アップルの言うとおりに、オーガストが紙に書きおこす。丸く膨ふくらんだ袖、花の刺繡が入ったウェディングドレス。

「いいじゃないか。具体的に決まってきたね」

「なんだか花嫁修業もできる気がしてきた！」

　アップルはメモ書きをながめて、興奮した様子だ。

「これ、なくしそうだからオーガストが持ってて。それで私がめげそうになったら、メモの内容を教えてね」

「いいよ」

　オーガストはメモを丁てい寧ねいに折おり畳たたんで、ポケットにしまった。

「それでお兄さんには、どんな修業をするように言われてるの？」

「店の中では走らないように言われてるよ」

　きりっと返すアップルに、オーガストは思わず噴ふき出だした。
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　伯爵家の応接室でドレスのデザイン画を受け取ると、オーガストは満足げな笑えみを浮かべた。

　仕立屋は注文通りのデザインをあげてきた。可愛らしくふくらんだパフスリーブの袖に、花の刺繡をたっぷりあしらったウェディングドレスだ。

　幼い頃の彼女の理想、そのすべてをつめこんだ。

　大人になったアップルは想像通り、可愛らしく魅力的な女性に成長していた。そしてさまざまな経けい緯いを経へて、自分の妻になった。

　秘密結婚したときはまともなドレスを用意できなかったから、正式な結婚式をあげるときは絶対に思い出のものをオーダーしようと決めていたのだ。

　かたわらの妻は興味しんしんの様子で、デザイン画をのぞきこんでいる。

「アップル。僕が頼たのんでおいたやつだけど、どう？」

　アップルはしばらくぽうっとしていた。

「言うことないよ……すごく素す敵てき。でもいいのかな、こんなに可愛いドレスで。もっと地味な方が……」

「僕はこれがいいな。これ以外考えられない」

　アップルは贈おくり物ものにいつも遠えん慮りよしてしまうので、オーガストはきっぱりとした口調で言った。

「そ、そう……？　あなたがそう言うなら……」

　オーガストは仕立屋に追加の注文をする。

「このドレス、小さな宝石を縫ぬいつけられる？　神しん殿でんで結婚式をあげる予定なんだ。太陽の光があたったときに映はえる作りにしてもらえるかな」

「あの古代遺い跡せきでですか!?　すばらしいですね、歴史に残る結婚式になりますよ」

　仕立屋は次々と追加の提案をしてくる。「結婚式までに必ず素す晴ばらしいものを仕上げます」と約束して、屋や敷しきを出ていった。

「オーガスト、外で結婚式あげるの……？」

「そうだよ。古代遺跡は前から観光地にしていただろう。でも見るだけじゃみんなすぐ飽あきるからさ。今後は劇場にして貸し出ししようと思ってるんだ。その前に、結婚式をあの場所であげたい」

「私も……外でのびのびお式ができたらいいなって、憧あこがれてたけど」

「けど？」

　アップルは不思議そうに首を傾かしげる。

「なんだか、私の夢がどんどん叶かなっていって、びっくりしてるの。あなたには結婚式のこと、なにも言ってなかったのに」

　オーガストは優やさしくほほえんだ。

「僕は奥おくさんの夢なら、なんでも叶えてあげたいんだ」

　昔ルクマデスをつまみながら考えていた計画を、たとえ君がおぼえていなくても。




　アップルは知らない。

　幼い頃、彼女のために書いたメモを、僕は今でも大切に持っている。








著

仲村つばき

Tsubaki Nakamura




６月27日生まれ。埼玉県在住。

読者のみなさまのお力で、２巻をお届けすることができました！

主役ふたりの新婚生活をお楽しみいただけたら幸いです。




ツイッター始めました！

@tsubaki_nakam










イラスト

加々見絵里

Eri Kagami




結婚してからのアップルのツンデレっぷりとオーガストのアップル愛に拍車がかかっていて凄く悶えました。

アップルを渡すまいと容赦なく（子供っぽく？）主張するシーンなども個人的に萌えどころで大好きです！

相変わらずの美味しそうな料理の描写も相まって、幸せでお腹がいっぱいになりました！
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